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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──白はく火び。俺についてきてくれるか。




　ふたりきりでの桜の山の中。

　まるで夢見心ごこ地ちだった。

　ここは薄うす紅べにの桜に囲まれてひたすら静かで、蒼そう馬まの声以外はなにも聞こえない。梢こずえのざわめきも小鳥の鳴き声も、すべてを桜が押し包む。

　あまりに幸せすぎると、人は言葉を失ってしまうものなのかもしれない。ふわふわと身も心も満開の桜の中に溶とけてしまいそうなむせ返る幸福感の中、白火は震ふるえる声を絞しぼり出した。生気の溢あふれる琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが、幸福のあまりに潤うるんでいく。

「蒼馬さま、それって」

　京一の伊だ達て男おとこと名高い蒼馬も、どこか緊きん張ちようしたような、真しん剣けんな面おも差ざしを崩くずさない。

「お前に求愛しているんだ」

　向かい合って見つめ合っているだけなのに、漆しつ黒こくの強い眼まな差ざしが白火の全身に絡からみつき、縛しばりつけて、身み動じろぎもできない。息が苦しい。

　幸せすぎて涙なみだが出る。幸せに染まる涙の色は桜の色だ。一ひと粒つぶの大きな桜真しん珠じゆが、やわらかな頰ほおを伝って転がり落ちる。

「オレなんかで、いいんですか……？」

　一いつ瞬しゆん、あらゆることが頭の中から消えた。

　締しめつけられるような切なさに胸をいっぱいにしながら、微笑ほほえんで、はにかんで頷うなずく。それが精せい一いつ杯ぱいだった。

　この幸せが、永遠に続くような気がした。

　それが桜の盛りのように、ほんの束つかの間の幸せであることを、まだ白火は知る由よしもない。

　今はただ無む邪じや気きに幸福に酔よう。










　桜の花が散っていく。

　春が、終わる。
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「きゃっ!?　何、誰だれ!?」

　華きや奢しやな身体からだごと抱かかえ上げられて、紅くれないはとっさに悲鳴を抑おさえることができなかった。生まれつき色素を持たない少女だ。肌はだも髪かみも透すけるように白く、瞳は血の色が染めている。

　四し肢しを搦からめ捕とられて、荷物のように担かつぎ上げられる。手て練だれの仕事だとすぐにわかった。

　──捕つかまった……!?

　土つち蜘ぐ蛛もの根城跡あとに今も隠かくれ住む紅ははっと身を強こわ張ばらせたけれども、もうすでに遅おそかった。

　──しまった…………！

　内心ほぞを嚙かむ。

　大おお江え山やまの奥深く、食しよく糧りようとなる木の実を集めていてうっかり油断した。

　秋に帝みかどの率いる衛え士じたちに攻せめ込まれて以来、この深山には誰も訪おとずれず、うち捨てられたようになっていたから、つい他人の気配に鈍どん感かんになっていたらしい。

「紅？　今の声はなんだ!?」

　幼なじみである豹ひよう太たの声が聞こえるが、目は塞ふさがれ、口もなにか布で覆おおわれてしまった。かつて大勢の土蜘蛛たちが暮らしていた根城は焼け落ちて、今は残ざん骸がいしかない。紅は豹太と一いつ緒しよに、その根城跡に隠れるようにして暮らしている。紅にとっての故郷はここしかないからだ。

　生まれついての見た目のせいで、土蜘蛛に引き取られるまでは随ずい分ぶんと迫はく害がいされたし、気味悪がられた。誰もが持て余す紅をなんの躊躇ためらいもなく引き取ってくれたのは、土蜘蛛の一族だけだ。

　口もとを覆われた布から、なにか変な匂においがする。つんと鼻を刺し激げきして臭くさい。すうっと、引きずられるように気が遠くなる。

　なにも見えない中、紅はもがく振ふりをして自分を捕とらえる相手の腕うでか胸か、よくわからない鍛きたえられてたくましいものを叩たたいた。

　──……に。

　腕で一回。すぐに押さえこまれてしまい、今度は足を両足まとめて一気に蹴けり上げるように。

　土蜘蛛の一族として育てば、ある程度の荒あら事ごとには慣れる。慣れざるを得ない。己おのれを、仲間を守るために。紅も例外ではなかった。

　──……げ。

　ち、と舌打ちした相手に手足をぐるぐると拘こう束そくされ、最後は全身のばねを使って肩かたから体当たりするように。

　必死に、合図を送る。

　──て……！。

　近くに豹太がいるのなら、紅が三回に分けて送ったこの合図は、声どころか音も聞こえなくても、振しん動どうで伝わるはずだ。

　他ほかの場所では無理でも、ここは大江山だ。

　すべての気配を知り尽つくした自分たちなら、きっと伝わる。それだけが頼たよりだった。

　薬が回ってきたのだろう。紅の意識が闇やみに飲み込まれていく。

　京に夜な夜な、鬼おにが出る。

　そんな噂うわさが広がり始めたのは、天覧能が終わったばかりのころのことだった。
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　深山の花見から柚ゆ木き座ざに戻もどってきたのは夜遅おそくなってからで、蒼馬の部屋に帰り着くなり白火はぐっすりと眠ねむってしまったようだった。

　目を覚ました白火は、大きな真綿の褥しとねの上、寝ねぼけ眼まなこでもぞもぞと身を起こした。部屋の中はすでに明るみ始めている。

「──ん……」

　陽ひの昇のぼる時刻が、冬に較くらべて随分と早くなった。まだ、寝ね坊ぼうというような時刻ではない。

　辺りを見回し、白火は細い声で蒼馬を呼んだ。

「蒼馬さま？」

　部屋の中に蒼馬の姿はない。

　──そうか。オレ、帰ってきてそのまま眠っちゃったんだ。

　思い出すだけで、頰が熱く火ほ照てり返る。

　初めて言われた、求愛の言葉。祝しゆう言げんの約束。

　幸せの余よ韻いんが、まだ身のうちにひたひたと残っている。

「どこかに、お出かけかな。でも、まだ朝稽げい古こ前だし……」

　少し不ふ審しんに思いながら、白火は手早く髪を整える。なにかの拍ひよう子しで目が覚めて、蒼馬はそのまま早朝稽古をしているのかもしれない。だったら白火も一緒に稽古をしたい。

　同じ屋根の下で寝起きをしていても、毎日顔を合わせていても、蒼馬に会うときはいつも胸がどきどきと高鳴る。いい加減慣れなくてはと思うのだけれど、まだどうしても慣れない。

「──慣れなくちゃ」

　着のみ着のまま眠ってしまっていたので、自分の部屋に向かい、着き替がえをして洗面も済ませる。母おも屋やのほうからも、住みこみの座員たちが起き出す物音が聞こえ始める。どんなに前夜遅くても、朝稽古の時刻には目が覚めるのはもう習慣のようなものだ。今のように、柚木座が休みであっても。

　天覧能から一月ほどは、あまり舞ぶ台たいの予定を入れずに身体を休める予定だが、稽古は別だ。

　休んでもいいのだが、それではきっと身体が鈍にぶる。一度鈍ったものを取り返すには、二倍、三倍の稽古が要いる。それに、稽古を欠かすとどうにも落ち着かない。

　──性さがっていうものなんだろうなあ。

　身にしみついた習慣は、なかなか抜ぬけないものなのだ。

　稽けい古こ場ばに向かおうとすると、蒼馬がふらりと戻ってきていた。戸口のところに立ち、こざっぱりと身なりを整えた白火をじっと見ている。

「あ、蒼馬さま！　おはようございます」

　夫婦になる約束を交かわした直後というのは、こんなにも気き恥はずかしいものなのだろうか。

　差し込む朝あさ陽ひと同じくらいきらきらとした心持ちを、どう処理したらいいのかわからない。叫さけび出したいような、蹲うずくまりたいような。

　照れくさくて、蒼馬の顔をまともに見ることができずにうつむく。

「あの──オレ、今日、日にち輪りん座ざに行ってこようと思うんです。父の許しを得ないといけませんし、報告も兼かねて」

　昨日、桜の花の下で、蒼馬は白火に幸せな約束をたくさんしてくれた。

　──祝言を挙げよう。その前にお前の父親、一いち陽よう太た夫ゆうの許可を得て、婚こん約やくの披ひ露ろ目めもしないとな。

「なんのことだ？」

　冷ややかな、凍こおりつくほど冷ややかな声で問われて、ふわふわとした夢見心地ごこちにぱりっと亀き裂れつが入った。白火は慌あわてて顔を上げる。

「蒼馬さま？」

　──お前に一番似合う絹はやっぱり白だな。極ごく上じようの絹糸で織った白絹で花はな嫁よめ用の晴れ着を作ってやる。……ああでもその前に、淡あわい桜色の着物も着せてみたいな。とびっきりの仕立てのやつをな。

　昨晩、白火の頰ほおを飽あくことなく指の背で撫なでながら楽しそうにそう言っていたのに。白火の空耳などではなかったはずなのに。

「今日から、祝言の準備をしようって……」

　──また忙いそがしくなるな。まあ、こういう忙しさなら大だい歓かん迎げいだが。

「何だ。お前、あれを本気にしていたのか」

　そう言って蒼馬が鼻で笑う。様子が変だ。今いま更さらながらに白火は思う。

「蒼馬さま……？」

　眠っていない、のだろうか。わずかに憔しよう悴すいした顔にぎらぎらとしたものが滲にじんで、今の蒼馬はどこか狂きよう気きじみていた。

「──あんなの、冗じよう談だんに決まっているだろう。お前みたいないつまでも子供くささが抜けない女、誰だれが嫁にしたいなんて思うものか。俺はごめんだ」

　この人のこんなにも冷たい言葉は初めて聞いて、白火は茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていることしかできなかった。蒼馬はさしておもしろくもなさそうに白火を見下ろしている。

「柚木座に移い籍せきさせたのも失敗だったな。お前の舞まいは井い澄すみのほうが合う。まあ、天覧能の話題作りには充分利用させてもらえたが」

　何の感かん慨がいもない、そんな目で。

　興味のなくなった玩具おもちやを見るように。

「いい加減、ままごと遊びにはうんざりだ」

　情熱的なこの人の、その変へん貌ぼうが信じられない。

　井澄の舞いのほうが合う？

　天覧能の話題作り？

　耳を覆おおいたくなるような言葉の羅ら列れつが、次々と白火の心に突つき刺ささっていく。

　──な、に……？　なにが起こっているんだ……？

　白火は咄とつ嗟さに駆かけ寄り、蒼馬にしがみつこうとした。変貌の理由がわからない。

「気安く触さわるな！」

　けれど乱暴に振ふり払はらわれて、白火の手の甲こうにかすかに赤い線が浮うかんだ。

　切れてはいない。爪つめが掠かすめただけだ。

　けれど白火は、今度こそ目を瞠みはる。瞳ひとみの中に、硝子がらすのひびのように傷ついた光がじわじわと広がっていく。
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「蒼馬、さま…………？」

　頼たよりない声こわ音ねに、蒼馬がいやそうに顔をしかめた。傲ごう慢まんなしぐさで、白火の顎あごをくいと摑つかむ。

「まあ、お前は結構楽しませてくれたがな」

「ん……っ」

　降り落ちてきた唇くちびるは冷たく、冷たすぎるほどで、白火を乱暴に貪むさぼった。こんな口づけをされたのは初めてだ。力ちから尽ずくで濃のう厚こうで、何の思いやりもなく、ただただ思うさま白火を弄もてあそぶ。

「や……っ！」

　悲鳴混じりに唇を振りほどくと、白火は口もとを袖そでで拭ぬぐう。にやっと唇だけを歪ゆがめた蒼馬が、冷れい酷こくに微笑わらう。

「あばよ」

　訳がわからないのに、捨てられたことだけは心が理解する。

　蒼馬が去っていく。

　白火に後ろ姿を見せて、振り返りもせず。

　蒼馬の背中が白火を拒きよ絶ぜつして遠ざかる。白火の一番大きな心の傷を、その後ろ姿が容よう赦しやなく抉えぐる。

「──蒼馬さま…………っ」

　白火は、身を振り絞しぼるような悲鳴に喉のどを震ふるわせた。










　その日、いつまで経たっても蒼馬は帰ってこなかった。

　心ここにあらずといった感じでしばらく立ち尽つくしていると、稽古に出てこないのを不審に思った隼はや人とがひょいと顔を出す。

「白火さん、何してるんです？　どうかしたんですか？　そんなところに立ち尽くして」

　茫然自失の態ていでいた白火は隼人の声ではっと我に返った。

「身体からだが冷えちゃいますよ。若太夫もまだいらしてないし。若太夫も、ご自分のお部屋にいらっしゃいますかね」

　白火はぱっと身を翻ひるがえして、隼人よりも先に蒼馬の部屋に駆け込んだ。

「うわ」

「蒼馬さま!?」

「ちょっと白火さん、本当に、どうかしたんですか？」

　隼人が困こん惑わくしたように声をかけてくるが、白火はそこまで気を回すことができなかった。

　部屋の主がいないことを知りつつも、つい名を呼んでしまう。部屋の中に残り香ががいっぱいに残されているからかもしれない。

　使い込んだ筆や硯すずりなども文ふ机づくえと一いつ緒しよに部屋の隅すみに寄せられていて、部屋の中はがらんと広い。きちんと畳たたんで、立て屛びよう風ぶで隠かくしてあるあの褥しとねで眠ねむったのは、いつのことだっただろうか。

　たった数刻前のことなのに、ひどく昔のことのような。

「あれは……」

　丸窓の桟さんのところになにかが置いてあるのを見つけ、息を吞のむ。

「舞まい扇おうぎ……？　なんで、こんなところに」

　こんなところに置いてあっては陽ひに焼けてしまう。埃ほこりがついてしまう。

　白火はそっと指を伸のばして、舞扇の要かなめに触ふれた。

　触れた瞬しゆん間かん、びくっと指先が震える。

　間ま違ちがいない。蒼馬の舞扇だ。蒼馬が特注して作らせたという、愛用の藍あい染ぞめの大きな舞扇だ。それが、部屋を見み渡わたすように桟のところに無造作に置いてあった。

　舞まい人が舞扇を置き去りにする意味なんて、ひとつしかない。

　──舞いを、捨てた……？

　たまらなくなって、舞扇を手に取る。

　ほのかに蒼馬の香かおりが染しみついている扇を見つめて、つぶやく。

「お前も、捨てられたのか…………？」

　今となっては、これがたったひとつ残された形見だ。

　これをここに残していった蒼馬の気持ちが、白火には痛いほどよくわかった。

「白火さん、一体何事で」

　隼人が、同じく蒼馬の舞扇に目を留めて表情を凍こおりつかせる。

「これ、は……」

「──蒼馬さまは、もう……帰ってこないです」

　白火はようやくその言葉だけを振り絞る。

　これは決別の証あかしだ。

　理由はわからない。けれどこれが白火にとってのすべてだった。

「蒼馬さま、なんで…………？」

　置き文を残されるよりも面と向かって罵ば倒とうされるよりも、これは効いた。

　蒼馬は白火のことだけではなく、舞いさえも捨ててしまった。人が変わってしまったとしか思えない。

　蒼馬は京でも屈くつ指しの舞い手で、役者なら誰だれもがその才能に憧あこがれる。白火もずっと憧れていた。

　日輪座で旅回りをしていたころから、蒼馬の噂うわさはよく聞いていた。京にはとても華か麗れいに舞う青年がいて、扇を一振りするだけでも神々の舞いを観みているような気分になる、と。

　そんなすごい青年に会ってみたい、その舞いを観てみたいと、ずっと焦こがれていた。

　その蒼馬が舞扇を置いた。

　母、颯さつ佐さとの凝しこりがまだ拭いきれず、置いて行かれることがなにより苦手な白火を置き去りにして。

「蒼馬さま、なんで……っ!?　どうして……!?」

　初めて抱いだいた想おもいさえも根こそぎ奪うばい去られるようで、白火はぎゅっと身を縮める。心が傷つきすぎて、手足から細かく震えていく。

「ちょっと落ち着いてください、どういうことなんですか。なにか事情をご存知なんですか!?」

　隼人の悲鳴のような声も、もう聞こえない。

　蒼馬の舞扇を胸に抱き締めて、白火はうずくまった。

　蒼馬はもう戻もどって来ない。それだけわかれば充じゆう分ぶんだったし、それ以上のなにかを受け入れる心の余地もない。

　衝しよう撃げきが大きすぎて、泣くことさえできなかった。










　簡素な旅支じ度たくの青年がひとり夜の中を歩いていく姿は、傍はたから見ると妖あやかしかなにかのように異様だった。こんな夜にはきっと、誰もが出歩くのをためらう。それほど闇やみが濃こい。月が隠れているせいだ。

　周辺に木々が増えて、山が近いことを空気が教えてくれている。

　人気はなく、京は少し遠い。

　どこへ行くというあてはなかったけれども、足は自然と、幼いころを過ごした場所を目指しているようだった。

　彼が子供のころを過ごした家がまだあるのか、彼自身知らない。

　灯あかりどころか人気もない細道を、灯りのひとつも持たず。

　顔立ちも体つきも非常に整っている分、若木の精せい霊れいが青年に姿を変えて、夜を支配しているようにさえ見える。

　とにかく京の外へ。自分のことを、誰も知らない場所へ。

　ほぼ不ふ眠みん不ふ休きゆうで先を急ぐ。

「やーっと見つけた！　歩くの速いねえ。捜さがすのにちょっと手間取っちゃったよ」

「……っ！」

　脳天気なほど明るい声を不意打ちでかけられて、青年の研とぎ澄すまされた神経が反射を返す。

　帯に差していた懐かい剣けんを一いつ瞬しゆんにして鞘さや走ばしらせ、相手の首目がけて突つきつける。少年が、鋼の籠こ手てでそれを受け止める。

　金属同士がぶつかって、暗闇の中に小さな火花が散るのが見えた。

「……カイ、か？」

　夜の闇の中で生きる忍しのびの少年は、この程度のことでは微み塵じんも動どう揺ようしない。猫ねこのような瞳ひとみが、かえって生き生きと煌きらめく。カイはおもしろいことと、楽しいこと、刺し激げきになることはいつでも大だい歓かん迎げいだ。

「いきなり斬きりつけてくるなんてご挨あい拶さつだなあ、若わか太た夫ゆうさん。うっかり応戦しちゃうところだったじゃん。遊んでくれる暇ひまがあるならそれでもいいけどさ。今は目立ちたくないでしょ？」

　ほぼ慣性だけで動いていた蒼馬が、少しの逡しゆん巡じゆんののちに腕を下ろした。

「──悪い」

　カイのことは知っている。顔を合わせたことは数えるほどだが、印象が強きよう烈れつすぎて忘れられるはずもない。

　帯たて刀わきの影かげ。

「いきなりだったんで、身体からだが動いた」

「気にしなくていいよ。それより、今度手合わせしようよ。一度やりあってみたかったんだよね、俺。小刀得意なんでしょ？」

「なんでお前がここにいる？」

　朗ほがらかな口調に合わせる気になれずそっけなく聞き返しても、カイは気分を害したりはしなかった。

「用事があるんだってさ」

　誰が、とは言わず、カイは悪戯いたずらっぽく人差し指を唇くちびるにあてがってみせる。曖あい昧まいな軽口に見せかけて、カイがさりげなく辺りに気を配り、相当に神経を張っていることに気づく。

　忍びの長たる少年が警けい戒かいするほどの、なにか。

　忍びの少年。

　この国の裏に潜ひそむ、あらゆる影の元もと締じめ。そしてカイは、とある契けい約やくにより帯刀の意思で動く。

　氷ひ見みの懐ふところ刀がたなたる、あの皇子の。

　──皇子あいつが出てくるということは。

「俺には用はない。急いでいるんだ」

　すげなく答えるが、その程度で諦あきらめるような相手ではない。

「それだけで済まされると困るんだよね俺が」

　ほんの一瞬の隙すきを突いて、カイの剣けん吞のんな双そう眸ぼうがぎらりと光る。同じ色に光る刀が、蒼馬の首筋にぴたりとあてがわれていた。

「若太夫さんの意見なんて聞いてない。俺は俺の仕事をするだけなんだ」

　刃を押し当てられた場所に、熱い痛みとともに一筋の血が流れる。容よう赦しやのないしぐさだった。

「来てもらうよ」
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　蒼馬がぷっつりと姿を消して騒さわぎになったのも束つかの間、今度は宮中から帝みかどの命令を伝える御お遣つかい役だという貴族たちが訪おとずれて、柚木座は一時大混乱した。

　太夫である有う楽らくが浮うき足立つ座員たちをまとめ、次から次へとこまかな指示を出していく。

　弟で子しであり息子むすこのようでもある蒼馬にすべてを譲ゆずり、引退を表明して不在だった時期もあるのだが、色々あって柚木座に戻ってきている。

　帝の御遣い役が能楽一座をわざわざ訪れるなどというのは異例のことだ。

　白火は体調が優すぐれないと部屋に閉じこもっていたのだが、接見の席には同席せざるを得なかった。天覧能で主シ役テを演じている以上、白火は柚木座の看板のひとつだ。

　氷見の名代を賜った貴族たちは三人で、そのうちのふたりはまだ若いと言ってもいい年ねん齢れいだった。少なくとも有楽にとってはそうだ。ひとりだけ壮そう年ねんの男がいて、だが身分は青年貴族たちよりは下のようだ。少し控ひかえめな態度を取っている。

　御遣い役を丁てい重ちように迎むかえ入れ、客間の上座に席を作って案内する。迎える白火と有楽はあえて茣ご蓙ざを使わず、下座の床ゆかにじかに膝ひざを揃そろえて座る。

　ただでさえ貴族と芸人という絶対的な身分差がある上に、今の彼らは帝の命令を伝える御遣い役である。この国をまとめる帝である氷見に対するのと同じように、最大級の敬意を払はらわなくてはならない。

　座員たちは他ほかの部屋で静かに待機している。高貴な御遣い役が何故なぜ柚木座を訪れたのかわからない。

　こんなときいつもなら蒼馬が応対に出るのだけれど、その蒼馬が行方ゆくえ知れずのままだ。

「用件を伝える」

　書状を恭うやうやしく捧ささげ持ち口上を告げるのは真ん中に座った青年で、左右の貴族たちが氷見の書状に敬意を表して頭を垂れる。白火たちも慌あわてて額を床に擦こすりつけた。

　本来ならば帝は現あら人ひと神がみであり、白火たち一いつ般ぱんの芸人ごときは尊顔を拝むことさえ許されないほどの身分の開きがある。

　現人神である氷見が、ちょこちょこお忍びをして歩いているのは秘密の話だ。天覧能の前は、様子を見に柚木座までわざわざ出向いてきたことさえある。

「は。謹つつしんで承うけたまわります」

　ぱら、と書状が開かれ、口上役の青年のどこか気取った声が響ひびく。帝の名代を務めることで、彼らも緊きん張ちようしているようだ。

「本日をもって柚木座若太夫蒼馬の身分を剝はく奪だつし、京からの追放処分と致いたす」

「え……？」

「蒼馬を、ですか……？」

　あまりに思いがけないことを言われ、白火は思わず顔を上げてしまう。有楽も同じだった。廊ろう下かの近くに控えていた祐たすくも表情を強こわばらせている。

「蒼馬なる者を速すみやかに引き渡わたすように。これは、帝のご命令であらせられる」

「いかような嫌けん疑ぎでございます!?　理由もないのに追放処分など、納なつ得とくできませぬ！」

　有楽の剣けん幕まくに、御遣い役は意外にも無礼なと声を荒あらげることなく、むしろ哀あわれむような眼まな差ざしを向けた。

「やはり知らなかったのだな。さもありなん。人の情けすらそうやって踏ふみにじる……まことに、あやつらは……」

「どういう意味でございましょうか」

　白火たちには、この唐とう突とつな沙さ汰たの意味がわからない。

　だが、若太夫という身分を奪うばい、京を追うということは、帝に逆らいでもしたのかと思えるほどの過か酷こくな処分だ。裏では蒼馬は帝である氷見と行き来もあり、表向きも、つい先日の天覧能を成功させ、褒ほう美びを賜たまわった。追放される理由などない。

　これがもし冗じよう談だんだったら、直接ひょいと氷見が柚木座にやってきて、白火たちの反応を見て散々遊んだ挙げ句に、満足して帰るだろう。

　──でもこうして御遣い役まで差し向けて文書にしてきたということは、氷見さまは本気だ。

　そう思うのに、白火はすぐには反応できない。衝しよう撃げきの大きな出来事が続き、心が麻ま痺ひする。

　頭が重おも怠だるくぼんやりして、霞かすみがかっているような。

　──なん、で……？

　蒼馬が。

　京を追われなくてはいけないというのか。

　蒼馬はもうここにはいないのに。

「蒼馬は柚木座の若わか太た夫ゆう、私の息子も同然の者でございます。理由を、ぜひともお聞かせ願います……！」

「失礼致します、御遣い役どの」

「検け非び違い使し隊長か」

　きびきびとした身のこなしの検非違使隊長が、外から廊下に回る。

　御遣い役の率いてきていた検非違使たちが、すでに柚木座の中を隈くまなく検分して回っていたようだ。柚木座の座員たちはざわめきながらも、それをおとなしく受け入れるしかない。抵てい抗こうする権限などない。どんなに理り不ふ尽じんだと思っても、ただ従うのみだ。

　座員たちが逆らわないからか、検非違使たちは、思ったより丁重な態度を取っている。

　検非違使隊長が廊下から中へは入って来ずに、片膝をついて畏かしこまった。御遣い役たちに向かって簡潔に報告する。

「姿が見えません。座の者に確かめたところ、昨日から姿が見えないと」

「なに？　有楽太夫。それは真まことか？」

「──はい。なにも言わず、唐突に……」

　まるで神かみ隠かくしにでも遭あったかのように、忽こつ然ぜんと姿を消してしまったのだ。白火がひどく取り乱していたので、何らかの事情を知っているとは思うのだが、白火はなにも言わない。青ざめてろくに口も開かず、有楽が尋たずねても要領を得ないままだった。

「早々に逃にげ出したのかもしれんな。関所には通達を出しておくように。どこに逃げていようとも捕つかまえて、正式に処分しなくてはならん」

　蒼馬はもうここにいないだろうと、御遣い役たちはあらかじめ予測していたようだ。不思議なほどに落ち着き払っている。

「蒼馬が、追放処分とは……」

　口上さえ済ませてしまえばもう用はないとばかりに立ち上がった青年が、憐れん憫びんを含ふくんだ目で有楽を見下ろした。いつも豪ごう快かいな有楽も、さすがにすっかり血の気を引かせている。

「あの者のことは忘れよ。それがそなたらのためだ。しばらくの間この屋や敷しきの周辺に検非違使を置く。異論は認めん」

　それ以上はなにも言わず、貴族たちはさっさと退出していく。

「……う」

　小さな呻うめき声を上げて、見送りに立とうとした有楽の身体からだがぐらりと傾かしいだ。

　隣となりにいた白火が、はっとしてその身体を両りよう腕うでで抱だき留める。琥こ珀はくの双眸に驚おどろきが満ちて、意思が戻もどる。

「有楽太夫!?」

　脂あぶら汗あせを滲にじませた有楽の双そう眸ぼうがきつく閉じられている。

　有楽の手が胸の辺りを苦しげに押さえていることに気づき、白火は鋭するどく叫さけんだ。

「誰だれか、薬くす師しさまを！　早く！」
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「──う……」

　薄うす暗ぐらい中、有楽の瞼まぶたがゆっくりと持ち上げられた。

「お目覚めですか？」

　白火がそっと問いかけると、乾かわいた唇くちびるがわずかに震ふるえる。

「お加減はいかがですか？　どこか苦しいところが？」

「いや……大だい丈じよう夫ぶだ。俺は一体……」

　手しゆ巾きんを絞しぼって顔の汗を拭ぬぐってやりながら、ずっと付き添そっていた白火が答える。

「太夫は丸二日眠ねむっていらっしゃいました。心の臓が弱っていらっしゃったようで、軽めの発ほつ作さを起こされたそうですよ。……発見が早くて良かったと、薬師さまが」

　発見が早かったから、対応も早かった。すぐに褥しとねに寝ねかせて適切な処置を取り、命にも別状はなくて済んだのは不幸中の幸いだ。

　白火は、心底ほっとして微笑ほほえみかけた。

「今後はお酒を減らして、薬湯を定期的に飲むようにするといいそうです。あと少ししたら、薬師さまが診しん察さつにいらっしゃる刻限です」

　白火がゆっくりと湯吞みを傾かたむけて白さ湯ゆを含ませるが、飲み込めるのは少しずつだ。いきなりたくさん飲んでは胃の腑ふが驚く。今は身体のどこにも負担をかけさせてはいけない。

　まったくといっていいほど身体に力が入らないから、有楽は横たわったまま、もの言いたげに唇を動かす。手足も重くて、これが本当に自分の身体かと思うと情けなくなる。

「はい？　何でしょうか？」

　白火が背を屈かがめて、有楽の唇に耳を寄せる。

「……蒼馬は、帰ってきたか？」

　その問いかけには、力なく首を振ふることでしか答えられない。

「そうか……」

　有楽も目を瞑つぶり、吐と息いきを吐はき出す。

「……親子ともども、すまん、な」

　──揃そろって迷めい惑わくをかけてしまって。

　有楽が、苦り切ったように苦く笑しようしていた。

　からからに乾いた喉のどから絞り出された声が信じられないほど弱々しくて、白火は反射的に有楽の手を握にぎっていた。

「──大丈夫です」

　大おお柄がらで年ねん齢れいより若く見える人なのに、摑つかんだ指はちょっと驚くほど力ない。前々から持病があると聞いてはいたけれど、実際に寝こんでいる姿を見たのは初めてだ。座員たちも同様で、代わる代わるやってきては有楽の病びよう床しように詰つめている。

　あれから、宮中からも何の音おと沙さ汰たもなく、柚木座は表向き通常の生活を続けている。だが帝みかどの御お遣つかい役が訪おとずれたことは隠かくせることではなかったし、蒼馬の不在もそろそろ周囲が気づき始める頃ころ合あいだ。そして有楽も臥ふせっている。

　いつも活気に溢あふれる屋敷が、有楽を気き遣づかっていることもあって、息を詰めているように静かだ。ぴりぴりと張り詰めて居い心地ごこちの悪い、警けい戒かいした空気が広がっている。蒼馬からも連れん絡らくはなく、検非違使が常じよう駐ちゆうしていて、日に二度ほど、屋敷内をつぶさに検分していく。

「動けるようになるまで、あと何日だ……？」

　有楽が心苦しそうに呻く。太夫として、一座のこの状じよう況きように、居ても立ってもいられないのだろう。だがその負ふ荷かが今は毒だ。

　ゆっくり養生しなくては命を縮めることになる。白火たちは薬師からそう言い含められている。

　──オレが、しっかりしなくては。

　有楽にこれ以上の心労をかけないためにも、白火がしっかりしなくてはならない。いつまでも白火が悲しんでいては、有楽も心配してしまうだろう。

「失礼します。あ、太夫……お目覚めでしたか！　良かったぁ……」

　隼人が入ってきて、有楽の様子にほっと安心したように笑えみを浮うかべる。

「薬師どのがお見えになりました。白火さんも、一息入れてください。俺が代わりますから」

　少し疲ひ労ろうの滲んだ顔をしている隼人に勧すすめられて、白火は一度下がることにした。どのみち診察が始まるので、白火は同席できない。

　病人の身体に障さわらないよう蔀しとみ戸ども障子も閉め切ってあったので有楽の部屋は薄暗かったが、外に一歩出るだけで春のうららかな陽気が襲おそってくる。あまりにのどかすぎて目眩めまいがする。

　暖かな陽ひ射ざしが全身に降り注いでいるのに、身体の芯しんが冷えている。

　足早に母おも屋やの玄げん関かんを抜ぬけ、門前まで出る。

　風も暖かく、なにかの花の匂においがする。

　門は施せ錠じようしていないものの、門の左右には厳いかめしい顔つきをした検け非び違い使しが立っている。これも、御遣い役が訪れて以来見られるようになった光景だ。いつもの日常のようでいて、まったく異なった非日常が繰くり返されている。柚木座に出入りする者は、ここで検非違使の検分を受けなくてはならない。

　検非違使の強い視線を避さけるように首を回し、門の内側で掃はき掃そう除じをしていた座員に声をかける。

「お疲つかれさまです。太た夫ゆうが目を覚まされました」

「良かった……これで一安心ですね」

「本当に。……それで、あの、どこかから文ふみは……来なかったでしょうか？」

「来ていないですねえ……もし来たら、すぐに届けますよ」

　白火は、暇ひまさえあれば何度も門前で、文が来るのを待っている。座員たちもその姿を何度も見かけているから心配そうだ。

「そうですか……ありがとうございました。よろしくお願いします」

　白火が待っているのは蒼馬からの文だと、皆みな思っているのかもしれない。だが白火が待っているのは、氷見からの文だ。

　御遣い役が訪れたその日のうちに、白火は氷見宛あてに文を認したためていた。処分を決定した張本人が事情には一番詳くわしい。問い合わせの形式を取ったその文の返事を、白火はずっと待っている。

　一日待って、有楽の看病をしながら二日が経たって。

　いつもならなにかと反応の早い氷見の、この音沙汰のなさが不安だった。

　いったい何が起こっているというのか。何故なぜ蒼馬が京を追放されなくてはいけないのか。

　あの別れとこれは、関係があるのだろうか。

「もしかして」

　白火はぱっと閃ひらめいた。

　蒼馬が、自分が追放されることをあらかじめ知っていて。

「その前に、姿を隠した……？」

　わざと、白火に愛あい想そ尽づかしをして。

　そう考えることは、不自然だろうか。

　蒼馬が柚木座の若太夫として捕つかまれば、柚木座にとっても大打だ撃げきになる。評判はどうしたって落ちるだろうし、京の噂うわさ話ばなしは広まるのが速い。

　けれど蒼馬がいなければ、身み柄がらを拘こう束そくすることはできない。逃にげ切れば、柚木座に罪が及およぶことはない。もっとうまく行けば、蒼馬がいないのならそれ以上公にならずに、秘ひ密みつ裏りのうちに処理されて、柚木座には目こぼしがあるかもしれない。

　蒼馬はそう期待を繫つないだのかもしれない。

「──そう、なのかもしれない」

　そう考えれば辻つじ褄つまが合う。

　蒼馬のことだ。柚木座のため、白火のためを考えての行動なら、あの突つき放し方も納なつ得とくできる気がする。

　白火も永えい観かん座ざの井澄に追い詰められ、舞まいのために恋こいを棄すてようとした。あのときの、選びようもないものを選ばなければならないつらさを、白火はよく知っている。

　蒼馬が何に代えても守りたいものは、柚木座だろう。

　父親のような存在の有楽が束ねる、蒼馬が舞い人として育った一座。柚木座のためになら、蒼馬は自分の身が危険に晒さらされることも厭いといはしないだろう。

　そういう、人なのだ。

　守りたいものは何がなんでも守り抜く。そんな信念の強い蒼馬に、白火は惹ひかれたのだ。あの潔いさぎよい強さは、白火にはないものだったから。

　ぐ、と白火は唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　蒼馬がいない。
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　それならば。

　今こそ、白火が底力を見せるべきときだろう。柚木座にも蒼馬にも、白火は返しきれないほどの恩を感じている。

「オレが……守ります」

　柚木座は、蒼馬にとって魂たましいの宿る場所だ。

「守って、みせます」

　柚木座を。

　たったひとつ残された蒼馬の舞まい扇おうぎ。

　それをお守りのように大切そうに抱だき締め、白火は青い舞扇の先せん端たんに、そっと口づけた。
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　有楽の部屋に集まり、柚木座の座員たちが額を突き合わせる。

　まだ本調子どころか少し頭を上げていられる程度にしか回復していない有楽は抜きで話し合いたかったのだが、有楽本人がどうしても同席させろと譲ゆずらなかったので、有楽を横にさせたまま話し合いが行われている。

　有楽を外せば這はってでも参加してきそうな勢いに、座員たちが根負けしたのだ。隼人は、この人は本当に心臓が弱っているのだろうかと首を捻ひねる。

「……それにしても参りましたね。弱り目に祟たたり目と言いますか……」

「断る、という手もあるのですが……」

　男性陣じんが呻うめいているのは、差し当たって明後日あさつてに迫せまった奉ほう納のう舞まいについてだ。毎年春の終わりに柚木座が奉納舞いをしている寺社があって、興行というほどの規模でもなく、御み堂どうの一角を借り受けてのささやかな舞いを披ひ露ろうすることになっている。

　実力派の舞い人たちがそれぞれ得意な舞いを披露したり役の取り替かえをしたりしておもしろいので、それを楽しみにしている観衆も多い。奉納舞いの日取りに合わせて境けい内だいでも酒や汁しる物ものなどが振ふる舞まわれ、ちょっとしたお祭りのようになる。

　もちろん今年もそのつもりだったが蒼馬のいざこざがあって、すっかりそのことを忘れていたのだ。相手方の寺社のほうから詳しよう細さいを確かく認にんする文が届いて、ようやく気づいた始末だ。

「奉納舞いの日取りは明後日。断るにも急すぎて、段取りも進んでしまっているでしょうし」

　毎年の恒こう例れい行事なので、おおまかな用意はもう済んでいる。

　座員の反対を押し切って褥しとねの上に上半身を起こしながら、有楽も難しい顔をしている。有楽はもう大だい丈じよう夫ぶだと言い張っているが、まだ当分は安静にしていてもらう。

「若太夫──いえ、蒼馬さま、の、不在を誤ご魔ま化かし続けるのも、もう無理でしょうね。検非違使なんかに張り込まれてちゃあ、目立ちますし」

　ただでさえ、芸人は人目を集める仕事だ。寄せられる好こう奇きの目からは逃のがれられない。

　蒼馬は風ふう貌ぼう実力ともに、柚木座を代表する一枚看板だ。

「若太夫──失敬、蒼馬どの抜ぬきで興行を打って、不在の理由を聞かれたら……」

　誰だれもがまだ若太夫と呼んでしまう。氷見の勅ちよく令れいに逆らう気はなくとも、柚木座の若太夫は蒼馬しか考えられないだけに、戸と惑まどいを隠かくせない。

　何の咎とがで責められているのか座員たちは知らないが、蒼馬はそれまで柚木座の象しよう徴ちようで、誇ほこりであり続けたのだ。それでも帝みかどじきじきの命令に従わなくては、今度は柚木座までもが不敬の罪に問われてしまいかねない。

「かといって、若わか太た夫ゆうが京を追放されるなど、口が裂さけても公表するわけにはいきません」

　隼人が、きっぱりと言う。

　蒼馬が京から追放されるほどの罪を犯おかしたなど、とても信じられない。きっと冤えん罪ざいだ。すぐに疑いは晴れて蒼馬は戻もどってくる。

　ほぼすべての座員たちが、そう信じている。

「有楽太夫。皆みなさま。遅おそくなりました」

　それまで用事があると言って出かけていた白火が、すっと襖ふすまを開けて姿を現した。

「お、白火。戻ったか。座れ座れ。……おや」

　白火の背後には鷹おう揚ような笑え顔がおを浮うかべた織物問屋の主もいて、寝ね間ま着き代わりの単衣ひとえ姿だった有楽は慌あわてて居住まいを正そうとする。

　白火が案内してきたのは、柚木座の長年の後こう援えん者だ。

「これはこれは。お見苦しいところをお見せしてしまって」

「良い良い、太夫。楽に。な？」

　有楽よりも年かさの老人は、かかと笑って白火の勧すすめた席に腰こしを下ろす。この老人は、今度の奉納舞いを毎年支し援えんしてくれている人物でもある。

「天下の有楽太夫が、体調を崩くずすとは珍めずらしいの。よほど強力な病やまい神がみでも取り憑ついたと見える。わははは」

　有楽が倒たおれた理由は、座の外には明かしていない。寝ねこんだという有楽を慰なぐさめようと思ってか、あごひげまで白く染まった織物問屋の主はいつもより大きな声で楽しげに言う。

「毎年恒例だから、蒼馬に任せておけば大丈夫だと思ってろくに連れん絡らくもせなんだが、こちらの桜天女が先ほどひとりで店に来ての」

「白火が？」

「蒼馬は急な用事で京を離はなれているそうではないか。毎年、趣しゆ向こうを凝こらして粋すいに舞うから楽しみにしていたんだが」

「……申し訳ないことです」

　白火がなにやら織物問屋の主と交こう渉しようしてきたらしい。

　有楽はとりあえず話を合わせることにした。座内の話し合いもちょうど堂々巡めぐりになっていたところだ。

「だが、桜天女の奉納舞いも捨てがたい。麗うるわしい女舞いで、神仏はそちらのほうが喜ばれるかもしれんて」

「まだまだ未熟ではございますが、蒼馬さまの代役、せいいっぱい務めさせていただきます」

　白火がきっちりと頭を下げる。

　白火を見ていると、可愛かわいい孫を相手にしているような気になるのだろう。老人は機き嫌げん良く笑う。

「なあに、お前さんが蒼馬と同じように舞まう必要はあるまいよ。お前さんなりに仏さまをお慰めしてくれればそれでいい」

　規模の小さな奉納舞いでも支し度たく金きんは必要だし、そのほとんどを支し払はらっているのがこの老人なのだ。

　織物問屋の主が帰るのを見送り──隼人を始め、数人が無事店まで送り届けるためについていった──、有楽は渋しぶい顔を作る。

「どういうつもりだ白火。独断が過ぎるぞ」

　有楽とて、白火が柚木座のことを考えた末の行動であることはわかっている。

　けれど。

「此こ度たびの奉納舞いはなんとかなっても、その次はどうなる。どんどん苦しくなるだけだぞ」

　ひとたび柚木座が興行を行ってしまえば、いつまでも休んでいることもできないだろう。だがいつも通りの生活に戻ると、蒼馬の不在を隠しきれなくなる。すべてを取り仕切る蒼馬は、ただでさえ目立つのだ。

　検け非び違い使しが常じよう駐ちゆうしている件も、どう説明すれば良いというのか。

　蒼馬が隠れて戻ってくるのではないか、ひそかに柚木座が匿かくまっているのではないかと、検非違使たちは厳然と見張りを固めている。そんなふうに四六時中監かん視しされていて、周囲が気づかないわけがない。

　人の口に戸は立てられない。蒼馬が勘かん気きを被こうむったらしいという噂うわさは、どんどん広まっていくだろう。

「それでも、いつまでも休んでいるわけには参りません。柚木座のためには」

「それはそうだが……」

　柚木座のために、興行を再開しなくてはならない。

「蒼馬のことはどうする」

「──公表しましょう。蒼馬さまがあらぬ疑いをかけられて、今京にはいらっしゃらない、と。すぐにではなく、いずれ、折を見て」

　白火は蒼馬にかけられた嫌けん疑ぎを信じていない。誰も、詳くわしいことはなにひとつ教えられていない。それなのに蒼馬が罪人扱あつかいされるのはいやだった。

　けれど、蒼馬自身は姿を消した。そのこと自体が、一番よく状じよう況きようを示しているように思う。

　やましいことがなければ、逃にげたりはしないだろう。

　なにかがあったのだ。蒼馬を脅おびやかす、何かが。

　時折ふっと、かき消えるような風ふ情ぜいを漂ただよわせるようになった白火を、有楽が心配そうに見つめていた。

　内側からひっそりと、侵しん食しよくされて壊こわれていく気配を感じる──それに、当の白火本人は気づいているのだろうか、と思いながら。










　近ちか頃ごろ京に流行はやるもの。

　鬼おにの夜歩き、そぞろ歩き。

　不ふ穏おんな空気が流れ始めたのは、天覧能の直後のことだった。

　酔よって道みち端ばたで眠ねむっていた男が鴨かも川がわに落とされたのを皮切りに、狼ろう藉ぜき者たちが徒党を組み、夜な夜な京を徘はい徊かいしては、付け火をしたり酒さか蔵ぐらを打ち壊したりして京を踏ふみ荒あらす。検非違使たちが警けい戒かいしていても、その隙すきを突つくようにして好き勝手に暴れ回る。

　以前京を脅かした土つち蜘ぐ蛛もは貴族の屋や敷しきばかりを狙ねらっていたので民たみに直接的な被ひ害がいはなかったが、今回は別だ。年寄りや子供、弱い人間たちばかりがその標的になっている。

　住まいに火矢を射かけられた男が半はん狂きよう乱らんになって叫さけぶ。

「鬼だ！　鬼が出た！　土蜘蛛が出たぞ──っ！」

　哄こう笑しようしながら闇やみを跋ばつ扈こするその男たちは皆、これみよがしに『土蜘蛛』の面をつけていた。
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　春の宴うたげが終わり、宮中にもいつもの賑にぎわいと忙いそがしさが戻ってきている。急ぎのもの、熟考が必要なもの、それぞれに謁えつ見けんの場で氷見が裁定を下していく。英えい邁まいで品行方正な少年帝てい──平へい坦たんではない道を辿たどって帝位に就ついた氷見は、政まつりごとに関して天才的な才能を開花させつつあった。

　もう、隠かくれて執しつ務むを行うこともない。堂々と公おおやけの場で、政を取り仕切っている。

「橋の修理の要よう請せいが来ておるではないか。雪崩なだれか……欠損した、と。ふむ……すぐに担当の者を派は遣けんし、被ひ害がい状じよう況きようを把は握あくした上で的確に修しゆう繕ぜん処置を致いたせ。ああ、詳しよう細さいが書類になっておるのだな？　よし、すぐに目を通す。しかし、橋がひとつしかないというのはいざというとき困るな。命いのち綱づなは多いほうがなにかと便利だ。もうひとつ造るか……予算という壁かべを乗り越こえねばならぬが……ううむ……」

「帝みかど。宴の収支報告の書類を先に」

　氷見にとって叔父おじに当たる重臣のひとりがずいと差し出した書類の束に、氷見は手を出しもしない。豪ごう勢せいに、きらびやかに着き飾かざったこの重臣は佐さ波なみの宮みやと呼ばれている人で、一時は次期皇位継けい承しよう者と目されていた人物である。

　謁見の間は板いた敷じきで、氷見の座所だけが一段高く設しつらえられ御み簾すで覆おおわれているのだが、仕事のときは不便だからと、御簾をすべて巻き上げさせている。

　品行方正かつ理想通り──政に介かい入にゆうせず、お飾りの存在であること──の帝を演じるために多大な猫ねこを被っていた時期もあったのだが、その猫も最近化け猫に成長を遂とげた。そろそろ氷見自身、一人前の大人だと堂々と名乗れる年ねん齢れいに差しかかってきたためだ。子供は、子供だというだけで軽かろんじた扱いを受ける。

　特に、施し政せいの場では。

「会計はあとでもよろしかろう、叔父上。橋は民たみ草くさの生活基き盤ばんだ。こちらを優先したい。あとで決裁して届けさせよう」

　ぴき。

　普ふ段だんから氷見となにかと折り合いの悪い佐波宮の額に青筋が浮うかぶ。氷見の父親ほどの年ねん輩ぱいのこの宮は、軽んじられる扱いに慣れていない。年かさということもあり、本来ならば氷見より帝位に近い位置にいたのだが、いざというときに先帝の怒いかりを買い、謹きん慎しん処分を受けていたため、帝位を逃のがしてしまったという経緯いきさつは公然の秘密だ。

　本人はそれを陰いん謀ぼうだと言い張り、今も継承権を主張して憚はばからない。政の基き礎そを固めつつある氷見としっくり来ないのは、当然と言えば当然のことだ。

　氷見の専制を快く思っていない一部の貴族たちが佐波宮の近辺を固めていて、それも厄やつ介かいだった。

「我が甥おいどのは、私が完かん璧ぺきに取りまとめたこの美しい数字が並ぶ書類が、たかが橋ごときに劣おとるつまらないものだとでもお思いか？」

　──始まった。

　宮中人たちが目配せし合い、こっそりとため息をつく。こうなると長い。

　佐波宮の売った喧けん嘩かを、にっこりと笑った氷見が受けて立つ。

「たかが橋ごときとは、我が叔父ながら聞き捨てにはできぬ。どうぞ撤てつ回かいを」

「断る。滞とどこおりのない美しい経済状態を保つことは重要だ。どこぞの鄙ひなのぼろ橋などに費ついやす金子はない」

「政音おん痴ちはこれだから困る。書類より生活基盤が先であろうが」

「今きん上じよう帝ていは、書類の重要性をわかっておられぬようだ」

　一度折れた氷見が渋しぶ々しぶと書類に目だけを通し、指先でぴっと弾はじいて佐波宮のもとへ戻もどす。

「叔父上。美しい数字は結構ですが、かなり吹ふっかけられています。いくら慈じ悲ひ深かろうとも、言われた通りの値で買うのはやめていただきたい。国庫の無む駄だ遣づかいですよ」

　ぴりぴりと冷たいなにかが飛び交かう、これが宮中の日常だ。

　商人たちに吹っかけられていたことなど知らなかった佐波宮がぐっと詰つまり、いつもならここで一時休戦となるのだが、今日は様子が違ちがった。佐波宮が無む理り矢や理り青筋を引っ込め、努めて和なごやかに切り出す。

「話は変わるが、帝はご存知であらせられるのかな。最近京で流行っている歌があるそうだが」

「おや。民草と関かかわることをお厭いといになる叔父上が流行歌とはお珍めずらしい」

「近頃京に流行るもの、鬼の夜歩き、そぞろ歩き──とか」

「……っ！」

　氷見が狼ろう狽ばいしているのを、佐波宮は初めて見た。宮中人たちも、不ふ吉きつな言葉にざわりとどよめく。

「鬼」

「鬼ですと」

「秋に鬼の頭領を処しよ刑けいしたばかりではありませんか」

　鬼、という言葉に宮中は民以上に敏びん感かんだ。

　鬼とは土蜘蛛のことを指す。土蜘蛛という言葉は、口にするだけでもおぞましい。宮中では忌いみ言葉だ。

　未いまだ帝にまつろわぬ者たちの集まりであり、山さん賊ぞく、海賊でもある者たちの総そう称しよう。頭領である朱しゆ鬼ぎを処刑してもなおあの一族を収めきれずにいることは、氷見にとって大きな弱点となっていた。

「天覧能を取り仕切った、柚木座、と言いましたかな。あの一座は」

　わざとらしく丁てい寧ねいな口調を装い、佐波宮が得意そうに言を継つぐ。話題を変えたように見えて、その裏はすべて繫つながっている。宮中人たちすべての視線を集めさせて、佐波宮はひどく満足げだ。

「よもやまさか、あの者が若わか太た夫ゆうと偽いつわって宮中に入り込んでいたなどとは──」

「叔父上っ！」

　今度こそ、氷見が顔色を変える。

「あの者が、土蜘蛛の一味だとでも……っ？」

　鬼が現れるのは、国家が転てん覆ぷくするときだと古くから伝わっている。

　──今度という今度こそ、奪うばわれし帝位を返してもらおう……！

　佐波宮はゆっくりと、勝利を確信した笑えみを浮かべた。
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「番組次し第だいはこれか。演目は、『小こ鍛か冶じ』に『恋こいの重おも荷に』……。隼人兄はどっちに出るのかな。ええと、役者の名前が書いてある紙とかはないのか」

　ひとりの青年が、うろうろと慣れない様子で御み堂どうのそばをうろつき、辺りを見回して肩かたを竦すくめた。

「こんなんで大だい丈じよう夫ぶなんかよ、この一座」

　賑わうべき境けい内だいが閑かん散さんとしていて、とても柚木座の興行が予定されているとは思えない。御お寺てらの隅すみにある四角い御堂に舞ぶ台たいの設えだけはしてあるが、御寺の関係者さえいないようで、客席は空っぽだった。

『小鍛冶』は帝の勅ちよく命めいを受けた鍛冶かじ職人のもとへ、稲荷いなり明神の遣つかいである霊れい狐こが現れ、ともに名めい剣けんを鍛きたえ上げるさまが軽けい妙みような筋書きだ。

　対して『恋重荷』は、高貴な女によう御ごに恋をした老人の切ない物思いと悔くやしさ、そしてすべてを包みこんで許す愛が主題である。

　梅桃もも桜、冬の寒さをじっと耐たえ抜ぬいた木々や花々が芽め吹ぶいて、緑がもっとも生命力を増す季節。

　だが今年は様相が違う。

　いつもは人出がたくさんで賑にぎやかな奉ほう納のう舞まいなのに、今年は異様に客入りが少ない。特に子供や女性の姿はほとんどなく、境内にいるのは振ふる舞まい酒目当ての男たちばかりのようだ。遠巻きにひそひそと囁ささやき交かわし、なにかに怯おびえているようにも見える。

　呆あつ気けに取られて境内の様子を幕の中から窺うかがっていた白火も、これには動どう揺ようを隠かくせなかった。

「……どういうことなんでしょうね。いつもなら、宣伝を打たなくても客席は満席になるんですけど」

　面めん食くらったように隼人がそばで言うが、答えることもできない。

　閑散として、寂さびしい雰ふん囲い気きだった。

　客席に座る者はなく、番組次第は数人がちらりと見に来るものの、皆みな、そそくさとその場を離はなれていってしまう。

　幕を開けようとしていた柚木座も、この状じよう況きようにはたじろいで、幕開けをしばらく待っているほどだ。

「おい、柚木座。若太夫は出るのか？」

　不ふ審しんそうに歩み寄ってきた高こう齢れいの男に聞かれ、客席で案内を受け持つ見習いの子供が答える。

「蒼馬さまは今お留守です」

「──やはりな。おい」

　男が連れの男たちに声をかけ、頷うなずき交わして、ぞろぞろと引き上げていく。

　こんなことは初めてだ。

「どうしたっていうんだ……？」

　蒼馬が姿を消して以来放心していたり有楽が倒たおれたり奉納舞いの準備に追われていたりしたので、いつも以上に柚木座そのものが世情に疎うとくなっている。

　いつも穏おだやかに歓かん迎げいしてくれる寺社の関係者たちも、どこか引き攣つったような顔をしていたことを思い出す。その誰だれもが、客席には来ていない。

「様子がおかしいというより、悪意みたいなものを感じますよね。ほら、あそこなんて特に」

　隼人が境内の入り口を示す。そこには数人の男たちが固まって、なにやら険しい顔つきをしながら何かを相談しているようだった。

　こういう雰囲気は、言葉が聞こえなくても伝わるのが不思議なものだ。

「あ」

「隼人さん？」

「ちょっと失礼します」

　白火のそばにいた隼人が、さっと裏口から客席に回る。

「竜たつ見み！　竜見じゃないか」

「あ、隼人兄」

　しきりと気になるように番組次第の表の辺りをうろうろしていた青年に、隼人が嬉うれしそうに声をかける。

　今日は面もかけないし、座員が全員、抑えた色合いの衣ころもと袴はかまで装束を揃そろえている。役者が主役の催もよおしではないからだ。

　羽は織おり袴はかまで役者の正装をしている隼人と沈んだ色の着流し姿の竜見は、目の辺りや口もとがよく似ていた。一目で血けつ縁えん者だとわかる。

「久しぶりだなあ」

「まあな。商売のついでに京に寄ったんだ。会えて良かった」

　隼人の弟である竜見は、行商を職にしている。京には買いつけのとき以外ほとんど寄りつかないので、顔を合わせる機会は貴重だ。

「わざわざ観みに来てくれたのか？　元気にしてたか？」

　隼人の家は大所帯だ。両親に健在の祖父母、それに隼人を含ふくめた五人の兄弟である。それも、見事に男ばかり。

「ああ。俺は問題ない。だけどな、隼人兄」

　隼人の袖そでをぐっと摑つかんで引き寄せ、竜見が至し極ごく真ま面じ目めな顔つきで言う。

「──ここだけの話、大丈夫なのか？　隼人兄」

「へ？　何が？」

　世情に疎いのは隼人も同じだ。

　竜見が、苛いら立だったように声をひそめ、早口になる。

「何が、じゃないだろう。とぼけなくたっていい。久しぶりに京に帰ってきてみれば、夜ごと鬼おにが出るとか変な噂うわさばっかりで、おちおち外出もできないって言うじゃないか。俺も驚おどろいたよ。隼人兄さえ良ければ、俺と一いつ緒しよに行商やるか？　そのほうが母さんたちもきっと安心するぞ」

「竜見？」

「そりゃあ、隼人兄は昔っから役者になりたいって言っていたし、未練もあるのかもしれないが。こんなになってまで我が慢まんしていることはないだろう？　な？　このままじゃ商売あがったりだぞ」

「ちょーっと待て待て待て待て待て竜見」

　隼人が、竜見の肩をがしっと摑む。

「何を言っている？　どういうことだ？」

　竜見も首を傾かしげる。

「え？　だって、ここの若わか太た夫ゆうが鬼に取り憑つかれて、帝みかどに楯たて突ついたんだろ？　だから幽ゆう閉へいされてるんだろ？　もっぱらの噂になってるぞ？」

　夜な夜な鬼が現れて人を脅おどかしたり鴨川へ突つき落としたり、さまざまな奇き行こうを働いているから、人々は恐おそれて外出を控ひかえるようにさえなってしまった。

「だから今日だって客がこんなに少ないんじゃないか」

　竜見の話に顔色を変えた隼人は、いつもの穏やかな態度をかなぐり捨てて弟の手首を摑んだ。

「竜見てめえ、ちょっと裏まで来い！」

「隼人兄隼人兄、裏の顔が出てんぞ！」

「やかましい！」










　竜見を裏に連れ込み、隼人が詳くわしい話を聞く暇ひまもなかった。

　竜見が幕裏に引っ張って行かれたのを境けい内だいにいた男たちが見ていて、完かん璧ぺきに誤解したのだ。

「男がひとり連れて行かれたぞ！」

「馬ば鹿かだなそいつ。なんで今いま頃ごろ柚木座に近づくんだよ。喰くってくれって言っているようなものじゃないか」

「瓦かわら版ばんの記者とかじゃないか？」

「やばいんじゃないのか？　おい、そこらにいるやつら全員集めて来い！」

　一気に境内が騒そう然ぜんとなって、遠巻きにしていた男たちがどかどかと雪崩なだれ込む。

「柚木座は帰れよ！　蒼馬が鬼に取り憑かれたんだろう、隠したってわかっているんだぞ！」

　この周辺の住民たちは毎年この興行を楽しみにしていたが、今年は別だ。蒼馬が鬼に取り憑かれたというのなら、人の血を啜すすりたがっているのかもしれない。肉を欲ほつしているのかもしれない。

　柚木座も全員、鬼の命令を聞くようになっているのかもしれない。巻きこまれるのはごめんだ。

　鬼のことは詳しくは知らない。ただただ恐ろしい。

　以前もよく現れていたが、あのときは貴族の屋や敷しきばかりを襲おそっていたから完全に他人ひと事ごととして済ませることができた。

　だが、今回は違ちがう。

　年寄りや子供など、弱い者ばかりが危険な目に遭あわされているし、質たちが悪い。

「天覧能をやったばかりだろう？　なんでもあの天覧能を成功させるために、蒼馬が自分から鬼と契けい約やくを交かわしたって話を聞いたぞ」

「え？　天覧能が見事だったんで、鬼のほうから蒼馬を喰いに行ったんじゃなかったのか？」

「違う違う。俺が聞いた話では──」

　負の噂が出回るのは速いし、尾おひれがつくのはもっと速い。

　近辺の男たちが集まって、境内の中はあっという間に押すな押すなの騒さわぎになった。さすがに緊きん急きゆう事態で、白火が飛び出してきた。

「白火だ！」

「おいあれ、白火だぞ。あいつはまだ無事なんだな」

「わからないぞ。ああ見えて、鬼が皮を被かぶっているのかも知れないし」

　舞ぶ台たいに見立てた御み堂どうの一角は、数段の階きざはしを上らないと上がってこられない。

「どうしたんですか……これは一体何事ですか!?」

　客席にと誂あつらえた敷しき物ものや赤い垂れ幕はすべて踏ふみ潰つぶされ、押しのけられ。

　白火が階を駆かけ下りようとすると、階の両脇に控えていた検け非び違い使したちが押し留とどめた。ほかの座員たちも、いつのまにか現れた検非違使たちによって隅に固められている。

「さっさとこの御お寺てらから出て行け！」

「お前らも鬼の仲間か！」

「鬼……!?」

　白火がさっと青ざめる。

　その言葉は、京では禁きん忌きのはずだ。誰もが怯おびえて震ふるえ上がり、絶対に許容しない。

　そして、蒼馬の素す性じよう。

　一気に状じよう況きようが理解できた気がした。

　──だから、蒼馬さまは姿を消したのか……！

「鎮しずまれ！　境内で騒ぐなど不届き千せん万ばんである！」

　どん、と鋭するどく槍の石突きで床ゆかを叩たたく音に、並み居る男たちが皆みなびくっと肩かたを竦すくめた。

　屈くつ強きような体つきの検非違使たちは刀や槍の鍛たん錬れんを充じゆう分ぶんに受けた精せい鋭えい揃ぞろいだ。宮中を守る衛え士じとは違い、京の治安をその身に背負っている。

　取り調べや拷ごう問もんなどを請うけ負うこともあるので、京では頼たよられていると同時に恐れられている集団でもある。

「柚木座はすぐに解散させる。その方らも家路につけ！」

　認めたくはないが、検非違使たちがいるからこそ白火たちは安全を保たれているようなものだった。彼らがいなければ、民衆は御堂を踏み荒あらし、柚木座の座員たちを手当たり次し第だいに殴なぐりつけていただろう。検非違使たちの存在が皮肉にも柚木座を守っていた。

　連日連夜続く鬼の乱行が、京の人々の焦しよう燥そうと不安を高めていた。

　突とつ如じよゆくえをくらませた蒼馬は、実は鬼に取り憑かれたのだ──と。鬼に取り憑かれたため、宮中でひそかに監かん禁きんされているのだとか、京の獄ごく舎しやに誰だれか人が囚とらわれている気配があって、その囚われ人こそが蒼馬なのではないかと、噂は驚くような速さで広がっていった。

　まことしやかに囁ささやかれるその噂の出所を、誰も知らない。

　噂とはそういうものだが、必ずどこかで誰かがその元となる情報を操あやつっている。それが京という場所だ。

「解散って……！　どういうことですか……っ!?　勝手に決めてもらっては困ります！」

　今度の興行の責任者は一応最年長の祐ということにしているが、実質的に引っ張っているのは白火だ。

　検非違使隊長に喰ってかかるが、返ってきたのは冷静な答えだけだった。

「興行は中止を」

「柚木座は興行許可をちゃんと取ってあります！」

「この状況で、無事に幕を開けることができるとお思いですか」

　冷静に切り返され、白火はぐっと唇くちびるを嚙かんだ。

　境内にいる男たちは皆みな恐きよう怖ふに駆られて興奮状態だ。あと少し、あともうひとつのきっかけさえあれば暴徒と化すだろう。

　それくらい、逼ひつ迫ぱくした空気だった。

　検非違使たちは慇いん懃ぎんでいけ好かない態度を崩くずさないけれども、京の男たちに同調はしない。ただ、与あたえられた役目を全まつとうする。

　男たちを暴れさせない。その代わり、柚木座にも興行させない。

「なんで、こんな……？」

　ひとりひとりの憤いきどおりが重なって、場の空気は嵐あらしよりも凄すさまじく重かった。朱鬼の処しよ刑けいの場に立ち会ったことがあるが、それよりもまだひどい。

　皆が柚木座のことを恐れ、そしてそれ以上に拒きよ絶ぜつしている。

　──出て行け。神聖な御寺から今すぐ出て行け。

　ぎらぎらとした瞳ひとみに、顔に、そうはっきりと書いてある。

　検非違使に腕うでを押さえつけられたままそれを見た白火は、必死になって叫さけんだ。

「違う、違うんです！　蒼馬さまは……！」

　蒼馬が、どうしたというのか。

　男たちが耳を澄すませるが、白火はその先を続けることができなかった。

　──蒼馬さまの出自は、誰にも明かすことはできない。

　土つち蜘ぐ蛛もの頭領、朱鬼の従弟いとこであり、蒼馬自身土蜘蛛の血を引いていることなど、京の誰にも知られてはならない秘密だ。

　白火が詰つまったことで、男たちは一層騒ぎ始める。

「蒼馬がどうしたんだ！　言ってみろ！」

「宮中の牢ろう獄ごくに閉じ込められているんだろう、だから今日だって出てこないんだろう！」

「なんとか言え！　それか、蒼馬をここに連れて来いよ！」

　これ以上の騒ぎにするわけにはいかない。

　白火たちが諦あきらめるより早く、柚木座は全員検非違使たちによって御堂から引き剝はがされるように連れ出された。

　強ごう引いんに連れ出される寸前白火は、柚木座の幟のぼりが踏み倒たおされてぼろぼろになっているのを見つけて、唇くちびるを嚙かんだ。










「まさか、こんなことになるなんて……」

　片づけをする暇ひまもなく追うようにして柚木座に戻もどされ、一同は稽けい古こ場ばに集まり、沈ちん鬱うつな表情で動どう揺ようを隠かくせなかった。

　柚木座の周辺は検非違使たちが等とう間かん隔かくに立って固め、狼ろう藉ぜきを働こうとする者が入り込むのを防ぐ役割を果たす。

　検非違使たちはまるで、柚木座を守っているかのようだった。

　──あの人たちは、本当は柚木座を見張っているはずなのに。

　誰も彼もが激しい衝しよう撃げきを受けている中、白火もやはり狼狽うろたえていた。

　──何も、できなかった。

　蒼馬の代わりに、柚木座を守っていこうと決めたばかりなのに。

　あの男たちと検非違使を前にして、白火は一言蒼馬を弁護する言葉さえ口にできなかった。

　そのことが心底情けなくて、恥はずかしかった。

　どさくさに紛まぎれて連れてきた竜見に、隼人が再度尋たずねる。

「おい竜見。てめえ、ほかになんか情報持ってんのか？　全部吐はけ、おら」

「兄貴、だから柄がら悪くなってるっつの。人前じゃ猫ねこ被かぶってるんじゃなかったのかよ」

　家族間でしか出さない地の言こと葉ば遣づかいを聞かれてしまい、隼人は少しだけばつの悪そうな顔をしたけれども、すぐに面めん倒どうになったのだろう。訂てい正せいしたりはしないし、第一今はそれどころではない。

「大体、無む茶ちや言うなよ。俺だって、何日か前に戻ってきたばかりなんだぜ？」

「若わか太た夫ゆうが鬼おにに取り憑つかれたって、そんな噂うわさ、どっから出たんだよ……！」

　隼人が頭を抱かかえこみ、皆も項うな垂だれる。有楽は今は休んでいるが、こんなざまで出戻ってきては、顔向けできない。柚木座が興行を中止させられたことなど初めてだ。観客に拒こばまれることなど、役者にとって恥はじ以外のなにものでもない。

「──次からの興行が難しくなったな」

「このままでは、だめかもしれん」

　弱音を吐くのも当然だった。

　身分や政まつりごとに翻ほん弄ろうされることなく、毅き然ぜんと舞まいを続けてきた気き概がいが柚木座の支えだ。京の男たちに糾きゆう弾だんされた事実はつらかった。

「若太夫がせめてなにか一言残していってくれれば良かったのかもしれないがなあ……」

　座員たちは、蒼馬が鬼に取り憑かれただのと言われてもすぐには信じることができない。これまで、頼りになる若太夫であり続けたのだ。

「結局、若太夫はどこに行ってしまわれたのか……」

「白火さんも知らないんですよね？」

「はい」

　別れは告げられたが、どこへ行くのかは聞いていない。

「──白火さんにさえ言わなかったんじゃあ、本当に、誰にも言わなかったんですね」

「どうする、これから」

　しばらくの間興行が打てなくても食べていくのに困りはしないが、やはりこのままでは死活問題だ。生きていくことはできても、舞ぶ台たいに上がれなければ役者は陸おかに揚あがった魚と同じだ。

「こんな目に遭あおうとは」

　座員たちが皆みな、今まで見たこともないほど悲痛そうな顔をしている。

　このままでは、柚木座が成り立たなくなってしまう。

　──こんなとき、蒼馬さまだったらどうする……？

　咄とつ嗟さに考えを巡めぐらせて、

「大だい丈じよう夫ぶです！　オレがなんとかします」

　どんよりと垂れ込めた空気を、白火が努めて力強く吹ふき飛ばした。

「今は噂がひどいけど、ちゃんと説明すれば皆さまもわかってくださいます、きっと。気を落とさず、いざというときのためにも稽けい古こを重ねて参りましょう。舞台がない分、集中できます」

「だが白火どの。実際、どうするおつもりか」

「それは──」

　後こう援えん者に金子の融ゆう通ずうを願い出るのとは訳が違ちがう。

「若太夫が鬼おに憑つきだという噂を払ふつ拭しよくしない限り、柚木座の興行は打てそうにありませんね……」

　隼人までがそう言ってため息をつき、白火ははっとした。

　鬼憑き。

　鬼に関かかわることなら。

「今から行って、直接聞いてみます……！　なにか、ご存知かもしれません」

「どなたかに心当たりでも？」

「はい」

　氷見の文ふみだけが頼たよりではない。鬼、土蜘蛛に関する話ならば、もっとも頼りになる人がいる。

「以前土蜘蛛の討とう伐ばつ隊長をなさっていらした帯刀さまなら、きっと詳くわしい情報もお持ちでしょう」

「帯刀皇子だと……？」

「そんな高貴な御お方かたに？」

「無礼だと叱しつ責せきを受けたりするようなことはあるまいな？　何せ相手は貴族だぞ」

「いや、しかし、帯刀皇子は白火どのの後援として名乗りを上げている。以前は唐から渡わたりの医師も手配してくださった方だし、大丈夫なのではないか？」

「この際、帯刀皇子が白火どのだけではなく柚木座も支し援えんしてくださればなあ……」

「おいおい、それは欲よく張ばりすぎというものだ」

　かすかな希望が見え、柚木座に活気が戻ってきた。

　ともかく帯刀に、話を聞こう。情報を集めて、柚木座が今後も興行できるように対策を練らなくては、と白火は考える。

　──蒼馬さまがどうなっているのかも、帯刀さまならご存知かもしれない。

　一いち縷るの望みに縋すがる。

「いきなりお屋や敷しきに押しかけても会っていただけるかどうかはわかりませんが、ともかく行って参ります！」










　そこは冷たくて、陽ひも射し込まない石造りの牢獄だった。

　ひっそりと静まり返っているけれども、時折見張りの気配を感じる。

　狭せまくて天てん井じようが高くて、明かり取りの小窓もはるか頭上にあり、片足には重さの負担など考えたこともないような太い鎖くさりがしっかりと嵌はめ込まれ、紅と牢獄とを繫つないでいる。紅は、混乱したように目を瞑つぶった。

「……どういうことよ」

　大江山から連れ去られて、気がついたらこの牢獄にいた。

　空気の匂においが大江山と全然違う──ここは、京なのだろうか。紅は、京にはいやな思い出しかない。

　京にいたのは幼いころに少しだけのはずだが、追われた記き憶おく、見み世せ物ものにされた記憶──悲しくてつらい記憶の断だん片ぺんばかりだ。

　囚とらわれて以降、時々ひとりの男が様子を見に現れる。暗がりの中で顔を絶対に見せようとしないその男曰いわく、いずれ紅が必要になるので、そのために連れて来られたのだという。

『手て荒あらな真似まねは致いたしません。貴女あなたはただ、証言してくださればいいのです』

　攫さらって閉じ込めておいて、手荒な真似はしないと言われても信用できない。

「お前は何者!?　一体何がしたいの!?」

　男はほのかに困ったような風ふ情ぜいを見せるだけで、紅の問いには答えない。

『鬼の乱行は、雇やとわれ者たちがやってくれています。貴女はただここに居てくださればいいのです。出番が来るまで、おとなしくしていてください』

　勝手に言いたいことだけを言って、去っていってしまう。紅の言葉になど、始めから耳を傾かたむけるつもりがないのだ。石いし牢ろうの細長い格こう子しに阻はばまれて、紅は男を追うことができない。

　きゅっと唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　呼び名の由来にもなった真っ赤な双そう眸ぼうが、きらりと光る。血の色の瞳ひとみに、色素のない真っ白な髪かみ。

　生まれついてのこの色しき彩さいのせいで、人間扱あつかいされないことには慣れていたつもりだったけれど。

　そのせいで生まれた家を追われ、さまよって、大江山で朱鬼に救われるまで、紅はこの瞳も髪も大だい嫌きらいだった。こんなもののせいで、どこにも紅の居場所がなかったから。

「誰だれが、おとなしく言いなりになんてなるもんですか」

　誰も、紅を人間として扱ってくれなかった。紅の気持ちなんてわかってくれなかった。

　初めてだったのだ──紅の姿を見て嘲笑しない相手など。

「見てなさいよ……絶対に、逃にげてやるから」

　紅は、古ぼけた毛布を引き寄せてふて寝ねを決め込んだ。

　今は、待つしかない。
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「それで」

　屋敷を包む空気は、以前と変わらず優ゆう雅がにして風雅だった。つねに手入れが行き届き、完かん璧ぺきに整えられている。

　京でも一ひと際きわ閑かん静せいなこの一角は宮中にもほど近く、それゆえによほどの高位の貴族しか住むことを許されていない。伽きや羅らがゆかしく焚たかれた雅みやびやかな雰ふん囲い気きは、屋敷の主である皇子によく似合う。賑にぎやかな猥わい雑ざつとは真逆の時間が流れていて、白火は心底ほっとした。

　先ほどまでのあの不ふ穏おんな空気が噓うそのようだ。

「どうしたのだ。このような時刻に」

　宮中から戻もどってきた帯刀が、すぐさま客間にやってくる。

　それほど急ぎの案件がないので早めに仕事を切り上げたつもりだが、まさか白火が訪ねてきているとは思いもしなかった。

「申し訳ありません、帯刀さま。こんな時間で、ご迷めい惑わくだとは思ったのですが」

「そういう意味ではない」

　忠実な門番や侍じ女じよたちが白火の名前を知っていて、丁てい寧ねいに応対してくれたけれど、やはり迷惑だっただろうか。

　夜よ更ふけの訪問はやはり非常識だった、と項うな垂だれる白火に、帯刀は内心たじろぐ。

「もう夜も遅おそい。女子供が、供もつけずに出歩いて良い時間ではない」

「はい。そう言って、隼人さんがついてきてくれました。ここまで上がることはできなかったので、詰め所で待っていてくれるそうです」

「隼人？　誰だ」

「柚木座の座員です。天覧能で『熊ゆ野や』を」

「それならば良いが」

　どうも帯刀は言葉が足らず表情もあまり豊かではない分、威い圧あつ感かんが出てしまうようだ。

　もともと玻は璃りのように冴さえ渡わたる鋭するどさの美び貌ぼうが、真しん剣けんであればあるほど、禍まが々まがしいほどの迫はく力りよくを増すということに本人は気づいていない。

「失礼致します。お飲み物をお持ち致しました」

　時ならぬ訪問に事情を読み取ったのか、言葉数の少ない侍女が持ってきてくれたのは麴こうじを用いて作られた甘酒で、とろりと口当たりが濃こい分冷めにくく、身体からだが温まる。まだ暑さとは縁えん遠どおい春の夜には優しい気き遣づかいだった。

「甘酒なら酔よいはすまい」

　白火が酒には弱いと言ったことを覚えていたのだろう。確かに甘酒なら、白火も平気だ。

「ありがとうございます」

　さらさらと衣きぬ擦ずれの音をさせて侍女が去ったあと、白火はふうふうと息を吹ふきかけて冷ましながら甘酒を一口啜すすった。甘さを抑おさえて、生しよう姜がの汁を垂らしてあるのか後味がきりりと引き締まっていて美味おいしかった。

　帯刀は甘いものは好きではないのか、侍女が別に運んできた燗かん酒ざけで唇を湿しめらせている。そんなしぐさのひとつひとつにまで気品が溢あふれ、目も魂たましいも自然と吸い寄せられてしまう。

　帯刀に話したいこと、尋たずねたいことは、道すがらずっと考えてきた。説明も話すのも上手うまくはないが、失礼にならない程度には内容もまとめたつもりだ。白火は、大きな瞳に並々ならぬ決意を漲みなぎらせる。

「何があったのだ？　そなたがひとりでここまでやってくるほどだ。よほどのことがあったのであろう」

「はい。柚木座を後こう援えんしてくださる帯刀さまに、お願いがございます」

　柚木座ではなく白火を後援しているのだ、と帯刀はわざわざ訂てい正せいしたりはしなかった。白火が懸けん命めいに切り出す話の腰こしを折りたくはなかったし、なにより白火の様子が痛々しいほど必死だ。

　宮中から退さがってきたばかりの帯刀には、大体は予想がついているのだけれど。

　帯刀は、ふと眉まゆ根ねを寄せた。

「…………」

　唐とう突とつに白火の腕うでを摑つかむ。

「帯刀さま？」

　この人はいつも、空気さえ従わせるようにして的確に動く。速すぎて、白火は避さけることもできない。

「──眠ねむれていないのか」

「え」

「白火」

　そう言って白火の腕を摑んだまま間合いを詰つめてきた帯刀の顔は、怖こわいほど真剣だった。

　慌あわてて白火は首を横に振ふる。不意を突つかれると、咄とつ嗟さには言葉が出てこない。噓をつくのは上手くない。

「答えよ」

　命令されているのに、その奥に心配そうな、白火のことを案じて困こん惑わくしているような声こわ音ねが滲にじむから、無下にはねのけることもできない。

「大だい丈じよう夫ぶです」

「ひどい顔色をしている」

　ぎく、と肩かたが震ふるえそうになるのをすんでのところで堪こらえる。ここ数日確かにあまり眠れていないけれど、そんなこと、誰にも気づかれなかったのに。

　帯刀の腕が更さらに白火に向かって伸のばされる。

　──これ以上ここにいてはだめだ。

　帯刀は優しい。蒼馬とは違ちがう意味で、白火を甘やかし、庇ひ護ごしてくれる人だ。

　だからこそ、甘えたくなかった。舞まいのこと以外、自分に何の力もないことを白火はよく知っている。舞ぶ台たいを降りて舞まい扇おうぎを離はなしてしまえば、自分はこんなにも弱い。

　一度甘えてしまえば、白火はきっとひとりで立ち上がることができなくなってしまう。

「オレは大丈夫ですから……っ！　失礼します！」

　ここへやってきた当初の目的さえ忘れ、飛び出すように逃げようとする。

　白火は、自分のこの甘さと弱さが大嫌いだ。

　立ち上がり走り去ろうとした白火の手首を帯刀の長い指が摑む。剣けんを持つことに慣れた手の前では、白火の精せい一いつ杯ぱいの力など蚊かに刺さされたほどにも感じない。

「帯刀さま、離してください！」

「暴れるな」

「帯刀さま！」

　白火が力を振り絞しぼり、手を振り払はらおうとする。摑まれた場所からぬくもりと共に優しさが流れ込んできて、それに抗あらがうことに必死になる。

　甘えたくないのに。

　心が傾かたむいていってしまう。

　甘えたくなるから、誰だれにも甘えられないように懸命に壁かべを作って、誰も寄せつけないように、誰にも寄りかからないように、忙いそがしさの中に身を置いて己おのれを律してきたのに。

　唇くちびるを震わせて、手を離してほしいと訴うつたえる。

　ふう、と疲つかれたようなため息をついた帯刀が、白火の両りよう脇わきに手を差し入れ、ひょいと持ち上げた。

「え」

　幼い子供のように、ふわりと座所に連れ戻されて座らされる。

「帯刀さま、なに……？」

　白火の両手を一度しっかりと握にぎり、宥なだめるように一呼吸おいてから、帯刀も向かいに座り直す。

「琵び琶わを」

「え？」

「……琵琶を弾ひいてやろう」

　飾かざり棚だなに置いてあった琵琶を手に取り、指を閃ひらめかせる。愛用の琵琶は毎日心こころ遣やりに爪つま弾びいているから、帯刀の思うように旋せん律りつを響ひびかせ始める。

　しっとりと露つゆを含ふくんだ音色は、鬼おにをも蕩とろかすと宮中で評判だ。静かに、そして情熱的に、帯刀が爪弾くその音色は、嵯さ峨が野のの山さん荘そうでも何度か聞いた。

　心の強こわ張ばりも痛みも、何もかもをひととき忘れさせる極ごく上じようの音色に、白火はうっとりと耳を澄すませる。こういうところが白火はすなおすぎるほどすなおだ。

「帯刀さまの琵琶……」

　芸人として楽器には親しんでいるが、今までこれほどの琵琶の名手には会ったことがない。京の大おお辻つじに出ている見み世せ物もの小屋でも深山の御お寺てらの御ご坊ぼうでも、こんな綺き麗れいな琵琶は聞いたことがない。白火はいつのまにか、引き寄せられるようにして熱心に帯刀の手もとを覗のぞきこんでいた。

「──白火？」

「どうやったらこんなに澄んで、それでいてこんなにも深い音になるんだろう。帯刀さまの指は、本当に不思議です」

　まじまじと、白火が息を詰めるようにして言う。少しも、この演奏の邪じや魔まをしたくない。

「それはそれは。随ずい分ぶんと褒ほめられたものだ」

　ゆったりと膝ひざの上で琵琶をかき鳴らしながら、帯刀がほのかに唇を笑えませる。

　他人の賛辞など嬉うれしくなくむしろ煩わずらわしいだけだが、白火に讃たたえられるのは悪い気はしない。

「琵琶のせいもあるかな」

「琵琶の？」

「亡なき父上の愛用されていた品だ。そなたも興味があるのなら弾いてみるが良い」

　謂いわれのある品をずいと差し出され、白火は思わず腰を引けさせた。

「そんな由ゆい緒しよのあるもの、触さわるのも怖いです！　大体オレ、楽器はだめなんです」

「そうなのか？」

「はい。以前笛を矢や涼りように習ったことがあるんですけど、音色が上がりきらなかったり掠かすれてろくに音にならなかったり。息は足りているはずなのに全然吹ふけなくて、とうとう矢涼に、向いていないから諦あきらめろって言われて」

　大おお鼓つづみや鼓ならまだなんとかなるのだ。だが、笛はだめだ。喉のどは鍛きたえてあるから、息が足りないということはないはずなので、これはもう相あい性しようの問題なのだろう。なんとなく悔くやしくて、むっと頰ほおを膨ふくらませる。

「ようやくいつものそなたに戻もどったな」

　帯刀に嬉しそうに言われて、白火ははっとする。

　築いていた壁が崩くずれてしまった。せっかく心を鎧よろっていたのに、今は嵐あらしの中にぽつんとひとり、途と方ほうに暮れて立ち尽つくしているに近い。

「なにがあった。話してみよ。言わねばわからぬ」

　ふる、と白火が首を横に振る。

「なにが、そなたを夜も眠らせないほど苦しめている？」

　──蒼馬さまになにがあったのかを教えてください。蒼馬さまを助けてください。

　そう言いたかったのに。

　ぽたっと、白火の膝の上、握り締しめた拳こぶしの上に涙なみだが落ちる。

　一いつ滴てき、また一滴。

　涙るい腺せんが壊こわれたようにぼたぼたと涙が溢あふれて止まらない。息さえも自由にできない苦しさに耐たえきれずに、白火は一時だけ己の中の甘えを許すことにした。そうでもしなければ、どうにかなってしまいそうだった。

　帯刀に聞かなくても、何が起こっているのか白火はきちんとわかっている。竜見の説明やあの御み堂どうに集まった人たちの反応から読み取れる。

　──こんなことになるなんて……。

　土つち蜘ぐ蛛もと関かかわりがあるかもしれないというだけであの騒さわぎだ。蒼馬が本当に土蜘蛛の血を引いていることなどがばれたら、どういうことになるか想像するだけで恐おそろしい。

　蒼馬にとって京は、もう安全な場所ではないのだ。

　ふるふると震ふるえる唇は、最も早はや言葉を紡つむぐことができない。

「────……」

　声にならない弱々しいつぶやきが、帯刀にはしっかりと伝わったらしい。

「……泣きたいのか」

「……」

　こくり。

　とうとう白火が観念して頷うなずく。

　泣きたい。

　なのに、泣く場所がない。柚木座で泣いたりしたら皆みんなが心配する。皆だって大変なのに。

　だからずっと我が慢まんしていた。

　押し潰つぶされてしまいそうなほどに、白火は不安だ。

　蒼馬が突とつ然ぜん姿を消し、柚木座も舞台を奪うばわれている。

　何もかもがあの晴れがましかった天覧能のときと違いすぎて、繊せん細さいな心にはもう耐えきれず、粉々に砕け散る。

「有楽、太た夫ゆうも……隼人さんも……祐さん、も──皆、我慢してる。オレ、だけ、泣くわけには……いかない、です……っ」

　誰にも心配をかけたくない一心で堪こらえていたものが、抑おさえきれずに溢れ出していく。

「──でも」

　泣きたい。

　思いっきり泣いて、悲しみを吐はき出してしまいたい。

　身も心もばらばらになるほどに泣いて泣き尽くして、この苦しさから解放されたい。

　これは──甘えだ。

　己の弱さを恥はじるように、白火はぎゅっと膝を抱かかえる。

　膝に顔を埋うずめるようにして、華きや奢しやな身体からだを一層小さく縮めて忍しのび泣く白火を抱だき締めようと、帯刀は一いつ瞬しゆん腕うでを伸のばしかけて──そのまま、腕を引き戻した。

　白火の意思を無視した振ふる舞まいはしないと、帯刀は己おのれに誓ちかいを立てている。

　──私に、できることは。

　ゆっくりと、琵琶をかき鳴らす。

　白火と背中合わせに腰こしを下ろし、少しでも慰なぐさめることができればいいと祈いのりながら、ゆったりと爪弾く。

「そなたが泣き止やむまでこうして弾ひいていてやるから、存分に心の澱おりを吐き出すが良い」

　その優やさしさに、またしても涙が溢れ出る。

　ひとつの曲が終わり、また次の曲を奏かなでて。

　帯刀がそうやって白火の泣き声を隠かくしてくれている間、白火は泣いた。気の済むまで、涙が涸かれるまで、まるで赤子のように、なにも気にすることなく泣き続けた。

　──蒼馬さま、蒼馬さま、蒼馬さまぁ…………！

　どうしたらいいのかわからない。

　蒼馬に会いたい。

　蒼馬に帰ってきてほしい。

　蒼馬の帰ってくる柚木座場所を守りたい。

　──オレは、どうしたら……？

　しゃくり上げる引き攣つれたような声が、小さくなってやがてぱたりと途と絶だえる。

「白火…………？」

　床ゆかの上に、ことんと落ちた人形のように白火が転がっている。泣き疲つかれてそのまま眠ねむってしまったらしい。

　──泣くときも全開か。

　わずかに苦く笑しようして、帯刀は膝ひざの上の琵び琶わを横に除けた。眠る白火の頭をそっと持ち上げて、膝を貸す。

　白火は嵯峨野の山さん荘そうから逃のがれようとしていたときも、全力を尽くして暴れたものだ。

「……そなたは変わらぬな」

　美しくなった。

　もともとが一目で帯刀を虜とりこにするほど美しい少女ではあったが、前より更さらに美しく、白火の美び貌ぼうは帯刀を感かん嘆たんさせる。会うたびに美しく、更に華はなやかに艶つやを帯びていく。

　だが、心は変わっていないのが帯刀は嬉しかった。

　まっすぐで、偽いつわりがない。

　面の皮一枚の美び醜しゆうは帯刀はあまり関心がなかったが、白火の心の美しさは格別だ。他人を寄せつけない冷たさがなく、小鳥のように小さく暖かく、やわらかい。
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　琵琶が止んだのを聞きつけて、侍じ女じよが廊ろう下かからそっと中を窺うかがってくる。帯刀の膝を枕まくらにして眠る白火の姿に、まあ、と軽く目を見開いてから、寒くないように綿を厚く織ったものを持ってくる。

　白火にそっとその上掛けをかけ、小さな声で尋たずねる。

「ほかに御ご用ようはございますか」

　帯刀が目を伏ふせると、静かに退出していく。

　白火の寝ね顔がおを覗のぞきこむと、頰ほおに涙が乾かわいて張りついていた。拭ぬぐってやりたいと思ったが、ようやく訪おとずれたのであろうこの眠りを妨さまたげたくない。

　寝顔は苦しげで、目の下にかすかに浮うかぶ隈くまが痛々しい。

　心身共に弱っていたところに大泣きして、最後の体力まで使い切ったのだろう。こういうときの眠りはかえって浅いものだ。この生き物は硝子がらす細工のように繊細な心を持っているので、そっと丁てい重ちように扱あつかわなくてはならない。

　そのことを、面めん倒どうだとは思わなかった。

　──目を覚ましたら、手水ちようずの支し度たくをさせよう。

　豪ごう華かに床に流れる、薄茶の髪の一ひと房ふさを手に取る。

　この髪かみの色も、持ち主に似てとても好ましかった。

　金色に似て金ほど強く煌きらめかず、あくまで控ひかえめに輝かがやく。目を射るように眩まぶしくはない優しい色合いも、白火によく似合う。

　当代きっての琵琶の名手の長い指が、白火の髪をゆっくりと梳くしけずっていく。

　絹糸のように細い髪の一本一本を慈いつくしむようにそっと、その感かん触しよくはひたすらに心地ここちよい。猫ねこの毛並みを整えるような触ふれ方に、眠る白火の身体が蕩とろけていくのがわかった。肩かたに入る力が抜ぬけていく。

　深い深い眠りに白火を誘いざない、さらさらとした髪を指先に絡からめ、唇くちびるで触れる。柔やわらかい物もの腰ごしとは対照的に、その双そう眸ぼうには冴さえ冴ざえとした殺気めいた怒いかりが宿っていた。

「──あの男は、そなたをここまで悲しませたのだな」
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　京の中でありながら恐ろしいほどの静けさに包まれているここは、帯刀の屋や敷しきの敷しき地ちの中だ。あの京の活気が、微み塵じんも聞こえてこない。

　生まれ持った業ごう、というものがある。生き方は努力次し第だいでどうにかなるかもしれないが、魂たましいに刻まれた業からだけはどんなに足あ搔がいても逃れきれない。

「──何の因果だかな」

　諦あきらめと悟さとりの複雑に入り混じった、そんな声で蒼馬が呟つぶやく。

　己を罰ばつするように床に座し、ぴんと背筋を伸ばした姿勢を何時間も崩くずさないまま。

　誓って言える。

　両親のもとに生まれたことを恨うらんだことはないし、この国において不利な土つち蜘ぐ蛛もという一族に生まれついたことを卑ひ下げしたこともない。

　──俺は、俺だ。

　そもそも舞まいに興味を惹ひかれたりしなければ、蒼馬は朱鬼の頼たのもしい片かた腕うでとして雄お々おしく生きていたのかもしれなかった。蒼馬の身体には、土蜘蛛の血と京の血が半分ずつ流れている。

　京が蒼馬を受け入れなくても、土蜘蛛は受け入れる。さまざまな人間の寄せ集め、吹ふきだまり。

　肌はだの色目の色、生まれはなにも関係ない。誇ほこり高く野性的なあの一族のことが、蒼馬はもともと嫌きらいではなかった。

　父は、土蜘蛛の頭領の弟。母は、京の貴族の屋敷に仕えていた侍女。

　土蜘蛛の若い兄弟が筆頭になって京を荒あらして回っていたときにふたりは出会い、たちまちのうちに恋こいに落ちた。蒼馬の母は恋は受け入れたが土蜘蛛の一族に入ることは受け入れず、京から少し離はなれたところに住まいを持っていた。蒼馬はそこで育った。

　きっぱりと決断力豊かな母と、猛たけ々だけしい性格で何事も力任せに解決するのに、母にだけはやたらと弱かった父と。

　己の中に流れるふたつの血の意味を理解した蒼馬は、一時は従兄いとこの朱鬼の背後を守り、一族に身を捧ささげようとしたこともあった。

　──だが。

　舞いに出会ってしまった。魅みせられてしまった。

　京屈くつ指しの舞まい人、有楽も当時はまだ太た夫ゆうではなくただの舞い人であったのだけれど。

　雲雀ひばりの遠えん慮りよがちなさえずりが聞こえて、己の世界に沈しずみ込みかけていた意識をはっと引き戻もどされる。

　膝は崩さない。責められている最中の罪人のように、身動きひとつしない。

　ひがな一日、蒼馬は己の身体からだを痛めつけるようにじっと座っている。舞いたがる心と身体を封ふうじて。

　雲雀の声に晩春の気配は感じても、陽ひ射ざしは細く薄うすくしか入って来ない。蔀しとみ戸どをきっちりと下ろしているせいだ。

　罪人が生しよう涯がい暮らす座ざ敷しき牢ろうのようだが、中の拵こしらえに不足はない。

　閑かん静せいな屋敷とは回かい廊ろうですら繫つながっていない庭の奥まったところに、忘れ去られたようにぽつんと建てられている東あずま屋や──それが、蒼馬の今の住み処かだ。

　外見は古びて寂さびしいが、室内はかび臭くささも埃ほこり臭くささもない。生活に必要な品は充じゆう分ぶん用意されているし、入り用なものがあれば、大たい抵ていのものはすぐに調達される。

　万が一にも人目につかないよう蔀戸を締しめ切っている分、紙し燭そくや行あん燈どんといった類たぐいのものもふんだんに用意されていた。

　蒼馬はその心こころ遣づかいをありがたく思いつつも、手はつけない。瞑めい想そうするように目を閉じる。

　優ゆう雅がな、牢ろう獄ごく。

　そう、ここは牢獄だ。蒼馬が、自分自身を閉じ込めるための。

　──俺がいるだけで、柚木座に咎とがめが及およぶ。

「平和な京暮らしで、俺も勘かんが鈍にぶっていたかな……」

　蒼馬の中の、土蜘蛛の血。それは京では受け入れられない。

　黙だまって隠かくし通していれば──蒼馬の容よう貌ぼうだけではまずわからないので──良かったのだが、逃にげよ、と氷見からの伝言があった瞬しゆん間かんすべてを察して蒼馬は動いた。

　舞いを捨てた。舞まい扇おうぎも置いてきた。

　白火はきっとその意味を読み取るだろう。舞いに関して、白火は蒼馬と似たような考え方、捉とらえ方をすることが多いから。

　もう、戻ることはできない。

　宮中で出自がばれてしまったら、逃げ場がない。ただでさえ、今は普ふ通つうの時ではない。天覧能の直後にこの騒さわぎは、いくらなんでもまずい、と理解できる程度に、蒼馬は宮中の事情にも通じている。

「変に好こう奇き心しんが強いのも考えものか」

　まだまだ地位を盤ばん石じやくに固め切れていない今きん上じよう帝ていが、土蜘蛛と関かかわりがあったと知れるだけでもまずいのだ。去年の秋に大江山を攻せめ、朱鬼を形式上処しよ刑けいして明確に土蜘蛛討とう伐ばつを打ち出してきただけに、蒼馬の素す性じようがばれたら相当な痛手となるはずだった。

「……どこからばれたんだろうな」

　疑問に思いはするが、もうどうでもいいことだ。

　蒼馬は静かに目を瞑つぶる。

　この世のもの、すべてを拒きよ絶ぜつするように。










　帯刀は翌日のまだ明けきらぬ頃合いに、宮中の氷見のもとを訪れていた。

「こまごまと動き回っておるものだの。ご丁てい寧ねいに『土蜘蛛』の面まで着けおって。正体は金で動くならず者たちといったところであろうに」

　報告書を手に、氷見はいささか感かん嘆たんしたような声を上げた。

　公の執しつ務むは宮中で執とり行うが、こういう内密の仕事は私室で行う。

　限られた人間しか立ち入ることの許されない座ざ敷しきで、帯刀も静かに報告をまとめていた。帯刀のほかは今は誰だれも立ち入りを許していないので、書類を繰くる音さえもがぱらぱらと耳を打つ。

「一通り噂うわさを集めさせた。あの宮の一存ではないように思う」

　帯刀は氷見とふたりきりのときだけ、言こと葉ば遣づかいをわずかに砕くだけさせる。

　人前では言葉遣いも臣下にふさわしいものにしているが、人目のないときくらいは寛くつろぎたいと氷見が駄だ々だをこねた結果である。

「だろうな」

　氷見が、帯刀に示された書類を手に取る。

　根本的なところで、氷見は帯刀しか信用していない。

　人好きのする笑え顔がおで誰の心にも気軽に入り込むが、その実、為い政せい者としての冷静な目も持っている。皆みなを信用していたら、あっという間に骨までしゃぶりつくされて打ち捨てられるのがおちだ。

　氷見が選んだのは、そういう世界だ。それが宮中というものだ。

　ここでは、強い者だけが生き残る。生き残れない者は滅ほろびるしかない。

「先日は余も乗せられた振ふりを演じておいたゆえ、しばしの間は良い気になって増長するであろうな」

「──やはり、わざとであったか」

　帯刀が、ふ、と息を吐はいた。

「名演技であったであろう？　ああいう輩やからは、優位に立っていると見せかけておけばいずれ尻尾しつぽを摑つかませるものだ。あの宮ならば口も軽いし、調子に乗せるのは容易たやすい」

　どこまでが計算でどこからが本気であるのか、氷見の内面は帯刀も未いまだわからない。わかっているのは、自分が氷見の後見役であるということだけだ。

　その信しん頼らいだけは決して裏切らない。

「舞まい姫ひめはどうしておる？」

　白火から届いた文ふみに、氷見はあえて返事を綴つづらずに打ち捨てている。

　──悲痛な文章を目にしたら、さすがの余でも胸が痛むからな。

　蒼馬が京を追放されたとなったらまず氷見に、そして鬼おに憑つきの噂を聞けば帯刀のもとへ連れん絡らくを取ってくることなど、とっくに想定済みだ。

　ちゃっかりと自分のことを棚たなに上げて、氷見が続けた。

「そち、白火になにか尋たずねられても必要以外のことを喋しやべるでないぞ」

「ああ。わかっている」

　帯刀としてもすべてを話して安心させてやりたい気持ちはあったが、これは政まつりごとに関わることだ。その辺りの区別はしっかりと心得ている。

　氷見が辺りを憚はばかるように檜ひ扇おうぎで口もとを隠し、こそっと問いかけてきた。

「それで、決定的な証しよう拠こはあるのか？　蒼馬が土つち蜘ぐ蛛もという証拠を突つきつけられると、さすがに切り抜ぬけにくい」

　ありとあらゆる手段を使って、帯刀は蒼馬の素性を徹てつ底てい的に洗い出させていた。派手な暮らしをしていた分集まる情報は多いが、生まれなどについては一いつ切さいが不明になっている。

「それが……」

　帯刀が束ねた書類をぱらぱらとめくる。墨すみの匂においが漂ただよう。

「あやつが土蜘蛛という証拠はないらしい。あくまで、捕とらえた紅とかいう娘むすめに証言させて、その一手で押し切るつもりのようだ」

「柚木座は隈くまなく調査したか？　無論、舞姫もだ。蒼馬の弱みをまずこちらが握にぎらぬと、足を掬すくわれることになりかねん」

「調べさせる」

　表立って調べてはまた蜂はちの巣すを突つついたような騒ぎになるかもしれないが、その辺りは帯刀も抜かりはない。

「土蜘蛛の娘を引っ捕らえるやら京を不安に陥おとしいれるやら、我が叔父おじながらたいした横暴ぶりだな」

　氷見が瞳ひとみの奥で含ふくみ笑う。

「この代だい償しようは、きっちり支し払はらって頂かねばな」

「まだ証拠がないと決まったわけではないぞ」

　一応、といった感じで帯刀が言い添そえるが、もう氷見は聞いていなかった。

　京に巣す喰くう不安はすべて取り除く。それが氷見の務めだ。それを、堂々と横よこ槍やりを入れられたのがとにかく気に入らない。

「もし、蒼馬が土蜘蛛だという明らかな証拠があったとしても」

　氷見は、ぱちりと檜扇を鳴らす。

「揉もみ消して、叩たたき潰つぶしてやればいいだけの話だ」
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　白火は昨夜、日付が変わる前に、隼人と一いつ緒しよに柚木座に戻もどってきた。

　氷見に関することなどいくつか答えられない質問はあったものの、そのほかの問いかけには帯刀は丁寧に答えてくれた。

「──だめだ、集中できない」

　稽けい古こに身が入らないという経験も、白火は初めてだ。今までだったら、どんな悩なやみを抱かかえていようとも、舞まい扇おうぎさえ持てばすべて忘れられたのに。

　稽古場にいない人の姿をつい捜さがしてしまい、今はかえってつらくなる。

　ためいきをつきながらも稽古場にいた白火は、顔色を変えてすっ飛んできた隼人の形相にまず驚おどろいた。

「たたた大変です白火さん～！　来た！　来た来た来た！」

「ど、どうしたんですか!?」

「永観座の太た夫ゆうと、静しず凪なぎさんが、白火さんに面会を求めておられます！」

「…………えええええっ!?」










　客間に入り、白火はすぐさま丁てい寧ねいに頭こうべを垂れた。

「いらせられませ、井澄太夫……静凪さん」

　かき入れ時でもある春に、能楽一座がのんびり休んでいる暇ひまはない。今の柚木座のように興行を打ちたくても打てない状態ならともかく。

　──永観座は、違ちがうのかな。

　柚木座以上に金子には困らない一座だ。白火とは感覚が違うのかもしれない、と思い直す。

　それにしたって、昼日中いきなりの訪問には驚かざるを得ない。永観座でもこの時間帯は毎日、みっちりと稽古をしているはずだ。

　予想外の客人に、心臓がどくどくと脈打つ。まるで舞ぶ台たいに上がる瞬しゆん間かんのようだ。

「今日は、風が強い」

　挨あい拶さつもなく一言だけを唐とう突とつに言われて、白火は一瞬言葉に詰つまる。井澄の言葉は短いし、唐突すぎて理解できないことが多い。

　だが、井澄に悪気がないことは白火も承知している。この人には、一いつ般ぱんの常識を求めてはいけない。

　舞まうために。

　そのためだけに存在する──舞い人の憧あこがれの具現のような人なのだ。舞神の化け身しんに、世間の常識が通じないのは当然だ。

「風、は……確かに、強いですね。嵐あらしでも来そうな感じです」

　白火は、井澄の視線につられるようにして外を見やった。開けている蔀しとみ戸どまでががたがたと鳴り、風が大きな渦うずを巻いている。

　春の終わりには何日か、よく晴れて風の強い日がある。残っていた桜もこの風で散ってしまうだろう。春の始まりを告げる河かわ津づ桜、山桜に染そめ井い吉よし野の、八や重え桜に霞かすみ桜。春を体現する、白火の大好きな花たち。

『春は興行で忙いそがしいから、ゆっくり花見をする暇もない。だが今年くらいはのんびりさせてもらっても、罰ばちは当たらないだろう』

　笑いながらそう言っていた人の声がすぐさま脳のう裏りに蘇よみがえってしまい、白火は慌あわてて首を打ち振ふった。

「どうかなさいましたか、白火どの？」

「あ、いいえ。なんでもありません」

「そうですか？　井澄太夫は、『風が強くて稽古に集中できないから訪ねてきた』と仰おつしやっておられます。永観座の稽古場は風がまともに吹ふき抜けますので、舞扇が飛ばされてしまうんですよ」

「ああ……そうでしたね」

　厳格で、峻しゆん厳げんで。

　神こう々ごうしいほどに潔けつ癖ぺきなあの稽古場を思い出す。そばの桜の花が散って、今いま頃ごろは床ゆかが一面桜色に染まっているかもしれない。

「今日は、お舞台の予定もないんですか？」

「ええ。井澄太夫は、花見などという浮うかれた場での舞まいは基本的になさいませんので。興が乗れば別ですが」

　風のために時間が空いたので、柚木座にやってきたということらしい。

「本日は、内密の話があって参りました。人ひと払ばらいを」

「人払い、ですか？」

　茶さ菓かの支し度たくなどを手伝っていた隼人が、少々気がかりそうに視線をさまよわせた。

　知ち己きとはいえ、男ふたりの中に白火を放っておくのが気になるのだろう。蒼馬に影えい響きようされたのか、柚木座の面々は皆みな白火に対して過保護だ。

　苦にが笑わらいした白火が大だい丈じよう夫ぶだ、と頷うなずくと、渋しぶ々しぶながらも腰こしを浮かせる。

「それじゃあ、失礼します。すぐ隣となりにいますので」

　からりとした青空なのに聞こえる物音は嵐で、外は奇き妙みような天気だ。ひゅうっと吹き抜ぬける風が、次し第だいに激しさを増していく。

　座員たちはまだ元気がないが、それでも稽古は続けている。

　白火が帯刀から聞いてきた話だけでは断だん片ぺん的てき過ぎていかんともしがたかったけれど、蒼馬を慕したう者は多かったし、ましてや鬼おにに取り憑つかれたなどという話は信じたくない。

　皆、蒼馬を信じて待つと決めた。

「柚木座は、次の興行の予定はいつですか？」

「興行の予定は」

　白火は言葉を詰まらせる。

　御お寺てらでの騒そう動どうは、永観座の耳にまでは入っていないようだ。

　──京中に知れ渡わたっているかと思ったけど。

「──このような状じよう況きようでは」

　事態はますます悪化して、更さらに窮きゆう地ちに立たされている状態だ。

　ゆっくりと目を伏ふせて首を振ると、井澄がかすかに静凪に視線を向けた。

　静凪が心得た顔で頷く。

「今日伺うかがったのは、他ほかでもありません。貴女あなたのことです」

「オレの、ですか？」

「柚木座が……少々苦しい立場になっていると聞きまして」

「静凪さん、どこからその話を……っ！」

「──永観座と宮中は近しい」

「同業者として、むやみに口外はしませんよ。ご安心ください」

　白火は、肩かたに溜たまっていた力をそっと抜いた。確かにこの人たちは、欲よくに惑まどわされたり軽々しく噂うわさ話ばなしに興じたりはしない。そういう点では、信しん頼らいできる。

「……おっしゃる通りです。まだ決定ではありませんし、オレも先ほど聞いたばかりなのですが」

　柚木座以外には誰だれにも知られていないはずの機密事じ項こうを告げる。じっとこの身に秘ひめているには、少し重すぎる。

　先ほど、後こう援えん者の旦だん那な衆が柚木座に立ち寄って教えてくれた。

　後援者の中でも宮中に繫つながりのある人や出入りの大おお店だなの主などは、毎日のようにせっせと聞きつけたばかりの噂話を運んできてくれる。彼ら後援者としては、この謂いわれなき嫌けん疑ぎを晴らしたい一心なのだろう。

　謂われは、本当はあるのだけれど。

　それは白火が迂う闊かつに口にすることはできない。有楽だって同様の気持ちだろう。

「蒼馬さまの出しゆつ奔ぽんに対し、有楽太た夫ゆうが監かん督とく不行き届きで身分降格で、柚木座は断絶……ということになるかもしれないそうで……まだ、決定ではないのですけど」

　もしそれが決定だとしたら、柚木座は名を変えてまた一から出直す。皆で話し合ってそう決めた。

　もちろん、有楽の処分には厳重に抗こう議ぎするつもりだ。鬼に関かかわった例として、見せしめの意味合いもあるのだろうけれど、それにしても処分がいささか厳しすぎる。泣き寝ね入いりするつもりはない。芸人から、そうそう簡単に舞台を取り上げられてたまるものか。

「オレたち座員も、土つち蜘ぐ蛛もの疑いをもたれるか同罪と見なされるか……柚木座そのものが、危あやうくなってきています」

　宮中に逆らえば、ただではすまないだろう。

　覚かく悟ごは決めているので悲ひ愴そう感はないが、圧あつ迫ぱく感かんはひどく感じる。

　今は、きっと雌し伏ふくの時だ。

　できることをひとつひとつこなしていくしかない。それが最善の、最短の道だと信じて。

　毎夜、鬼たちの狼ろう藉ぜきは激しくなってきているという。おもしろがるようにあちこちに火矢を射かけて回り、若い娘むすめたちが拐かどわかされる。金子や食しよく糧りようが奪うばわれ、田畑は踏ふみ荒あらされる。

『土蜘蛛』の面を着け、鬘かつらを被かぶった荒あらくれ鬼たちが夜ごと繰くり返す陰いん湿しつな所業と哄こう笑しように、誰もが震ふるえ上がる。

　出しゆつ没ぼつする場所が京の外れからだんだん中ちゆう枢すうへと近づいてきて、白火たちも最近は鬼の噂うわさをよく耳にする。それほど京の奥、宮中近くにまで鬼たちが大だい胆たんに迫せまりつつあるのだ。

　人死にが出ていないのが不思議なほどだ。彼らは京を脅おびやかすことを楽しんでいるようにさえ見える。京人が出歩けるのは陽が沈むまで。

　鬼たちと関わりがあると言われたら、京に居づらくなるのは当然だ。

「でしょうね。疑いというものは、もたれたら最後、晴らすことはほぼ不可能でしょうね……特に、こういう噂の類たぐいは」

　受け入れたくはないが、これが事実だ。宮中のことも氷見のことも、白火にはよくわからない。誰もがどうしようもない事実というものもこの世にはあると達観するには、白火はまだ若すぎる。

　同情するような面おも持もちで話を聞いていた静凪が、つと顔つきを改める。

「大変なこととは思います。ですから永観座としても、なにか力を貸せることがあればと思って参りました」

「わざわざ恐おそれ入ります」

　誰もが関わり合いにならないよう、遠巻きになって高みの見物を決め込んでも仕方ないような状況なのに、わざわざ柚木座まで足を運んできてくれたことが、本当に嬉うれしい。暗がりの中でまたひとつ、光明を見つけたような気持ちだった。

「永観座としても、今回の騒さわぎは遺い憾かんです。能楽界そのものにまで疑いの目を向けられるようになっては堪たまらない。既すでに手は回してありますが」

　永観座が潔白だと証明済みなのか、それとも嫌疑をもたれないようにあらかじめ手を打ってあるのか。それは永観座しか知らない事柄だ。

「若太夫の件は無理としても、柚木座だけなら、永観座でなんとかできます」

　由ゆい緒しよ正しく、宮中人に舞まい神しんと崇あがめ敬われている井澄の影響力は、時に宮中貴族さえひれ伏させることができる。

「え」

「貴女が継つげばいい。残したいと言うのなら」

「でも、どうやって……！」

「貴女が井澄太夫の伴はん侶りよとなるなら、能楽界は誰も口を挟はさませません」

　ぐらり、と。

　体中の血液が沸ふつ騰とうしたような、一気に凍こおりついたような。

　春の嵐あらしと同じくらい、矛む盾じゆんした嵐が白火の中で吹ふき荒れた。

　強風に煽あおられて、蔀しとみ戸どががたがたと揺ゆれる。

「オレが、井澄太夫の伴侶に…………？」

　白火を見、井澄が頷うなずく。

　能面の最高傑けつ作さくとも称しようされる井澄の顔からは、真意が読めない。

「俺は、永観座のために妻を娶めとらなくてはならない。お前が最適だと判断した」

　容姿も声も、井澄のすべては舞まいのためにある。

　癖くせのある独特の、言葉同士が絡からみつくような声は、いつも端たん的てきな物言いをする。余計な感情は一いつ切さい含ふくまれていない。

　義務的なその言葉が、白火にひどい違い和わ感かんをもたらした。

　蒼馬の求愛の言葉とは正反対の、これではまるで契けい約やくだ。

「ええ。白火どのなら、誰も反対など致いたしません。何もかも、申し分ない」

　永観座は始めから身分などを必要としていない。永観座が求めるのは舞いに関わることのみ。それは、太夫の妻となる女性も同様らしかった。

　──伴侶……。井澄太夫と、夫婦めおとになる……。

　ふと思い出す。静凪は以前白火にこう言った。

　貴女は永観座に在るべき人だ、と。

　あれは、こういう意味が隠かくされていたのだろうか。いや、それにしては時期が早すぎる。わからない。白火は混乱する。

　永観座のような底知れぬ相手を見切れるほど、白火は腹の探さぐり合いに慣れていない。

「永観座の力は、恐らく貴女が思っているよりは大きいです。柚木座ひとつを存続させることくらいなら可能です。むしろ井澄太夫が新にい妻づまへの贈おくり物とするにはふさわしいかもしれません。女性として、井澄太夫の妻として。堂々とこの座を継げばいいのです」

　白火が継ぐ。

　ぞわり、と。

　その言葉には、少なからず心が動く。良い面にも悪い面にも。

　白火が柚木座を継ぐことができるなら。

　蒼馬の残したこの一座を、守っていける。井澄が後ろ盾だてにつく以上、理り不ふ尽じんな理由で取り潰つぶされたりすることはないだろう。

　永観座は、柚木座を救うことができる──裏を返すと、永観座ほどの力があっても、蒼馬を京に戻もどすことはできないということか。それほどまでに、蒼馬が土蜘蛛の血を引いていることが罪なのか。

　もう、どうしようもないのだろうか。

　顔を曇くもらせる白火に、井澄が言い添そえる。

「──そういう手もある」

「太夫、この際ですし話を詰つめておきましょう。どのみち柚木座に、これ以外の手はないでしょうし」

　白火にではなく、柚木座には確かにこれ以外の手立てはないかもしれない。白火が頷きさえすれば、柚木座は取り潰しを免まぬがれる。この先どうなるのかという漠ばく然ぜんとした不安から、柚木座は解放されるだろう。

　すべては、白火の対応ひとつ。

　絶ぜつ妙みような言い回しに、知らず知らずのうちに追い詰められる。

　白火ひとりのことなら、意地も張れるしわがままも言えるけれど──今の白火の双そう肩けんには、柚木座がのしかかっている。背負うには、あまりにも大きくて重い。

「あ……」

　今まで蒼馬はこの重みを背負っていたのだ。何の気負いもないように軽々と。

　背負ってみて初めて、その重圧に気づく。

　これほどまでに重いのなら、もっと前から白火も共に背負っていたかった。助けになれるとは到とう底てい思えないけれど、皆みなで分け合えば、少しでも負担は減る。

　考えるのは、蒼馬のことばかりだ。

　──あの優やさしい人に、オレは今まで、ずっと甘えてきた。だから罰ばちが当たったんだ。

「よく考えてみてください。貴女あなたには何の不足もない生活を約束します。井澄太た夫ゆうの妻となれるのは選ばれた方のみです。永観座の血のために、私たちは貴女を求めます。その美び貌ぼうと才能を」

　静凪にじわじわと詰め寄られ、白火は引き攣ったような吐と息いきを零こぼした。

「……っ」

　もう、受け止めきれない。色々なことが起こりすぎる。

　白火の中はすでにいっぱいで、飽ほう和わ状態だ。

「静凪」

　性急すぎる、と珍めずらしくも井澄が気を回す。

　あまり思い詰めさせるな、と静凪をたしなめたのかもしれない。もしくは、青い顔をして考え込む白火を、見ていられなくなったのかもしれない。

　実際、白火の顔色はひどかった。寝ね不ぶ足そくは続き、心も体も限界に近い。本人だけが、そのことに気づいていない。傍はたから見れば、倒たおれずにいるのが不思議なくらいだった。

「井澄太夫。白火どのだってこれ以上思い悩なやんでいるのは時間の無む駄だというものでしょう。太夫が潔けつ斎さいに入られる前に手立てを打っておいたほうが」

「──潔斎？」

「永観座の風習です。これからしばらく太夫は縁ゆかりの御お寺てらに籠こもり、数日精進潔斎されるんです。夏に大きな舞いを控ひかえ、その前に心身を清めるのが恒こう例れいとなっておりますから」

　潔斎が終わるまでは俗ぞく世せとの関かかわりを一いつ切さい断たち、井澄は人と気軽に会うどころか、御寺を出ることも許されないのだという。

「白火どの、これは急を要します。私たちは貴女を助けたいのです。もはや迷っている暇ひまは」

　とん、と井澄の指先が床ゆかを叩たたいた。

　かすかに苛いら立だったような井澄のしぐさに、静凪がはっと息を吞のんだ。

「──申し訳ありません。出過ぎた真似まねを致しました」

　井澄が手を一ひと振ふりさせる前に、静凪は彼の意思を汲くんで、恥はじるようにうつむきながら廊ろう下かへ出て行く。

　その後ろ姿をちらりと見送り、井澄は深いためいきをついた。

「──どうもうちの人間は、俺のことになると熱中しすぎる」

　寄ってたかって敬愛され崇められることが、井澄にとっては普ふ通つうのことだった。

　だがどうやらそれは違ちがうらしいと、最近思い始めた。こんな小さな身体からだつきの少女でさえ、見えない敵と果か敢かんに戦おうとしているのだ。舞いのこと以外に興味はないからと逃にげるのは、間違っているような気がした。

「悪気はない。許せ」

「はい。静凪さんも、柚木座のことを考えてくださってのことなので……ありがたいことだと思いますが……」

　井澄との婚こん姻いん話など急すぎて、心がついていかない。

「柚木座の状じよう況きようは聞いた」

「はい」

「来い」

　さらりと手を差し出され、白火は絶句する。

「お前は柚木座を背負った」

　その柚木座を救うために、井澄の手を取れということだろうか。

　井澄が何故なぜ白火のことをここまで考えてくれるのか、白火はわからない。けれど、この申し出はどこか変だ。

　──なにか変だ。なにかが引っかかる……。

　心こころ許もとなげな白火の表情に、井澄が再度唇くちびるを動かした。

「舞まいのためだ」

　舞いのために。井澄の、永観座の言動の根本には、必ず舞いがある。

　──ああ、そうか。

　井澄の冷静な眼まな差ざしに向かい合い、白火はすとんと納なつ得とくした。

　──井澄太夫も静凪さんも、舞いのことと永観座のことしか考えていないから……。

　それと、柚木座のことと。

　舞いのことだけを考えていて、婚姻に一番重要な、心のことをなにも考えていない。

　白火は、好きな人とでなければ夫婦になりたいとは思わない。

　ここが、井澄に感じる一番大きな違い和わ感かんだった。

　井澄が白火のことをどう思っているのかはわからない。白火は井澄に尊敬の念を持ってはいるけれども、それは恋こいではない。

　──だからこんなに、変な感じがしたんだ……。

　婚こん礼れいに、婚姻に一番大切なのは当人たちの気持ちだ。政略結婚が常識の貴族などは違うのだろうが、少なくとも白火はそう考えている。好きな人とでなければ、夫婦になどなれない。

「守ると決めたのだろう」

　待つことに慣れていないのか、井澄が白火の手を取ろうとする。

　無む理り強じいされると、怯おびえやすい白火の心は無意識のうちにするりと身をかわして逃げてしまう。井澄はそのことを知らない。

　白火は茣ご蓙ざから滑すべり落ちるようにして、じりじりと後ずさる。井澄も片かた膝ひざを立て、白火との間を詰めた。

　永観座の最大の読み違えは、白火のこの心の幼さかもしれない。

　己おのれを犠ぎ牲せいにしてでも柚木座を守りたい気持ちはあるけれど、心は正直だ。納得できないことには決して頷うなずけない。この頑かたくなさは、少女らしい潔けつ癖ぺきさでもある。

「舞いのために、好きでもない相手と結ばれるんですか……？」

　白火のその問いかけに、井澄はほんの一いつ瞬しゆん、なにかの痛みに耐たえるような顔をした。凄すごみのある美貌に走ったその感情の意味には、本人すら気づいていない。気づいているのは恐おそらく、この場にはいない、あの井澄の影かげたる青年だけだ。

「それが宿命さだめだ」
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　違う、と。

　白火はそう叫さけびたかった。

　こんなのは違う。

　愛も恋も、舞いの前には不要なもの。そんな曖あい昧まいで不確かなものに惑まどわされることなく、井澄は舞まい神しんの化け身しんとして舞いに一生を捧ささげて生きていくことが、生まれたときから定められている。すべてを擲なげうっても、舞いから離はなれることはできない。

　それが、井澄の背負う業ごうだ。

「お前は多分、俺と同類だ。俺にはわかる」

　はっと白火が顔を上げる。

　舞いに取り憑つかれた人間──そういう意味で井澄が口にした言葉が、白火を意外な方向から斬きりつけた。

　蒼馬が。

『お前の舞いは井澄のほうが合う』

　わかっている。

　舞いでは多分、蒼馬よりも井澄のほうが白火に合っている。それは事実だ。

　井澄とは、資質的に似ている部分が大きいのだろう。感覚も似ているし、共に舞っていると、互たがいが溶とけ合うような一体感が強い。穏おだやかで優美な波が広がって、それが観みている人間をも心地ここちよく酔よわせる。

　──でも、そうじゃないのに。

　白火と蒼馬の舞いには、どこか闘たたかいが潜ひそんでいて、切せつ磋さ琢たく磨まする間あいだ柄がら──とでも言うのだろうか。

　どちらも良いことで、較くらべられることではない。

　だが白火が言いたいのは、そういうことではない。

　──舞いが合うことと、井澄太た夫ゆうと夫婦になることとは問題が違う。

　もう、本質からして違うのだ。

　けれど、井澄は永観座の伝統のために白火を欲ほつしている。白火は蒼馬の無事だけを祈いのる。蒼馬は白火を捨てた。

　舞まい扇おうぎしか持たない井澄の手が、再び白火に向かって伸のばされる。

「来い」

「──や……っ」










　刀の鍔つばと鞘さやが触ふれ合う金属音がして、その気配が素す早ばやく白火と井澄の間に割って入る。

「取り引きの話にしても、随ずい分ぶんと無ぶ粋すいなことだ」

　降りかかってきた低く艶つややかな声こわ音ねに、ぎゅっと身を縮めていた白火が顔を上げた。

　伽きや羅らの香こうがふわりと香かおる。蒼馬のあの香でないことに、内心ひどく落らく胆たんしている自分を殴なぐりつけたい気持ちだった。

　未練がましいにも程ほどがあるし、帯刀にも失礼だ。

　剣つるぎの皇子、そして氷の皇子──と。

　宮中でも一目置かれているのはその美び貌ぼうのためだけではなく、まさに氷のごとき剣つるぎを携たずさえて、情け容よう赦しやのない腕うで前まえを誇ほこっているからだ。そして、年若い帝みかどの後見役でもある。

　白火を庇かばうようにして立った帯刀が、井澄を冷ややかな眼差しで睥へい睨げいする。白火が怯えているのを見て取り、ますます瞳ひとみの奥の青い炎ほのおを燃え滾たぎらせる。帯刀の右手は、いつでも鞘走らせることができるよう刀に軽く触れていた。

　追いついた静凪が、突とつ如じよ部屋に踏ふみ込んだ高位の青年相手に嚙かみついてくる。

「どなたです。制止を振ふり切っていきなり入るなど、無礼でしょう」

「帯刀さま」

　静凪の声と白火の声が同時に上がる。時ならぬ乱入者の姿にわずかに瞠どう目もくしていた井澄が、軽く礼を取った。

「式しき部ぶ卿きようの宮みやか。珍めずらしいところでお目にかかる」

「式部卿宮……？　帝の後見をしていらっしゃるという、あの……？」

　静凪に眼差しで尋たずねられ、井澄が軽く頷いた。

「宮中で舞った際に拝見したことがある。間ま違ちがいない」

「白火。この者たちは何だ」

「……」

　帯刀は、井澄たちを端はなから相手にしない。銀のきらめきの双そう眸ぼうが、白火を射い貫ぬくようにまっすぐに見つめる。

　その一瞬。

　しっかりしろ、と背中を押されたような気がした。

　我に返って、白火は己を取り戻もどした。

　──しっかりしなくては。

　今の白火は、柚木座を背負っているのだ。

「──この方々は」

　立ち上がり、誰だれよりも身分の高い帯刀を迎むかえ入れつつ答える。

「永観座の井澄太夫と、井澄太夫の乳ち兄きよう弟だいで幹部の静凪さんです」

　永観座の座員ともなれば、改めて名乗る機会などそうそうない。しかも、柚木座が天覧能を主しゆ催さいするまで、宮中で舞まわれる舞いはすべて永観座のものだった。

　鼻白んだ静凪の気配に、帯刀は気づかない。

「井澄と申す」

「……以後お見知りおきのほど、よろしく願い上げます」

　井澄はなにを考えているのかわからない無表情のまま、静凪はわずかに屈くつ辱じよくを感じた顔で唇くちびるを嚙んで、それでも優ゆう雅がに平へい伏ふくする。そのしぐさはさすがに老舗しにせの一座だけあって、帯刀は目を眇すがめる。

　控ひかえている男のほうが、剣を持たせてみたいほどの気き迫はくに満ちている。

　──殺気、であったな。

　恭きよう順じゆんを示しながら、ほんの一瞬向けられた敵意を帯刀は見み逃のがさなかった。

「帯刀さま、永観座の舞いはご覧になったことはおありですか？　凄いんですよ」

　帯刀の腕うでが、白火の腰こしにするりと回る。そのまま隣となりに座らせられ、ごく自然なしぐさで密着させられて、白火は気づいた。いつもの帯刀はこんなふうに触れる人ではない。見せびらかすような──見せつけるような。

　薄うすい唇が、白火の睫まつげに当然のように軽く触れる。

「私は、そなた以外の舞いに興味はない」

「帯刀さま……」

　帯刀が相手を煽あおっている。身分も権力も並ぶ者のない帯刀自らが、永観座の申し出を真っ向から受けて立っている。

　──帯刀さま、話、聞いていたんだ……。

　帯刀の腕の中で、白火は無意識のうちにそっと身体からだの力を抜ぬいた。

　色々ありすぎて、張り詰つめていた気が緩ゆるんでしまうとそう簡単には締しめ直せない。眠ねむ気けとは違ちがう、くらりとした目眩めまいが白火を襲おそう。

「──…………っ」

　くったりと、力なく帯刀の胸にもたれかかる。

　力強い腕が、もう大だい丈じよう夫ぶだと白火を片手で抱だき寄せた。そのまま立ち上がり、両りよう腕うでで白火を横抱きに抱き上げてしまう。

「え、わ!?」

　ふわっと身体が浮うかび上がるような感覚に驚おどろいたものの、目眩がひどくなって抵てい抗こうできない。

「要は、柚木座を存続させればいいのだな。それならば、私で充じゆう分ぶんだ。そなたらの出る幕ではない」

　その言葉には、静凪も黙だまってはいられなかった。

「失敬な！　大体これは我ら舞い人の問題です。何の関係もない貴男あなたが出──」

「控えよ」

　命じることに慣れた、驕きよう慢まんなほどの強ごう引いんさ。それを生まれたときから身につけている皇子の迫はく力りよくに太刀たち打ちできる人間はそうはいない。

「私は白火の後見人だ。そうだろう、白火」

　肩かた口ぐちに顔を押し当ててじっとしている白火に、愛いとしげに囁ささやきかける。白火は子供のように、帯刀に身を委ゆだねているように見える。

　満足げな微び笑しようを浮かべ、帯刀は部屋を後にした。

　残された青年ふたりのそれぞれ異なる表情を、気にかけることすらなく。










　ぎいぎいと、牛ぎつ車しやが揺ゆれる。

　──荷車を引く音に、似ている。

　京に上がってくるまでは旅暮らしだったから、荷車の音は白火にとって馴な染じみ深いものだ。帯刀の腕に抱かれたまま、白火はぴくりとも動かない。子こ守もり歌うた代わりに聞いていた音に、少し心が落ち着いて目眩が治まっていく。

　陽ひが傾かたむいて、今いま頃ごろ町中は夕ゆう餉げの支し度たくの頃ころ合あいだろうか。物見窓がきっちりと閉とざされているのでわからない。

　硬こう直ちよくしたように身体が不自然に強こわばっている。その理由を察したのか、帯刀がそっと囁きかけた。

「怖こわい思いをしたのか」

　息を詰めて真っ赤になった顔が、不意にくしゃりと歪ゆがむのが自分でもわかった。

　井澄の申し出が白火に与あたえたのは、純じゆん粋すいな恐きよう怖ふだった。

　蒼馬以外からの求愛を、白火は異常なほどに恐おそれている。蒼馬以外の男性を拒きよ絶ぜつしているようだった。

　まだ蕾つぼみの乙女おとめらしいその怯おびえを、帯刀は聡さとく読み取り、理解する。

　他人の考えていることなどちっともわからないのに、白火のことだけはわかる。否いな、わかりたいと努力している。

　白火を怯えさせたあの永観座の人間を処しよ罰ばつしてやりたいほどだったが、きっとそれは白火が望まない。

　──白火が見ていなければ、刀の錆さびにしてやったものを。

　ちらりと物ぶつ騒そうなことを考えつつ、帯刀は白火を宥なだめることに専念した。

「耐たえる必要はない」

「…………う、く」

　せめてもの抵抗なのか、白火が唇を嚙んで息を詰めている。

「息をせよ」

　泣くまいとするかのようにこらえてこらえて、大きくしゃくり上げて。

　決けつ壊かいする。細い指先が、縋すがるものを求めて帯刀の胸の辺りを摑つかんだ。

　わああああ、と。

　嗚咽混じりの悲鳴は、喉のどから迸ほとばしるものだけではなかった。体中だった。幼子が迷子になって泣いているときのように、全身で悲しみを表現する。

　声も涙なみだも、帯刀の広い胸がすべてを引き受けてくれたから、白火は糸が切れたようにわんわんと泣き続けた。こんなふうに泣いたのは久しぶりだ。物心ついたころから、こんなふうに大泣きしたことはなかったように思う。不安で不安でたまらなくて、ひたすら喚わめくように泣き叫さけぶのは。

　泣き虫だとからかわれることはあったし、少し自覚もしているのだけれど。

　白火の涙るい腺せんは本当に弱い。

　不安ばかりが募つのる。泣くたびに、心が追い詰められていく。寂さびしさに耐える壁かべが薄く薄く削けずられていき、壊こわれるのももはや時間の問題だった。

「こんなになるまで耐えなくとも……また、泣くのを我が慢まんしていたのか」

　帯刀がほとほと呆あきれたような、苦りきった表情を浮かべる。泣きじゃくる白火を抱き締めてよいものか、しばし迷う。剣けんを持たせたら比ひ肩けんする者のない冷れい徹てつな腕が、今はどうしたらいいのかわからず、中ちゆう途と半はん端ぱな位置で固まる。

「まったく……目が離はなせぬ」

　不思議なほど優しいそのつぶやきも、今の白火には聞こえていなかった。全身の水分がなくなるのではないかと思うほどしゃくり上げて、苦しさに咳せき込み、また涙を盛大に溢あふれさせる。

　涙は涸かれない。どこから湧わいて出るのかと思うほど尽つきない。

「そなたは随ずい分ぶんと怖がりになった。……私は、どうしたら良いのであろうな」

　しゃくり上げるのを止め、小さな身体がひくひくと小刻みに震ふるえ始める。

　帯刀は、静かに白火の稲いな穂ほの輝かがやきの髪かみを撫なでた。

「話は聞いていたが、永観座の言うことも一理ある」

　びく、と白火が身体を強こわ張ばらせる。

　──そうではない。

　傷つけるつもりも、追い詰めるつもりもないのだ。

　そう思っていても、それをどうやって伝えたらいいのかわからない。

　帯刀にできることは、ひたすら誠実でいることだけだ。

「そなたを守り続けるためには、理由が必要なのだ」

　白火を守るための、何よりも拘こう束そく力の強い大義名分が。

「祝しゆう言げんを挙げて私の妻となれば、私はどんなことからもそなたを守ってやれる」

　後見人としての力には限りがある。

　白火が庇ひ護ごされることをすべて受け入れるためには、夫婦という絆きずなが必要だ。

　永観座も、そういう意味もこめて白火を妻に迎むかえようとしたのだろう。

　柚木座そのものに直接手出しすることはできなくても、白火を通してなら力が及およぶ。白火が受け入れなければ、さすがに帯刀もこれ以上は柚木座に手出しできないのだ。

「私にそなたを守らせよ。すぐに答えを出さなくとも良い。心の片かた隅すみに入れておけばそれで良い」

　柚木座を庇護してやるためにも、そして、白火を守るためにも。

　小さな耳みみ朶たぶに言葉を吹ふきこむようにして囁きかける。

　牛車の揺れが止まった。

「着いたか」

　柚木座から連れ出されたときと同じように、そっと抱き上げられて運ばれる。白火は完全に無抵抗だ。

　──帯刀さまの、妻に。

　色々と張り詰つめていたものが切れてしまったのだろうか。

　だらりと垂らされた脚あしが、力なく揺れる。強風に翻ほん弄ろうされる桜の花のように。
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　伽きや羅らの香かおりのする部屋の中にうずくまり、白火はずっと泣いていた。身体からだを丸めて赤子のように。

　誰だれかがずっと頭を撫でてくれていて、その感かん触しよくが心地ここちよい。

　ふわりと立ち上る伽羅の香こうも、白火を安心させた。

　白絹の褥しとねに横たわり、白火は泣き疲つかれて掠かすれた声で呟つぶやく。

「帰らなくちゃ……」

　上うわ掛がけを目の上まで引き被かぶっているせいか、声がくぐもる。閉じこもっている感覚が、今は安心できる。危険を感じて巣ごもる小さな動物のように。

「どこへ？」

　尋たずねてくる声は低く深くて、耳に心地よい。

　なにかに似ている──そうだ、あの琵び琶わの音色にそっくりだ。

　──この人は、誰だろう。

　ぼんやりとそう思いながら、自然と答えを返す。

「柚木座、に……。有楽太た夫ゆうに、心配かけるわけにはいかないから。柚木座は蒼馬さまの座だから。オレが守らなくちゃ」

　透すき通るようなその呟きに、一いつ瞬しゆん相手が黙だまり込むのが気配でわかった。目は閉じているのか、何も見えない。不安にはならない。白くてふわりと全身を包む暖かさに、不安を感じるわけがない。

「そなたが案ずることはない」

　落ち着いた声が、白火をやんわりと包み込む。

　──オレ、どうしてここにいるんだっけ。

　ここはどこだろう。この人は誰だろう。あの残り香がと煙草たばこの匂においのしない、けれどもこんなふうに白火のことを優しく呼ぶ人は。

「今はとにかく、すべてを忘れて眠ねむるが良い。そなたを苦しめるものすべて、私が追い払はらってやる」

　星が瞬またたきながら降り落ちるような、三日月が夜よ露つゆに濡ぬれたような。

　しっとりと艶つやを含ふくんだ琵琶の音が聞こえる。

　耳に染しみこんでいく澄すんだ音色は、優しくて落ち着く。笛のように切り裂さく鋭するどさもなく、鼓つづみのように空気を揺ゆらがせもしない。精せい緻ちな細工で仕立てられた琵琶は、どこまでも繊せん細さいな音を奏かなでていく。

　──この人の琵琶は、悪夢を追い払ってくれる。

　唐とう突とつにそのことを思い出した。以前、そんなようなことがあった気がする。

「私に任せよ。そなたのことも柚木座のことも──何もかも、そなたが望むように取り計らおう。そなたが望むのであれば、あの男のことにもできる限りの便べん宜ぎを図はかる」

　とろりと眠ねむ気けが押し寄せてきて、白火はうつらうつらと瞼まぶたを揺らす。

「そう言えば柚木座が、そなたのことを案じて消息を尋ねてきたぞ。そなたは今休養が必要ゆえ取り次ぎはさせなかったが、会いたかったか？　隼人と言ったか、あの男」

「会う……？　誰、に……？」

　涙なみだに濡れた声が、ゆっくりと眠りの中に堕おちていく。

　すうすうと、小さな小さな寝ね息いきが聞こえる。

「ようやく眠れたか」

　帯刀は、ずっと手にしていた琵琶を置いた。

　今はともかくゆっくりと休ませて、話はそれからだ。柚木座を白火が守り抜ぬきたいというのなら、帯刀は助力を惜おしみはしない。

「…………人の想おもいはままならぬものだな」

　低く低く呟いて、目線をつと母おも屋やから離はなれた庭の奥に向ける。

　白火のいる客間からは絶対に見えないが、遠く離れた東あずま屋やに蒼馬がいる。氷見の命令で、ずっと帯刀は蒼馬を匿かくまっている。もしそのことを知ったら、白火は何をおいても必ず蒼馬に会いに行くだろう。

「──教えてやることはできぬ」

　会わせたくない。蒼馬は白火をここまで悲しませた。もう二度と白火を近づけたくない。

　それに、帯刀は後見人を兼かねるとは言え氷見の臣下だ。命令には従わなくてはならない。ここに蒼馬がいることは、帯刀とカイと氷見しか知らない。世話をしている使用人も口の固い者だけを選んでいるし、東屋の中に上がることも禁じている。

　恋こいしい相手がすぐそばにいることを、白火は知らない。知らぬまま、帯刀の視線に守られて眠り続ける。

　やるせなさに、帯刀はふっと吐と息いきを零こぼした。

「カイ」

「はーい。呼んだあ？」

　どこかに出かけていた帰りだったのか、いつもより一いつ拍ぱく遅おくれてカイが姿を見せる。どれだけ動き回っても息の乱れや汗あせを見せない少年なのだが、身にまとった空気だけは隠かくせないようだった。帯刀の屋や敷しきとは縁えん遠どおい、緑深い土の匂いがする。

「……どこに行っていた」

「矢涼の兄さんと出かけてた。鬼おにの偽にせ物ものが粋いきがって暴れてるからお灸きゆうを据すえないといけないし、後先考えずに走り回ってるどこかの餓が鬼きもとっつかまえないといけないし、結構忙いそがしいよ」

　矢涼──その名は覚えている。

　確か、白火の生まれ育った日輪座の笛方の青年だ。

　生まれは役者の家いえ柄がらではないらしく、かなりの忍しのびの技わざを持っている。何故なぜあの腕うで前まえを持ちながら弱小一座の笛方などに甘んじているのかと疑問に思ったことはあるが、実際に話をしたことはなかった。

　矢涼も、白火のことを案じて独自に動いているという。蒼馬の件を突つき止められると厄やつ介かいなので、カイが見張りも兼ねて協力しているらしい。その辺りの動向は、カイ本人に任せている。

「で、どうかしたの？」

　カイに尋ねられ、帯刀はぽつりと問う。

「これが泣き止やまぬ」

「あらま、随ずい分ぶん憔しよう悴すいしちゃったねえ」

　飄ひよう々ひようとした口調を崩くずさないカイが、それでも少し心配そうに白火の顔を覗のぞきこんだ。物音に敏びん感かんな白火が、身動きひとつしない。

「俺もまだしばらくは姫ひめさんの相手してあげられないし──特効薬、連れて来ようか」










　駆かける、駆ける、駆ける。

　山育ちで鍛きたえた脚あしでも、一晩で千里の道は駆けられない。

　駆ける、駆ける、駆ける。

　豹太は息を乱しながらも走り続けた。

　去年の秋に骨折した足は、少し変な形に曲がって治った。傍はたから見てもわかりはしないが、少し左右の足にかかる負担を調整しないといけない。

「──ちくしょう。どこにいるってんだよ」

　紅が捕つかまって、豹太はすぐに文ふみを飛ばした。大江山に隠れ住んで以来連れん絡らくを絶ってはいたけれど、こういうときに豹太が頼たよることができるのはたったひとり。

　お頭かしら、と呼んでいたあの隻眼の青年だけだ。

「くっそ、山と匂いが全然違ちがってわかりづれえ……！」

　匂い、気配、噂うわさ、さまざまなものを嗅かぎ分けて、豹太は闇やみの中を走り回って懸けん命めいに紅の行方ゆくえを捜さがす。なのに全然見つからない。

　ぐい、と腕うでで鼻の下を拭ぬぐうと、少し離れたところから唐突に声をかけられた。

「……土つち蜘ぐ蛛もの餓鬼だな」

「誰だれだ!?」

　ばっと反応して辺りを見回すものの、気配がわからない。

「ここだ」

　複雑に路地が入り組んだ京の迷い道の、曲がり角からひとりの青年が溶とけ出すようにして現れる。屋根の上にいた豹太は思わず一歩後ずさる。

　敵か、味方か。

　──土蜘蛛の一族ではない。ということは、敵か。

　襲おそいかかろうと身構えた豹太に、青年が、くい、と顎あごをしゃくった。

「ついてこい。あの娘むすめの居所なら突き止めた」

「あの娘って、紅のことか？　何でお前が？　お前、何者だ？」

　戸と惑まどって説明を求める豹太に、青年はいっさい構おうとしなかった。重力など感じてもいなそうな速さで走り始めたので、豹太は慌あわてて後を追う。

　──こいつ、速はええ……っ！

　おとなしめで飾かざり気のない装束に身を包んだ青年は、余計なことは口にしない。名を名乗ろうとさえしなかった。

　ただ一言、

「白火の知り合いだ」

　とだけ、怒おこったように無愛想な声で告げた。

　声とは裏腹に、ひどく優やさしい目をしていた。










「──白火」

　カイの言うところの『特効薬』の効き目は絶大だった。

「どうしたの。なにがあったの。京中訳のわからない噂で持ちきりだし消息文くれて以来なんの連絡もないし、心配してたのよ！」

　部屋に入るなりとりあえず溜まった鬱うつ憤ぷんを一気に吐き出した朧おぼろは、白火が部屋の隅すみでうずくまっているのを見て、口を噤つぐんだ。

　こういう白火はよく知っている。白火は小さいころから、悲しいことがあると狭せまいところや隅に籠こもりたがる。狭いところのほうがなんだか落ち着くのは、朧もよくわかる。

　──あんまり良い精神状態じゃなさそうね。

　ゆっくりと白火に近づき、朧はそっと声の調子を落とした。

「どうしたの白火。何があったの？」

「おぼ、ろ……」

　人目につかないように帯刀の屋敷までやってきた朧に、白火は顔を上げるなりしがみついた。

「朧…………！」

　屋敷の主は宮中に出仕して、席を外している。白火と朧をふたりだけにしたほうがゆっくり話もできるだろうからと気を回したのだ。

「ひっどい顔色しているわねえ。一体どうしたっていうの。すっかりやつれちゃって……」

　どうしたの、と尋たずねながら、朧は本当はわかっている。

　京にはびこる噂話を、朧は直接耳にしている。

　耳にするだけでも気が重くなるような話ばかりで、それでも朧は表向き知らない振ふりを保ち続けてきた。

　実際の土蜘蛛にも、朧は会ったことがある。

　悪い人たちではなかった、と朧は思っている。少なくとも京の、くだらない噂話に明け暮れる人々よりはよほどましで、厳いかつい体つきや粗そ野やな服装、全身に刻まれた入れ墨ずみなどは目にするだけで確かに怖こわかったけれど、気の良い人たちばかりだった。朧も最初は怯おびえていたし、鬼が人の肉を食くらうという噂も信じていたのだけれど。

　そして、蒼馬の出生の秘密にも、朧は気づいている。

　白火が大打だ撃げきを受けているであろうこともわかっていたけれど、検け非び違い使したちに阻はばまれて柚木座に入ることもできなかったのだ。
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「会えて良かったわ」

「────うん」

　少し落ち着いたのか、白火が返事を返し始める。

　ぐす、と鼻を鳴らし、白火が途と切ぎれ途切れに説明を始めた。

「有楽太た夫ゆうのお加減、どうなの？」

「心臓の、病だ……。心労が、一番良くないって」

「……でしょうね」

「ようやく少し回復し始めたみたいだって、隼人さんが文をくれた」

　有楽太夫が倒たおれた辺りまでは、白火が割合こまめに消息文を送っていたので、朧も知っている。

「有楽太夫が倒れたってことは京中に知れ渡わたっているわ。それでも蒼馬さまは戻もどって来ないんでしょ……」

　白火にとって初めての恋こいが、こんなふうになったことが、朧も未いまだに信じられない。

　蒼馬は白火をずっと守ってくれると信じていた。

　こんなふうに無む惨ざんな終わり方をしたこと自体耳を疑うほどだったが、白火のこの有様がすべてを如によ実じつに物語る。

「白火はどうしたいの？」

　泣きすぎた白火が頭が痛いというので褥しとねに横たわらせ、朧はその横に座る。

「朧……オレね、ずっと考えてた」

「なあに？」

　腫はれた目を冷たく絞しぼった手しゆ巾きんで冷やして、白火の目め尻じりからはそれでもなお涙なみだが一筋こぼれ落ちる。

　白火は、今までにあったことをすべて朧に話した。

　白火の説明なので訥とつ々とつとしていて要領もあまり良いとは言えなかったけれど、朧は的確に状じよう況きようを把は握あくしていく。

　白火は言葉を選ぶのは下手へただが、細かいところまでよく見ているので話し方に慣れてしまえばわかりやすい。

　押し寄せてきた出来事の中で一番つらかったのは、やはり、蒼馬にいきなり切り捨てられたことだ。白火の舞まいは、井澄のほうが合うとまで言った。

「移い籍せきのときに悩なやんだことも、全部、一言で覆くつがえされてしまって。なにが起きたのかさえわからなくて、あのとき、何も言えなかった」

　咄とつ嗟さに声が出たなら、言葉が出たなら。

「引き留めたかった……。出て行かれるより、出て行けって言われたほうがよっぽどましだった」

「……うん」

　一時は、蒼馬を恨うらみさえした。恋の恨みは誰にだって深く根づく。道どう成じよう寺じの姫ひめの蛇へびの鱗うろこは、女なら誰しも心の奥に秘ひめている。

　でも白火は、ふと気づいたのだ。

「蒼馬さま、オレたちを捨てたんじゃなくて、オレたちを守るために、わざと冷たい言い方したんじゃないかな、って。……都合が良すぎるかな、そんな考え方」

　じっと、朧は白火の話を聞いている。

「守るため？」

「うん。……夢を見すぎかな。でも、オレが好きになった蒼馬さまって、そういう人なんだ。自分が苦しいことになっても、絶対にオレを……柚木座を、守ろうとしてくれると思う」

「────そうね」

　ここが白火のすごいところだ、と朧は思う。

　一度信じた相手のことは絶対に疑わない。

　ここまで純じゆん粋すいに好意を寄せられて、拒こばみきれる人間は少ないだろう。

　蒼馬も、白火のこの想おもいに誠心誠意こたえていたように思う。

　瓦かわら版ばんなどで華はなやかな醜しゆう聞ぶんには事欠かなかった人らしいと聞いて、しばらくの間朧は蒼馬のことを信用していなかったのだけれど。

「それで、白火はどうするの？」

　牛ぎつ車しやの中で帯刀に言われた言葉を、白火ははっきりと覚えている。

『私にそなたを守らせよ』

　帯刀の妻になれば、白火はきっと守ってもらえる。柚木座のことも、白火が頼たのめば帯刀は断らない。

　だが。

　──帯刀さまが得るものなんて、なにもないのに。

　手に入るのは白火ひとり。

　財産もなければ身分もない。舞いを取ったらそれこそなにもない。

　そんな白火を、帯刀はわざわざ娶めとろうとしてくれている。

　──帯刀さまは、優やさしい。

　白火を柚木座ごと助けようと手を差し伸のべてくれている。

　帯刀には悪いと思いつつ、白火はその優しさに甘えることにした。

　祝しゆう言げんということが気になったけれども、帯刀にもしこの後好きな女性ができて婚こん礼れいを挙げたいということになれば、白火はいつでも身を退ひくつもりだ。帯刀の幸せまで奪うばうような真似まねはできない。

　それでも今は、その力を借りたい。柚木座を守るために、帯刀の力が必要だった。

　そして白火は白火なりに、その恩に報いていきたい。

「──朧」

「なあに？」

「決めた」

　すべてを吹ふっ切って、白火がさっぱりとした表情を浮うかべる。

　白火がこういう顔をするときは、ろくなことを言い出さないときだ。十六年の付き合いで、朧は充分過ぎるほどそれを知っている。

「蒼馬さまがすべてを守ろうとしたように。オレも、守る。柚み木ん座なを」

　朧の予感は的中した。

「帯刀さまの申し入れを、受ける……！」

「なんですってえ～っ!?」










「話とは？」

　朧はすごい勢いで反対したが、白火も譲ゆずらなかった。

『どうしてこれ以上白火が犠牲になる必要があるの!?』

　白火は、自分が犠牲になるなんて思っていない。ただ、できることをやるだけだ。

　当然の結果話し合いは平行線を辿たどり、日が暮れて渋しぶ々しぶ朧が日輪座に戻ってから、白火はひとり、帯刀の帰りを待った。

　これからも細かく文ふみを送ることを半ば強制的に約束させられたが、朧にはまた頻ひん繁ぱんに会えることになりそうで、その事実に安心する。柚木座に居る間は朧に迷めい惑わくがかかるといけないと思って我が慢まんしていたが、帯刀の屋や敷しきにいる間はその心配だけはしなくていい。

　苦しいことを吐はき出せる相手、話すことのできる相手がいるのといないのとでは、負担が全然違ちがう。

　たとえ帯刀との祝言を猛もう烈れつに反対されているとしても、朧がそばにいてくれるのは心強かった。

「そなたの幼なじみとは、存分に話ができたのか？」

「あ、はい！　ありがとうございました」

　自然と白火の面おも差ざしに微笑ほほえみが浮かぶ。そんな笑え顔がおを見るのは久しぶりで、帯刀はつと目を細めた。

　──白火の心を、短時間でここまで解きほぐすとは。

　それほどあの朧という少女に会えたのが嬉うれしかったのかと、半ば感心する。

「帯刀さまは井澄太た夫ゆうの目の前で、『柚木座を存続させる』とおっしゃいました。今でもそのお気持ちに変わりはないでしょうか」

　よほど緊きん張ちようしているのか、白火がかしこまった物言いをする様子が新しん鮮せんだ。

「──そなたが望むのであれば」

「では、お願い申し上げます。柚木座が……有楽太夫が処分を受けることになるかもしれないとの話を聞きました。何とぞ処分のなきよう、お願いいたします」

「太夫が処分と……？　そのような話は、宮中では出ておらぬ」

　これはれっきとした事実だ。

　蒼馬の素す性じようをはっきりさせなかった有楽に罰ばつを求める輩やからもいたが、氷見と帯刀ですべてねじ伏ふせた。

「本当ですか!?」

　白火が、ぱっと顔を輝かがやかせた。

　この、己おのれの感情にすなおでころころと変わる表情に帯刀は強く惹ひかれる。泣いている顔も可愛かわいらしかったが、やはり帯刀は白火の笑顔が見たい。

「だが、わかっているか？」

「──はい」

　慎しん重ちように問われたその声に、白火は大きな目を瞬かせてはっきりと頷うなずいた。

　覚かく悟ごを決めたつもりでも、声が震ふるえるのは仕方ない。この高貴な人の妻になるなんて、考えたこともなかった。以前の帯刀は、白火を戯たわむれに摘つみ取る花のように無造作に、強引に自分のものにしようとした。

　──帯刀さまなら。

　大丈夫だと思う。信頼できる。井澄と一緒にいても緊張するだけだけれど、帯刀は白火を安心させる。

　──だから、大丈夫……！

「でも、ひとつ──ひとつだけ、約束してください」

「なんだ」

　こんなふうに新にい妻づまが必死になって懇こん願がんしてくるのなら、帯刀はどんな願いでも受け入れたい。そう考えている。

「もし、帯刀さまにこの先、本当に祝言を挙げたい女性が現れたりしたら、すぐにおっしゃってください。帯刀さまの幸せを、邪じや魔ますることはしたくないんです」

　白火なりに真しん剣けんに考えた結果なのだろう。

　いじらしさに、帯刀は頰ほおを緩ゆるめた。

「……愚おろかなことを」

　白火の心が自分にないことを、帯刀は知っている。

　悲しそうな目で、白火がじっと帯刀を見上げた。

「時間が、かかるかもしれませんけど」

「…………」

「帯刀さまの理想の妻になれるように、努力しますから」

　一いち途ずな想おもいを集めて固めて少女の形にしたような、白火の健けな気げさが帯刀の心を深く打つ。

「焦あせることはない。そなたが私を愛するようになるまで、私はいつまででも待つ」

「オレ、帯刀さまに甘えてばっかりです」

「甘えられることに不満はない」

　硬かたい物言いが帯刀らしくて、白火が小さく笑った。

「永観座の太夫に求愛されて、そなたは怯おびえていた。だから同じ轍てつは踏ふむまいと己を戒いましめていたのだが」

　帯刀はあくまで白火を怯えさせないように、そっと間合いを詰つめる。白火はじっと、帯刀の双そう眸ぼうから目を離はなさない。無防備に、ただただ、じっと。

　帯刀の心の奥深くが大きく震えた。

　──もう、引き返すことはできぬ。どれほど泣かれようと。

　ごくりと固かた唾ずを吞んで、帯刀の喉のどが大きく一回上下する。

「最後にもう一度問う」

「はい」

「そなたは……それで、いいのだな」

　白火もゆっくりと息をして、余計な力を肩かたから振ふり落としてからこっくりと頷いた。

「はい」

　ふわり、と。

　包み込まれる。

　伽きや羅らの香こうをまとった長い腕うでが、白火を痛いほど強く抱だき締しめた。この世でもっとも大切なものに触ふれるように、全身全霊で護まもられている。そんな思いを感じる。

　近く近く触れ合っているので、帯刀の心臓の鼓こ動どうが伝わってきた。とくとくとくとくと、いつもより早はや鐘がねを打っている。冷静な皇子の、秘めた心の熱が伝わってくるような鼓動だった。

　白火もつられて脈が速くなっていく。こめかみが少し痛い。

「祝しゆう言げんを挙げたら」

　帯刀の胸に埋うずもれたまま、その言葉を聞く。

「私以外の男を見ることは許さぬぞ」

　こく、と白火は伽羅の香の中で再び頷く。

　これでいいのだ。

　帯刀の腕に身を預け、白火はゆっくりと目を閉じた。

「急がなくていい。ただ……私から、逃にげるな」

　もう、声にならない。

　白火の小さく震えて戦慄わななく唇くちびるに、帯刀はそっと己の唇を重ねた。

　誓ちかうような、神聖な触れ方だった。










　足を搦からめる鎖くさりを気にも留めず、紅は何度も何度も石の壁かべに爪つめを立てる。少しでも出っ張りのある場所に手をかけ、爪が剝はがれそうになっても気にすることなく、ひたすら身体からだに、壁を登る感覚を覚え込ませる。

　床ゆかと足とを繫つなぐ鎖が伸のびきってしまったら降りるしかないのだけれど、何度も練習をして、手の爪にも足の爪にも血が滲にじんでいる。登っても、格こう子しの嵌はめ込まれた窓から抜ぬけ出せるはずはないが、それでもじっとしてはいられない。

「格子を外したら、抜け出せるかしら」

「馬ば鹿か、外からじゃなきゃ外れねえよ」

　いきなり答えが返ってきて、紅は一いつ瞬しゆん息を吞のんだ。

「もうちょっと待ってな。今外すから」

　夜の帳とばりに包まれた中、格子の向こうから聞こえてくる豹太の声は、いつもと様子がまったく変わらない。一月も経たっていないのに、ひどく懐なつかしく感じる。

　紅は、くしゃりと泣き笑いに顔を歪ゆがませながら小窓の向こうにいる相手を見つめた。

「豹太。──待ちくたびれちゃったわよ」




　　　　[image: ]




「祝言の前に裳も着ぎを済ませなくては」

　祝言を承知したその日から、白火は帯刀の許嫁いいなずけとして扱あつかわれることになり、客間も出た。

「裳着……？」

　聞き慣れない儀ぎ式しきに、白火はきょとんと目を瞬またたかせる。

「どういう儀式なのですか？」

　帯刀は宮中に出仕していないときは頻ひん繁ぱんに白火のもとを訪おとずれ、なんだか忙いそがしそうだ。

　婚こん約やくしたとはいえ、白火と帯刀の関係は基本的に変わっていない。

　装束も本当ならば普ふ段だん着ぎから女物に改めなくてはならないところだが、これも帯刀は急がなかった。

　ゆっくりと、白火の速さで進めていけばいいと言う。

「女によ人にんの成人の祝いだ。裳を着け、その日を境に成人と認められる。男の元服に近い」

　元服の儀式なら、白火も聞いたことがある。貴族や商人などの裕ゆう福ふくな層は、そうやって子供の成人を祝うのだと。

　けれど白火はそんな余よ裕ゆうのある生まれではないし、裳着などというものは聞いたこともなかった。

　帯刀は白火を、客用の部屋から北の対へ移した。本来ならば身分高い男性の正妻が住む建物だが、貴族たちのそんな風習を白火は知らない。帯刀に指示されるがままに部屋の中央に立ち、数人の侍じ女じよたちが忙しく行き来するのをじっと見ている。

「腰こし結ゆい役を招き、知ち己きも招いて成人を賑にぎやかに祝うものだが、我が家の場合は少し異なる」

　貴族の中でも皇族にはそれぞれに、独自の風習や習慣があるのだという。

　貴族の姫ひめたちは裳着を済ませると同時に祝言を挙げることが多いので、めでたいと人々の耳じ目もくが集まるものだが、帯刀の浮世離れした雰ふん囲い気きはどうやら家系らしい。

「代々、腰結いは夫となる者が務める」

　白火が侍女たちに着つけられているのは、大きく裾すそを広げて着る袿うちきを幾いく重えにも重ねた装束だった。貴族の女性たちの正装なのだという。

　色合わせは、濃こいめの黄地に金糸で刺し繡しゆうがしてある衣ころもの上に、黄色、黄色、紅、薄うす紅こう梅ばい、紅と重ねて、最後に一番豪ごう華かな染めの紅の衣を重ねる。鮮あざやかで豪華な組み合わせで、濃こい赤あかが白火の白はく皙せきの肌はだによく映はえた。この襲かさねは、山やま吹ぶきという重ね方だそうだ。

　髪かみはおろして解き流している。

　椿つばき油で梳すいただけでつやつやとした艶つやが増し、何の飾かざりも必要ないくらいだった。縁えん起ぎものの鼈べつ甲こうの簪かんざしを、侍女たちがどこに挿さそうかと思案する。

　裳というのは薄うすい生き地じで出来ていてひらひらと頼たよりなく、まるで蝶ちようの羽根をつけているかのようだった。重さはまったく感じない。

　わずかに身じろいでもふわふわと広がる裾を侍女たちが跪ひざまずいて形よく整え、腰の前に回した紐ひもも女性の手で結ばれる。可愛かわいらしい形に結われた結び目が完成してから、帯刀が裳の紐に手を添そえる。こうして裳を初めて着けることで、初めて成人女性として認められるのだという。

「終わったぞ。座るが良い」

「……はい」

　衣い裳しようが重いのだろう。ふらふらと覚おぼ束つかない足取りの白火に、帯刀は忍しのび笑いを隠かくせない。

　真新しい絹地はやわらかくまとわりついて、春衣とはいえかなりの重さになる。綿の入ったふんわりとした茣ご蓙ざを侍女が用意し、その上に、裳も裾すそを絡からめないよう注意しながら腰を下ろす。

　どうすることもできずちんまりと座っている白火を、帯刀は一歩下がって存分に眺ながめた。

　──重そうだな。

　袿を五領重ねるのは、由緒正しい礼装だ。袖そでも裾も幾重にも重なって大きく広がる衣の中に白火はまるで埋もれるようにして座っていて、線の細さが際きわ立だつ。宮中の女人たちのように豊満ではないので、余計に細さが目立ってしまうようだ。

　幼い子供が大人の真似まねをしているときのような愛くるしさと、乙女おとめの匂におやかさが混じり合って、儚はかないほどに可か憐れんな姿だった。

　いつもの軽装とは全然違ちがうので困こん惑わくしているらしい様子も可愛かった。少しでも動くとまとわりつく裳を、しきりに気にしている。

「疲つかれたか」

「いえ……儀式っていうから、もっと大変なのかと思っていました」

「我が家の裳着は、着つけさえ済めば、それでほぼ終わりだ。普ふ通つうはこのあと、客人を招いての宴うたげとなる」

　そして祝言、新にい手た枕まくらと続くのだが、わざわざ白火を警けい戒かいさせるようなことを口にするつもりはない。

　真向かいに腰を下ろし、帯刀は成人した白火の姿を感かん慨がい深く見つめる。白火はじっと所在なさそうに、袖に見え隠れする己おのれの指先に目を落としていた。

「……白火」

「はい」

　屋や敷しきに引き取ってからというもの、帯刀はどこか不安だ。

　白火が、どんどん透すき通っていっているような気がする。かぐや姫が月に帰っていってしまったように、白火もいつか、忽こつ然ぜんと姿を消してしまうのではないだろうか。

　そんなはずはないと理性でわかってはいても、おかしな不安が消えない。

　笑っているのに。

　いつもと変わりなく──いや、以前よりもよく笑うし、にこにこと愛らしく、帯刀に甘えるような態度さえ取る。だがその奥で白火の心がずっと泣いているように思えて仕方ない。

　──……あの男がいないのが、それほどつらいのか。

　だが帯刀は白火に蒼馬のことを忘れさせ、自分のことを夫として愛させると決めた。決めたからにはもう迷わない。白火は帯刀のものだ。

　そっと小さな手を取る。

　こんなにも衣を重ねているのに、その手は冷え切っていた。

　温めるように大きなてのひらの中に包み込み、手ごと引き寄せる。

「──帯刀さま……？」

　白火の手を自分の頰ほおに触ふれさせ、帯刀は吐と息いきに混ぜるようにして囁ささやいた。

「怯おびえさせているか？」

「いいえ」

　帯刀の触れ方は最初、ひどくぎこちなかった。

　今はこうした触れ合いが増えている。帯刀の身体からだは温かく、白火をいつも温めてくれる。

「──祝しゆう言げんの日取りを決めた。準備を始めさせている」

「はい」

「そなたを守るためだ」

「……はい」

　着々と、祝言の支し度たくは進んでいく。

　離はなれの東あずま屋やの蒼馬に、その知らせは届かない。










「だから、なんでいきなりこないなことになってんねや」

　豹太からの急ぎ文ふみが届いたのは、朱鬼がまだ西国の山奥にいる時だった。

　全国に散らばる土つち蜘ぐ蛛もを一族ごとに訪ねあてて、氷見に逆らう略りやく奪だつ行こう為いをやめるよう説得して回らなくてはならない。当然土蜘蛛には宮中の犬に成り下がったのかと罵ば倒とうされ、斬きりかかられもした。

　それをちぎっては投げちぎっては投げして、朱鬼の奮ふん闘とうは続いている。土蜘蛛と京の人間が最後のひとりまで憎にくみ合い殺し合うのではなく、和解の道を進むことを彼は選んだ。殺し合って滅ほろびる鬼おににはなりたくない──氷見にそう誓ちかいを立てて。

　そこへこの知らせだ。

「紅のやつ、時折とんでもない無む茶ちやしよるからな。一度とっ捕つかまえてきつう叱しかってやらなあかんか」

　故郷を焼かれて激げつ昂こうし、紅は一度朱鬼を裏切るような真似さえした。

　朱鬼がそれを許したのは、紅がまだ子供だからで、裏切ったその理由もわからなくはなかったからだ。

　あの見た目のせいで、紅は京にいたころひどい迫はく害がいを受けた。その心の傷が今も癒いえていない。

「……困ったやつや」

　大江山に残っていた鷹たかを飛ばして届けられたその知らせを無視することはできず、取るものもとりあえず京に戻もどってきた。瑪め瑙のうは途と中ちゆうまで連れてきていたが、大江山の根城跡あとに置いてきた。大江山なら瑪瑙も熟知しているし、京にもほど近い。

「間に合ったね。京にようこそ。土蜘蛛の兄さん」

「──お前には会いとうなかったわ」

　ひょっこりと目の前に顔を出してきたカイを見た途と端たん、朱鬼の脳のう裏りにいやな記き憶おくが蘇よみがえってくる。捕とらえられ、繫つながれ、鞭むち打うたれたことは忘れていない。

「うん。俺もあんたみたいな暑苦しい人間、大嫌きらいだよ。獣けもの並みで下手へたな誤ご魔ま化かしが利きかないし」

　ぶつくさとぼやいていた朱鬼の耳を、軽口めいたカイの本音が素す通どおりする。

　カイの背後、緑の梢こずえの陰かげに見覚えのある青年の姿を見つけて、朱鬼は思っていた以上に事態が大事らしいと悟さとった。矢涼まで出てきている。

　今は夜。

　朱鬼もカイも、闇やみに住む人間だ。明るい道を歩くのには慣れていない。

「氷見さまが呼んでるよ。明日の夜に宮中に来いって」

「──紅はどこや」

「今、豹太とかいうのが一いつ緒しよにいるから大だい丈じよう夫ぶでしょ。そっちは俺たちでなんとかするから、先に姫ひめさんのところへ行ってくれる？　柚木座の若わか太た夫ゆうが出しゆつ奔ぽんしちゃって、姫さん、皇子さまと祝言挙げることになってるんだけど、いまいち元気がないから」

　あっさりととんでもない爆ばく弾だんを落とされ、朱鬼は次の瞬しゆん間かん、怒ど髪はつ天をつく勢いで叫さけんでいた。

「いちからちゃんと説明せい、このど阿あ呆ほ！　蒼が出奔だの白火が帯刀と祝言だのて、そらどういうことや！」

　怒ど声せいに眠ねむりを妨さまたげられた山鳥たちが、慌あわてて夜空に飛び立っていく。

　びりびりと痺しびれる耳を両手で押さえたカイが、頭から湯気を出しかねない勢いの朱鬼を宥なだめにかかった。

「ちょっと落ち着いて、頼たのむから落ち着いて。ちゃんと話すから、ね？」










　季節は刻々と移り変わっていく。白火は素足に草ぞう履りを履はいて、庭先に出た。

　帯刀の屋敷で、白火は部屋を与あたえられてはいるものの、以前のように軟なん禁きんされてはいない。屋敷の中ならどこへ行くのも自由だし、柚木座に帰りたいと言えば帰れただろう。けれど白火はそうしなかった。帯刀の屋敷にずっと居て、柚木座や日輪座には折に触れて消息文を行き来させている。

　帯刀に向けると決めた心が揺ゆらぐような気がして、人にあまり会いたくなかった。

　柚木座は有楽が処分されることもなく、次の興行の準備を進めているという。帯刀がうまく取り計らってくれて、それを逐ちく一いち白火に教えてくれる。

　検け非び違い使しのほかに帯刀が護衛を差し向けたので、柚木座の座員たちは京の人たちから嫌いやがらせを受けたりすることもないと聞いて、白火はひとつ肩かたの荷が下りた。

　柚木座は、もう大丈夫だ。

　日輪座の興行が忙いそがしくて朧も今は時間がないが、落ち着いた頃ころにまた会えるだろう。

　晩春らしくよく晴れて、青い空が広がっている。

　春というよりは初夏に近い陽気に誘さそわれるようにして庭に出た白火は、久しぶりに太陽を見た気がして眩まぶしげに目を細めた。

　ぼんやりしている間にも、季節はきちんと巡めぐっているのだな、と実感する。少し汗あせばむほどの暖かさだ。つい先月まで、寒さに凍こごえていたのが噓うそのようだ。

　自分の舞まい扇おうぎを取り出そうとして──束つかの間迷う。

　逡しゆん巡じゆんした挙げ句、白火は蒼馬の藍あい染ぞめの舞扇を広げた。蒼馬の舞扇は特注品だから、白火には少し大きい。いつもと違ちがう感覚に、それでもすぐに慣れる。以前はよく蒼馬にねだって、この扇を使わせてもらっていた。




　──花ぞ散りける　花ぞ散りける　花ぞ散りける


（「道どう成じよう寺じ」より）





　無心に、陽光のきらめきを冠かんむりに戴いただいて、ひたすら無心に。

　きらきらとしたものが溢あふれ出る、こぼれ落ちるようなその舞まいを観みるものは誰もいない。ここは帯刀の屋や敷しきの庭。京の中でももっとも安全な場所。

　舞うのは久しぶりだった。空気に乗って、白火の髪かみがさらりとなびく。

　普ふ段だんは稽けい古こ中でも技ぎ巧こうを凝こらしたり、舞ぶ台たいでは全体の出で来き栄ばえを考えたり、観客の気配を探さぐったり、舞っていても色々気にかかることは多い。そういう雑念の類たぐいを一いつ切さい打ち消して、ただ舞うことだけに身を任せる。

　技術を磨みがくためでもましてや楽しむためでもなく、身体が動くから舞うだけ。自然の流れに身を委ゆだねて。これこそが白火の本質の舞い。

　無む垢くなその舞いを観る者は誰もいない。

　神々にのみ捧ささげられる、白火の舞い。軋きしむような願いをこめて、一心不乱に舞い続ける。

　──神さま。

　視線の先に、蒼あおの軌き跡せき。空気に乗って、やわらかな曲線を描えがく。

　神々に捧げる舞いは供く物もつの代わり、祈いのりの代わりだ。

　祈りの舞いに『道成寺』は、似つかわしくないだろうか。

　けれど、恋こいの凄すさまじさを描いたものならこの舞いは絶品だ。

　小さいころ、白火はこの舞いが嫌きらいだった。

　蛇じや身しんに身を変えた姫は生まれつき腕うでに刻まれた蛇じや紋もんを思い起こさせたし、激しすぎる恋とその終しゆう焉えんは、白火の母、颯佐を思い起こさせたから。

　蒼馬と出会って、桜能で、ようやく母の想おもいを理解できた。天覧能のために書いた『桜さくら守もり』で、人の枠わくを越こえるほどの母の恋を、ほんの少し──羨うらやましいと思った。

　さまざまに降りかかってくる想いをすべて心の奥に溜ためて、白火は舞いの糧かてとしていく。舞い人としてごく自然に、息をするのと同じように、あらゆる感情を溜めていく。

　苦手だった『道成寺』が、今ではこんなにも白火の心に寄り添そう。

　恋を経験した女は誰でも、『道成寺』の姫の気持ちがわかるのかもしれない。

　──どうか、蒼馬さまをお守りください。蒼馬さまが京に戻って……柚木座に戻って来られるのなら。

　蒼馬は白火にときめきや訳の分からない熱さ、ぬくもりなどを存分に教えてくれた。家族や友人以外の人に向ける好きという気持ちも初めて知った。この好きは、一陽や朧、矢涼に向けるものとは違うし、他の誰へのものとも違う。能の世界で描かれているもの狂ぐるおしさを理解させてくれたのも蒼馬だった。

　恋から引き剝はがされることが、こんなにもつらいという事実も。

　想いは時に力となり勇気となるけれど、こんなにも苦しい思いをするのなら。

　いっそ、知らないほうがましだったかもしれない。

　苦しい。

　恋の苦しさに蛇身となった『道成寺』の姫は苦しくて苦しくて、ただひたすら救いを求めて。

　姫は恋しい男を焼き尽つくしてまで、共に居たかっただけなのかもしれない。




　──思へばこの鐘かね　恨うらめしやとて


（「道成寺」より）





　白火にとっても蒼馬は大切だが、柚木座にとっても蒼馬は欠かせない存在だ。

　今回、それをしみじみと実感した。

　柚木座をまとめる立場にある有楽も、普段は気き丈じような人なのに、未いまだ床とこ上あげできずにいると聞いている。心が塞ふさいで、それがもともと弱り始めていた心の臓に負担をかけているようだと、隼人からの文に書いてあった。蒼馬を実の息子むすこのように可愛かわいがってきただけに、気落ちも大きいのだろう。

　帯刀の力を頼たよれば、柚木座の存続はなんとかなりそうだ。だから、今の白火の気がかりはただひとつ。蒼馬の件だけだ。

　土つち蜘ぐ蛛もを、京は絶対に受け入れない。今の京はもう蒼馬にとって安全な場所ではないのだ。

　残された者が、しっかりしなくては。

　隼人たち若い座員たちが、帯刀の心強い支し援えんを受け、稽古だけではなく興行も再開するための準備を進めるという。あの野次を受けての再開には相当な勇気が要いるが、気骨のある人たちが揃そろっているので、大だい丈じよう夫ぶだろう、と思う。

　隼人が自然な流れで取りまとめ役を任されてしまったそうで、文ではそのことを少しぼやいていたのを思い出し、白火はくすりと笑う。皆みなを引っ張るなど向いていないと謙けん遜そんしていたが、隼人は人の面めん倒どうを見るのが好きだ。

　柚木座は立ち上がり、歩き始めた。

　白火も、白火にできることをしなくては。人は生きている限り、何度でも立ち上がって立ち向かっていかなくてはならないものだから。

　──もう、充じゆう分ぶんだ。

　白火は蒼馬から、たくさんのものを貰もらった。言葉では言い尽くせないたくさんの幸福な気持ちを。

　その御お礼れいをしたい。恩を返して、蒼馬の前から綺き麗れいに姿を消したい。それが、白火にできる精せい一いつ杯ぱいのことだ。心は帯刀だけに向けるよう努めていく。

　蒼馬が白火を捨てたのだから、追うような真似まねはしない。その代わり、白火は柚木座から姿を消す。守り抜ぬけたのだから、もう悔くいはない。

　帯刀の妻になれば、自然と柚木座からは離はなれることになるだろうと白火は予測している。それで構わなかった。舞いは、どこででも舞える。白火は、舞っていられればそれでいい。帯刀も、白火に舞うことを禁じたりはしなかった。

　白火は帯刀を信じて、帯刀だけを愛する妻になるのだ。

　もう二度と、蒼馬と相あい見まみえることはない。

　──これで、いいんだ。

　ひゅっと強く吹ふいた風に煽あおられ、白火は慌あわてて舞扇の要かなめを握にぎり直した。

「あ」

　空を見ると、雲が流れていく。

　風が雲を運び、それから数日。

　京では、珍めずらしいほどの大雨が続いた。
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　春の嵐あらしと共に、その人はやってきた。

　土ど砂しや降りの雨に、全身をしとどに濡ぬらしながら。

「季節外れの野の分わきかいな──ちゅーか、できることなら、この屋や敷しきには足を踏ふみ入れたなかったで、俺は」

　よりによって、なんでここやねん──快活な声と独特の響ひびきに、端はし近ぢかに座って庭を眺ながめていた白火は目を瞠みはる。

　まだ昼前とはいえ室内は天候のせいで薄うす暗ぐらかったが、それでも白火には懐なつかしい面おも影かげがはっきりと見えた。

「朱しゆ鬼ぎさま！」

　土蜘蛛の頭、隻せき眼がんの鬼おに。

　思わず大きな声を出すと、朱鬼がにっかりと笑った。白火は慌てて口を両手で押さえる。

　表面上のこととはいえ、朱鬼は既すでに処しよ刑けいされたはずの死人だ。人目についていいはずがない。

「おう、元気にしとったか白火。なんや、顔色が悪いな。ちゃんと食っとるんか？」

　朱鬼も少し声を抑おさえているが、これには思わず白火も小さく吹き出してしまった。雨音が強いので、普ふ通つうの声で喋しやべっても大丈夫だと言う。

「オレの周りの人って、皆、やたらとオレに食べさせてくれますよね」

　手しゆ巾きんを何枚かまとめて渡わたすと、朱鬼が、

「あんた見てると、何や、餌え付づけしたくなるんやろな。お。気ぃ利きくな。使わせてもらうで」

　と、身体からだをざっと拭ぬぐう。いや、単に水すい滴てきを取っただけ、というほうが近いだろうか。

　毛皮をなめした装束から肩かたが剝むき出しになっていて、右みぎ肩かたにはその先がない。大江山で衛え士じに切り落とされたためだ。目まの当たりにすることになったあの光景は、白火の脳のう裏りにくっきりと刻み込まれている。

　けれど朱鬼は左ひだり腕うでだけで、なんら不自由がないように見えた。

　こちらへどうぞ、と席を勧すすめてお茶を淹いれようとすると、朱鬼が楽しげに言う。

「お茶なん要らん。酒くれ酒」

「お酒……ええと……」

　白火が慌てて朱しゆ漆うるし塗ぬりの小しよう卓たくを見回す。

　普ふ段だん、用があるとき以外はなるべく侍じ女じよたちには立ち入らないように頼たのんでいるし、白火が飲まない酒を急に頼むというのも変な話だ。白火が酒の類たぐいを飲めないということは、今では侍女たち全員が知っている。
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「すみません。お酒、ないです」

　申し訳なさそうに白火が眉まゆ根ねを寄せると、朱鬼は気にも留めず、雛ひな飾かざりのように精せい緻ちな細工の小卓を顎あごで指す。

「せやな、あんたの部屋に酒が置いてあるわけないわな。構へん構へん、あとで浴びるほど飲むさかい。それよりそっちの握り飯貰もろうてええか？　腹減ってんねん」

「あ、はい。どうぞ」

　昼食に運ばれてきていた、小さくまとめた炊たき込み飯に、鮑あわびをふっくらと蒸むし上げてとろりとした餡あんをかけたもの、百ゆ合り根ねの揚あげ物などが品良く盛りつけられている。もともと白火が食べきれないほどの量があったのだが、朱鬼には足りないかもしれない。

「あっさりしたもんばっかやな。肉食わんのか？」

　──朱鬼さま、絶対にそう言うと思った。

　くすくすと笑うと、朱鬼が訳のわからなそうな表情を浮うかべる。

　京では、土蜘蛛たちのように血の滴したたるような獣じゆう肉にくをたっぷりと食べる習慣はあまりない。

「白火も食い。なくなってまうで」

「オレはいいです。あとで頼めばまた持ってきていただけますし、お腹空いていないので」

　おやつにと添そえられていた蒸し饅まん頭じゆうや色つき団子、水みず菓が子しまで、朱鬼はぺろりと平らげていく。だがまだまだ物足りなそうだ。

「お茶、お代わり！」

「はい！」

　食べっぷりが良く飲みっぷりも良い。白火が淹れたお茶は一息で空になり、すぐにお代わりを淹れる。

「悪いな。昨日のうちに京に入ってたんやけど、紅のほうを先に回ろうとしてんやんか」

「はい？」

　己おのれの道を突つっ走る朱鬼には、周りにわかりやすく説明するという意思があまりない。無視しているのではなく、気づかないだけだ。現に白火が聞き返すと、朱鬼も気づいたようで、すっかり空になった小卓を見やり、ふう、と息をつく。とりあえず満足したらしい。

　団子の甘いたれが唇くちびるの端はしについていたのを、舌を伸のばしてぺろりと嘗なめ取る。獰どう猛もうな、いきり立つ野生の獣けものの気配は変わらないものの、朱鬼の瞳から訳のわからない苛いら立だちのような、焦しよう燥そうめいたものが綺麗さっぱり消えていることに白火は気づいた。

　大江山で初めて会ったときの朱鬼の瞳は、まさに燃え盛る炎ほのおそのものだったのだけれど。

「なんや、蒼がえらいことになってるて聞いたで？　大体、なんで白火がこんなところにおんねん。ここは帯刀あいつの屋敷やろが」

「……はい」

「俺んところには、豹太から連れん絡らくが来たんや。助けてくれ言うてな」

「紅さんたち、なにかあったんですか!?」

　紅、豹太。

　大江山での知ち己きの名前に白火が反応する。赤い瞳ひとみに白い髪かみが兎うさぎのようで可愛かわいい紅と、瀕ひん死しの状態で荒あら神がみに取り憑つかれ暴れていた豹太。それぞれ、行き場がなくて大江山に辿たどり着いた土つち蜘ぐ蛛もの子供たちだ。

　頭領である朱鬼が氷見に与くみしたことに納なつ得とくできずに飛び出して以降、ゆくえがわからないと聞いたままだ。

「ああ、知らへんかったんか。もう片付いたから気にすることないで。あいつら、大江山にずっと居おったんやけどな。紅が捕つかまった瞬しゆん間かんに豹太が文ふみ飛ばして来てん。そんで紅が捕まっとるところに行こうとしたら、ふたりの野や郎ろうが出てきてな。豹太も随ずい分ぶん駆かけずり回ったらしいわ」

「ふたりの野郎……？」

「ああ。ひとりはカイや。あれは忘れようとしても忘れられへん。強きよう烈れつなやつやったよってな」

　朱鬼自身もかなり強烈なのだが、そこは白火はあえて黙だまっていた。カイの裏の顔を知らないので、ぴんと来なかったということもある。飄ひよう々ひようとしてつかみ所がなくて、時折ぞっとするほど残ざん酷こくな匂においを漂ただよわせるカイは、主である帯刀にとってもきっと諸もろ刃はの剣つるぎだ。

　──そうそう簡単に飼い慣らせるやつと違ちがうで。

　朱鬼はそっと、心の中で吐はき捨てる。

　あの匂いと気配は、並なみ大たい抵ていの人間ではない。朱鬼の研とぎ澄すまされた勘かんは、滅めつ多たなことでは外れない。

「あとひとりは、日輪座の男や。顔は覚えとるんやけど、名前はなんやったっけな。あんたの護衛や言うとった」

「矢涼、ですか……？」

　日輪座の人間で、朱鬼が顔を見知っている者といったら矢涼くらいしか思いつかない。土蜘蛛である朱鬼に、恐おそれることなく声をかけられる人間も。

「ああ、それやそれ。矢涼や。それで話を聞いて、紅たちのことはそのふたりに任せて、まっすぐこっちに向かって来てん。遅なって悪かったな。ちっとばかし遠くに居おったさかい。堪かん忍にんな」

　次から次へと白火の知らないことばかり聞かされて少し飽ほう和わ状態になりながらも、白火は一いつ生しよう懸けん命めい得たばかりの情報を頭の中で繫つなげていく。

「紅さんたちが無事なのは良かったですけど……矢涼が、なんで動いているんですか……？　オレ、なにも言っていないし頼んでもいないのに」

　朧には事情を話したから矢涼や一陽たちにも話は通っていると思うが、白火はそれ以上のことは一いつ切さい口にしなかった。忍しのびとして生まれた矢涼に頼めば、蒼馬の消息がわかるかもしれないと思ったことはあったけれども、あんなにきっぱりと別れを告げられた以上、捜さがし当ててもどうしたらいいのかわからなくなるから。

　白火はあの決別の朝以来ずっと混乱している。

　心の一番やわらかな部分を無む理り矢や理り引きちぎられて、傷が癒いえないままに更さらに問題ばかりが押し寄せてきて、虚きよ勢せいを張り続けて疲つかれ果てて。

　落ち着いてまともに考える時間など持てたことがない。

「そら、相手が気づいてたんやろ」

　あっさりと朱鬼が言う。

「隠かくしとったから言うて、隠し通せているのとは違うで。皆みんな、騙だまされた振ふりしてくれたんと違うんか？」

「騙された振りって、なんで……？」

　必死すぎて周りが見えていなかったから、周囲がどれほど心配していたのかを白火は知らない。

　帯刀の屋や敷しきに連れて来られたままの白火を柚木座の誰だれも迎むかえに来ないのは、気を張り詰つめ過ぎの白火を休ませてやるためだ。眠ねむれていないことも、蒼馬の不在で相当堪こたえていることも、皆にはお見通しだったのだ。白火を心配する日輪座の座員たちにも、隼人や祐がきちんと説明して、気を配っていた。

　柚木座としても、蒼馬のせいで白火が壊こわれていくのをこれ以上見ていられなかったのだ。

　誰もが気を落としかけたとき、白火が懸けん命めいに座を支えてくれた。野次を受けても立ち直ろうと決めたのは、ひたすら前に進もうとする白火の姿を見ていたからだ。

　誰よりも儚はかない少女にあんなふうに必死になられたら、影えい響きようされずにはいられない。白火ひとりにおんぶに抱だっこでは、柚木座の男たちの名が廃すたる。

「あんた、必死やったろ？　蒼を助けてほしいって、全身で叫さけんでたんやろ？　周りの人間はな、そういうの、聞こえるもんや。聞こえたら無視したりせえへん。助けて、言われたら放っておけへんもんや」

　朱鬼がおおらかに笑う。仕方ないやっちゃな──そんな苦みを含ふくませて。

　受ける印象があまりに違いすぎて、白火は息を吞のむ。

「朱鬼さま……変わりました」

「そうかぁ？」

「はい」

　舞まい人が一皮剝むけたときは、印象がほとんど真逆と言ってもいいほど変わることがある。そのときと同じように、今の朱鬼も、以前の朱鬼とは違う。なんというか、一回り大きくなって、余よ裕ゆうがある感じだ。

　募つのる恨うらみと憎にくしみから解放されたことが影響しているのだろうか。

　──もしかして。

　思いついて、白火は尋たずねてみる。

「瑪瑙さんは、お元気ですか？」

　すると、朱鬼の目もとが豪ごう快かいに蕩とろけた。なんともわかりやすい。

「ああ、元気にしとるで。最近ますます別べつ嬪ぴんぶりに磨みがきがかかっとるわ。俺が毎日可愛がっとるしな」

　臆おく面めんもなくのろけられてしまったが、朱鬼が幸せそうで白火も嬉うれしくなる。朱鬼にこんな顔をさせるということは、瑪瑙もきっと幸せだ。

「今回は置いてきたけど、今度連れて来きたるわ。あいつも今は、京全体の動きを監かん視ししてるさかい、身動き取れへんからな」

「瑪瑙さんが？」

「ああ。あいつは目が良いよってな。少しでも異変があったらすぐさま天飛ばしてくる。蒼のゆくえも、見つけたらすぐ知らせる手はずや。天も蒼の匂いはよう知ってる。せやから蒼は今、京に居る」

「え……？　でも、京を追放される前に出たって……」

「だから捜さがしたんや。蒼には俺も世話かけたさかい、京の外に居るんなら、あてくらい紹しよう介かいしたろ思うてな。けど、天が見つけられへんっちゅーことは、あいつがどっかに隠れてるっちゅーことや」

　この隻せき眼がんの眼まな差ざしは、深いというよりは広い。

　朱鬼を育はぐくんだ大江山の空のように、どこまでも広くて雄ゆう大だいで。

　土蜘蛛を率いてきた朱鬼の懐ふところの深さは伊達だてではない。

　誰よりも熱く激しい。そして優やさしい。それが朱鬼だ。

　一度懐に入れた相手を、朱鬼は決して見捨てない。

「今回の件は、あんたが思うてる以上に大事で、あんたが思うてる以上の人間が動いてる。蒼のやつを助けるためにな。蒼だけやあらへん。柚木座丸ごとや。蒼あっての柚木座なんやろ？　あいつ、存在感は昔から人一倍、二倍、三倍ありよんのや。柚木座も、蒼もあんたも取られてぶちきれたんやろな。処分の説明しろ言うてごねとるらしいで」

「どうして、ですか……？」

　蒼馬に戻もどってきてほしい。でも、蒼馬は戻って来ない。なにが正しくてなにが間ま違ちがっているのか、誰も答えを持っていない。最初から歪ゆがんでいたものは、まっすぐにはならない。

　散々白火のことを頑がん固こだとからかっていたが、実は蒼馬だって相当に頑固だ。一度決めたら譲ゆずらない。

　白火は、胸の合わせ目から青い舞まい扇おうぎを取り出した。

　肌はだ身み離はなさずにいたせいで、蒼馬の残り香がが消えてすっかり白火の匂いに馴な染じんでしまった。

　帯刀と祝しゆう言げんを挙げたら、白火はこの舞扇も手放すつもりだ。

　有楽に渡わたそうと思う。有楽ならきっと、大切に扱あつかってくれるだろう。

　しまいこまれるための扇ではない。舞ぶ台たいで青く閃ひらめかせてこその舞扇だ。

「あー……これを置いていったんか」

「はい」

「舞い人の覚かく悟ごの証あかしってやつか？　あいつらしいわ。あいつは昔っからええ格好しいやねん」

　これを置いていったということは、二度と戻って来ないということです──と。

　真しん剣けんに言おうとしていた白火は、毒気を抜ぬかれて口を噤つぐんでしまった。朱鬼と話していると、良い意味で力が抜ける。身のうちにびっしりと詰まっていた悲ひ愴そう感がどこかへ吹ふき飛んでいってしまった。

　ふ、と小さく笑うと、朱鬼も笑う。そういう表情が、さすが従兄弟いとこ同士なだけあって似ている。

「せや、笑わろとき笑とき。俺が言うのもなんやけどな、人生、笑うとったらなんとかなるで」

「そう、でしょうか？」

「なんや、俺の言うこと信用せえへんのかいな」

　笑っていた朱鬼が、すっと瞳ひとみの色を濃こくする。

「カイから聞いたで」

　蒼馬がいなくなってから、白火が京でなにをしていたのか。

　あの忍しのびの少年は、なんでも知っている。

「あんた、柚木座を守ろうとしてたんやろ？」

　誰よりも守るべきものが大きくて多い朱鬼だからこそわかるのだ。

　白火が、蒼馬の去った京で何をしようとしていたのか。

「柚木座は蒼の座や。あいつが戻ってくる場所を、残そうとして頑がん張ばってたんやろ──？」

　ずばりと読み取られて。

「はい…………！」

　胸のうちが熱くなる。

　白火が守り抜こうとしたものは、蒼馬の意志だけではない。

　蒼馬が帰ってくることのできる、蒼馬のための居場所だ。

　その気持ちを他人にわかってもらえるというのは、なんと心強いことなのだろう。

「あんたがそこまで必死になったらな、周りは巻きこまれるんや。偉えらかったな。あんたが頑張らへんかったら、柚木座はもうあかんかったやろうってカイが言うとったで」

　白火は、深く息を吐はく。

　認められ、褒ほめられる心地ここちよさ。これを味わうために、一度深く深く沈しずみ込んだのだろうか。

　朱鬼は子供相手にするように、白火の頭を大きな片手で摑つかんでぐしゃぐしゃとかき回した。

「よう頑張ったな」

　朱鬼の頼たより甲が斐いは、帯刀とはまた別のものだ。帯刀が背後から支えてくれるものだとたとえるなら、朱鬼は真横に立って、勢いよく手を引いてくれる感じだ。

　吹きつける風、勢い、熱さ。

　身体からだも意識も覚かく醒せいしていく。誰よりも熱い炎ほのおを内包した青年の剛ごう胆たんな熱さが、白火に伝染うつっていく。

「戻って来おへんのは蒼の自由や。せやけどあんたは蒼やない。あんたはあんたのやりたいようにやったらええねん。会いたいんやったら連れ戻もどしたらええやんか。どうしても蒼が京に居たない言うんやったら、蒼かて好きなようにするやろ」

　そうだ。

　前だって、蒼馬が離はなれていったときに白火は自分から蒼馬を追った。そして朱鬼に出会ったのだ。

　突つき放されたせいで追いかけられずにいたけれど、白火は白火の自由にして良かったのだ。追ってもいいし、追いかけなくてもいい。苦しさに雁がん字じ搦がらめになっていて、そのことに気づけなかった。

「そう、ですよね……！」

　こんなに臆おく病びようにならず、白火はもっとなりふり構わず暴れて良かったのだ。ほしいものをほしいと、苦しいから助けてほしいと、もっと声を上げて叫さけんでも良かったのだ。

　それができなくて、ここまで苦しんだ。そして帯刀の手を取ることを選んだ。

　蒼馬を守りたい──その一心で。
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「具合はどうだ、有楽太た夫ゆう」

　友人の穏おだやかな声に、自室で眠ねむっていた有楽はふと目を開けた。

　日輪座の一陽太夫とは太夫職だとは知らないままに出会い、いつのまにか絶好の酒の相手として互たがいに認にん識しきしてしまったという変な経緯いきさつがある。

　芸のこととなると鬼おにに豹ひよう変へんする一陽の、普ふ段だんのおっとりとした雰ふん囲い気きが、有楽の酒の肴さかなにもってこいなのだ。騒さわがず静かに、おもしろく飲める。そんな相手は最高だ。

　有楽はゆっくりと起き上がった。身体が冷えないように、そばに置いていた厚手の羽織を肩かたにかける。

「まだ無理をするな。寝ねたままで構わないから」

「なに、大したことはない。この年ねん齢れいになれば、少しはがたもくる。それにしても久しぶりだな、一陽太夫」

「そうだね。顔を合わせるのは、天覧能以来かな」

　隼人や祐が目を光らせているので、まだ床とこから抜け出せない。身体は弱っていて、薬湯の効果もあってかいくらでも眠れる。その眠りがだんだんと身体を回復させていく実感があった。無む理り矢や理り養生させられたようなものだが、その甲か斐いはあったらしい。

　蒼馬のことを考えると、悠ゆう長ちように眠っている場合ではないのだが、座員たちが予想外に頼たのもしくなったのが、少し嬉うれしくもある。危機を迎むかえて乗り越こえて、表と裏の両面から柚木座を支える新たな人材が育つ。

「外は雨がひどいよ。辻つじ興行が全然打てなくてね」

　辻でのささやかな興行が未いまだに主な仕事の日輪座は、大打だ撃げきだ。

　一陽の顔からは、そんな悲ひ愴そうさは一いつ切さい窺うかがえなかったけれど。

「そうか」

　蔀しとみ戸どを閉めているのはそのせいか、と有楽は納なつ得とくした。

　まだ昼中なのに蔀戸を閉め切ってあるから、おかしいと思ったのだ。

「お前の娘むすめにまで苦労をかけている。悪いな」

　いつになく殊しゆ勝しような言葉に、一陽が目もとを細めた。

「俺の娘を見くびってもらっては困る。あの子は結構芯は強いんだよ。だから心配ない」

　大切な友人を見み舞まうのだと言って検け非び違い使しの尋じん問もんをくぐり抜けた一陽が、吐と息いきだけで笑う。彼の娘は、今この柚木座にはいない。白火のことは朧に任せているから心配ない。一陽が今一番気がかりなのは、この友人の体調だった。

　足音を立てずに一陽が病人の床の枕まくらもとから少し下がったところに座り、手にしていた包みの結び目をほどいた。瓶びんのようなものが現れて、有楽は喜色を浮うかべる。

「酒かっ!?」

　病状が治まるまでは禁酒するようにと厳しく言われているのだが、こうもずっと酒なしだと物足りないというか、味気ないと思っていたところだ。

「まさか。病人に酒など持って来はしないよ。柚木座の座員たちに恨うらまれてしまう」

「よく言うな。お前だって相当底なしのくせに。酒以外の見舞いなど要いらんぞ」

「白火がな」

　恨めしそうな有楽の視線をきっぱり無視して、一陽が微笑ほほえむ。

「有楽太夫が倒たおれてすぐ、うちの朧に頼んできたんだ。薬酒を作ってほしいとね」

「薬酒だと？」

「そう。癖くせのない酒に、いくつもの薬草を入れてつけこんだものだよ。もちろん火を入れて酒精は飛ばしてあるけどね」

「そんな邪じや道どうなものが飲めるか」

　有楽に盃さかずきを持たせ、一陽がとくとくとくと瓶の中身を注ぎ入れる。薬草の青くさい匂においが充じゆう満まんし、有楽は嫌いやそうに唇くちびるを曲げた。

「滋じ養ようがあるし、なにより、心労によく効くだろう。柚木座の座員たちが、薬草を摘つんで朧のところに持ってきていたよ」

　有楽のために、だ。

「この季節の野山には薬草が多いが、薬酒がつけられるほど集めてくるのはそれなりに大変だっただろうね」

　ましてや座員たちは京育ちで、薬草集めなど慣れていない。草で指を切り、木の根に足を取られて、それでも籠かごいっぱいに薬草を集めてきた。

　そんな話をされては、飲まないわけにはいかない。友人の手前強がってはいたものの、酒どころか、粥かゆや白さ湯ゆしか受けつけないほど身体が弱っていたことを、一陽は見み抜ぬいていたのだろう。

「お前のそういうところが曲くせ者ものだと思うぞ俺は」

「ふふふ。褒め言葉として受け取っておくよ」

「褒めているものか。白火はお前に似なかったようだな。ほら、お前も飲め」

「薬酒をか？」

「薬酒でも酒は酒だ。ひとりで飲むのはつまらん」

　一陽が、なみなみと注がれた薬酒を一息に飲み干した。

　有楽は長年、蒼馬を見てきた。

「蒼あ馬れがまだ子供のころな。初めは可愛かわいかったんだぞ。いつのまにかあんなにでかくなったがな」

　だから信じている。

　蒼馬はきっと、どうにかして柚木座に戻もどってくる。舞まいから離れて生きていけるような人間なら、有楽はそもそも蒼馬を弟で子しにしたりはしなかった。

　一陽が、しみじみと言う。

「しっかりしてくれ、有楽太夫。子供たちのためにも、まだまだ隠いん居きよするには早すぎる」

「そのようだな」

　盃に口をつけて、有楽は苦労しながら飲み下す。

　不味まずい。

「不味い酒だ」

「ああ」

「こんなに不味い酒を飲まなきゃならないとは」

「うん」

　ぶちぶちと文句を垂れ流しながら、有楽がぐいぐいと盃を重ねていく。

「意地でも一瓶飲み干さねばならんな。座員に心配をかけているようでは、太夫としてまだまだ修しゆ行ぎようが足りん」

「元気になったら、また飲みに行こう」

「そうだな──落ち着いたらな」

「ああ。落ち着いたら」

　まったく彼らの子供たちは、親に心労ばかりかける。

　ふたりの太夫は、しっかりと視線を合わせ、互いに苦く笑しようを刻んだ。
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　雨が礫つぶてのように大きく、激しく地面に打ちつけている。

　空が壊こわれたかと思うほどの雨のおかげで、全身をすっぽりと被かぶり布に包み、更さらにその上に雨よけをかけても、誰だれも不ふ審しんに思わない。

　紅たちを宮中の片かた隅すみに連れてくるのに、カイは何の苦労もしなくて済んだ。

　──警備態勢に穴がありすぎだって、皇子さま経由で氷見さまに言っておくべきかなあ。

　紅が小さめの部屋の片隅で、ずっとむくれている。

「そんなに膨ふくれない。せっかく可愛かわいい顔してるのにもったいないよ」

「放っておいて、触さわらないで！」

　カイが伸のばしかけた手を、紅がはねのける。

　紅が不ふ機き嫌げんなのは、脱だつ獄ごくできたのも束つかの間、すぐさまカイにこの部屋に連れて来られたからだ。そしてこの部屋から、紅も豹太も一歩も出ることができないからだ。

「あんたたちにこれ以上ちょこまかされると困る。今夜中に土つち蜘ぐ蛛もの兄さんが迎えに来るだろうから、それまでおとなしく待ってて」

「お頭かしらが？」

「いやよ！　お頭なんて、もう二度と顔も見たくないっ！　あんな人、お頭じゃない。裏切り者だわ！」

「おい、紅」

「裏切り者？　あの兄さんが？」

　おもしろそうな話になってきたなあ、と、さっさと戻るつもりだったカイが興味を持つ。

「そうよ。根城を焼かれて、それでも戦わなかった。あんなのお頭じゃない」

　恨みや憎ぞう悪おで固まった紅に、朱鬼の真意は届かない。

　豹太は紅の気持ちが痛いほどわかるし、朱鬼の目指しているものも少々気にかかる。豹太だって京のことは大だい嫌きらいだが、荒あら神がみに憑つかれていたとき、それを危険も顧かえりみず祓はらってくれたのは、京の舞まい姫ひめだったという。

　──お頭の客人で、大江山に来ていた。

　もともと怪け我がをしていたし、荒神に憑かれてしばらくは寝ねついていたのであまり覚えていないが、荒神に身体からだを乗っ取られて苦しいときに、涼すずやかな匂いがほんの一いつ瞬しゆん鼻先をくすぐって、それではっと我に返ったのだ。

　紅の気持ちの整理がつくまでは大江山から離はなれるつもりはなかったのだが、そろそろ限界なのかもしれない。今回はうまく逃にげ延のびることができたが、次に捕つかまったら命の保証はない。

　豹太はあのとき、すぐさま朱鬼に知らせを送った。まだ子供の豹太たちにとって、頼たよれるのは朱鬼だけだ。

「なあ、紅」

　口を開きかけた豹太より先に、カイが性格が歪ゆがんだ笑えみを口もとに刻んだ。

「へーえ、裏切り者ねえ」

「そうよ」

「わざわざ助けに来てくれた人相手に、それはないんじゃない？」

「え」

　血の色の双そう眸ぼうにぱっと浮うかんだのは憎にくしみと恐おそれと、そして隠かくしきれない慕したわしい気持ちだ。

　幼いころ庇ひ護ごしてくれた頼たのもしい大人に、心を開かない子供はいない。

「土蜘蛛の兄さんが来たのだって、誰があんたのことを知らせたからだと思ってんの？」

「……豹太!?」

　豹太は、紅のように朱鬼に恨うらみを抱いだいていない。朱鬼には朱鬼の考えがあることを知っている。

　ただ紅が大江山に残ると言い張るから、護まもるためにそばにいた。まだ幼いふたりの間には、明確な感情は芽生えていない。ただ、土蜘蛛に引き取られた時期が同じだったこともあって、兄妹のように心を通わせていったのだ。

「ま、そもそもあんたたちが往生際悪く大江山にしがみついていたから今回の騒さわぎが持ち上がったわけだし。あの兄さんにしっかりお仕置きされて、しばらくおとなしくしてなよ。せめて、自分の始末が自分でつけられる程度になるまではね」

　痛つう烈れつなことを言われて、紅は真っ赤になった。

「な」

　けれど、的は射ている。言い返す言葉がない。
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「じゃあね」

「ちょっと待って……！」

　カイが飛び出していく。カイは出入り自由なのに、紅も豹太もこの部屋から出ることができない。薄うすい柔やわらかい壁かべがあって、それがどうしても破れない。

　目くらましの術を使われているのだ。

「…………い」

　豹太が、黙だまってよしよしと紅の頭を撫なでる。

　紅は思いっきり息を吸って、正直な気持ちを吐はき出した。

「嫌いやなやつ嫌なやつ嫌なやつ！　あんたなんか大っっっ嫌きらい──っ！」










「うわー、ぞくぞくするほど良い声」

　紅の声を耳に留とどめながら、カイはひょいと気軽に宮中の奥まで入った。

「それにしても、姫ひめさん、わかってるかな」

　紅が無事に逃げおおせた。蒼馬を縛しばる唯ゆい一いつの軛くびき、それが紅の今回の役やく所どころだった。佐波宮は紅を公の場に引きずり出し、蒼馬が土蜘蛛の一族であることを証明させて、京の英えい雄ゆうの名を手に入れようと画策していたのだろう。

　考え自体は浅はかだが、なかなか良い線をついているように見える。佐波宮は、そこまで頭が回る人物ではないはずなのだけれど。

「『証しよう拠こ』が、逃げたんだよ」

　佐波宮にとって恐らくたったひとつの切り札なのであろう、紅が。

　カイは白火に何故なぜか弱い。

　出会ったときからそうなのだが、白火はカイの毒気を抜ぬくのだ。この国の陰かげの部分ばかり見てきたカイには、白火は異質すぎて、理解はきっとできない。だから惹ひかれない。

　でも、どこかで惹かれているのかもしれない。

　清らかなだけではなく、白火は白火できちんと負の感情も持っているし、それを隠そうとしない。どこまでも清せい浄じようなら、カイは白火をとことん穢けがしてみたいと思ったかもしれない。憎しみに似た冷たくどす黒い感情を、もしかしたら抱いたかもしれない。

「うん──興味は、あるなあ」

　氷の皇子──少し前まで帯刀は、心さえも凍いてつかせていた。あの氷を溶とかしたのは白火だ。白火は帯刀から人間らしさを引き出した。

　人間、なのだ。白火は。

　あれほど神々に愛される資質を持ちながら、どこまでも人間で、ひとりの少女で。

　だから見ていて飽あきない。

　この国はつまらないとずっと思っていたが、最近は妙みようにカイの好こう奇き心しんをくすぐる輩やからが増えた。

「しばらく退たい屈くつしなくて済むかな」

　少し外にいただけで全身ずぶ濡ぬれだ。

　雨よけだのなんだのは、動きの邪じや魔まをするだけなので使わない。水すい滴てきがカイの痕こん跡せきを残してしまうのだけが難点だが、これもきちんと気を配れば消せる。

　今は面めん倒どうなので詳しよう細さいを省略して、氷見の私室を目指した。そこにはカイの雇やとい主もいる。

　雨音がすごくて話し声を聞き取ることさえ困難だというのに、氷見はやはり執しつ務むをしていた。この時ならぬ大雨の対策を練っていたらしい。

「雨あま乞ごいならぬ日照り乞いか。気休めでもやっておくしかあるまいな」

「ふたりとも、いたいた。脱だつ出しゆつ完かん了りよう、とりあえず保護したよ」

　カイが唐とう突とつに飛びこんで室内に雨の雫しずくを撒まき散らしても、ふたりは微み塵じんも動どう揺ようしない。

「──それでは」

　帯刀が刃は物ものそのものの鋭するどさを瞳ひとみに浮かべる。

「始めるとするか」

　氷見が、待ちに待ったその機会を逃のがすことなく檜ひ扇おうぎを鳴らした。

「──誰だれぞ。主立った者たちを集めよ。件くだんの者も連れて参れ」

　春しゆん雷らいが轟とどろいて、切り裂さく光が一瞬すべてを奇き妙みように明るく照らし出した。










　雷かみなりの音が凄すごかったが、蔀しとみ戸どを下ろして雷鳴を遮さえぎり、そばに朱鬼がいてくれるので、白火は怖こわい思いをしなくて済んだ。

　雷は苦手だ。

　誰かがそばにいてくれればまだ平気だが、雷はひとりで聞いているとどんどん怖くなる。

　一瞬強く光って、それからばりばりと重低音が襲おそってくるのがいやなのだ。とどろき渡わたる轟ごう音おんの中では、なにも聞こえない。旅回りの途と中ちゆう、雨さえもしのげない場所にいるときが、一番怖かった。

「…………」

「どないした白火？　そないに眉み間けんに皺しわ寄せて」

　朱鬼はどっかりと構えて、雷などまったく気にしていない様子だ。

　夜になったら、氷見のもとへ赴おもむくのだという。

　白火は考え込む。

「なにかを、見落としているような気がして……」

「なんやねんな」

　茣ご蓙ざなど煩わずらわしいからと取りのけ、胡座あぐらをかいて座った朱鬼が、差し入れられた早生わせの山やま桃ももを口に放り込みながら同じように首を傾かしげる。まだ熟うれきっていなくて少し酸すっぱいが、気にしていないらしい。

「気になるやんか。何なんや。言うてみ」

「なにか、大切なことを忘れているような、そんな気がして」

　そう、なにかとても大切なことを。

　白火が唇くちびるを曲げて考え込む。

　朱鬼、雷。

　朱鬼、大江山、土つち蜘ぐ蛛も。

「土蜘蛛……紅さん。紅さんが無事逃にげたなら……」

　もどかしいほど途と切ぎれ途切れだった事こと柄がらがようやくひとつの線に繫つながって、白火は息を吞のんだ。

「そうだ…………っ！」

　紅が逃げ切った今、蒼馬が土蜘蛛の一族だということを証し立てるものは、なにもない。

　それは蒼馬にとって、なによりの吉きつ兆ちようなのではないだろうか。

　蒼馬が土蜘蛛の一族だと証し立てる品はなく、紅の証言だけが確実だと帯刀が言っていた。白火も蒼馬の素す性じようについて尋たずねられたときのことだから、よく覚えている。

『証拠がない。だから、あの者が土蜘蛛の一族ではないと証明するものがあれば、それが何よりの強みとなるのだがな』

　侍じ女じよがひとり、少し急いだようにやってきて、部屋の外から小声で伝える。

「失礼致いたします。宮中よりのお知らせでございます。白火さまに、至急参さん内だいされるようにと」










　そのころ蒼馬は自分の住み処かに、唐突な客を迎むかえていた。

「宮中への呼び出しが俺っていうのも何なんだけどさ、この天気だし。俺が来たほうが早いっていうんで任されちゃった。さ、行こう。悪いけど騎き馬ばでね。濡れるのは覚かく悟ごして。牛ぎつ車しやは遅おそすぎるだろうし、氷見さまってせっかちだしね」

　外で雷鳴が轟こうがカイは気にしない。いつもの明るい口ぶりに、蒼馬は、恐おそろしいほどの平静心だなと思う。ここまで己おのれをしっかりと保てるというのは、並なみ大たい抵ていの精神力ではない。

　役者としてそれなりに心を鍛きたえている蒼馬でさえ驚おどろく。

「──わかった」

　蒼馬が静かに腰こしを上げる。

　もともと京を出ようとしていたところを、処分が正式に決まるまでは待てと言われて留め置かれていたのだ。人の目を集めても困るので、京でもっとも守りの堅かたい帯刀の屋や敷しきの離はなれに住まいを借りて。

「処分が正式に決まったか。……随ずい分ぶんと遅かったな」

　あの、別れを告げた朝の。

　白火の叫さけびが今も蒼馬の耳にこびりついて離れない。

『逃げよ』

　夜も明けないうちに氷見からたった一言走り書きされた文ふみが届き、蒼馬は一いつ瞬しゆんにしてすべてを悟さとった。蒼馬の傍かたわらでは白火が幸せそうな微笑ほほえみを浮うかべたまま、すやすやと眠ねむっている。

　桜の山から戻もどってきてさすがに蒼馬も疲つかれて、一休きゆう憩けいのつもりでごろりと褥しとねに横になった途と端たん眠ってしまったらしい。

　──道連れにはできない。

　わかっていたのはそのことだけだった。

　土蜘蛛の血を引いているとわかれば、京人は蒼馬を拒きよ絶ぜつする。否いな、今まで安あん穏のんとしていた分憎にくまれるかもしれない。死ぬまで隠かくし通すつもりだった秘密なのだが、ばれてしまったら蒼馬は京を去るしかない。

　心のどこかで覚悟はしていたつもりだったが、何故なぜ今なのか、と運命を呪のろいたくもなった。

　文を受け取った瞬間に発たってしまえば良かったのだが、蒼馬は白火の目覚めを待った。最後に一目でいいからあの琥こ珀はくの瞳を見たかったし、あのやわらかく甘い声で名前を呼んでほしいと思った。

　結果として蒼馬は白火の心をずたずたに引き裂いた。

　白火に蒼馬のことを忘れさせるには、必要なことだったのだ。あそこまでしないと、白火は蒼馬のことを忘れないだろうから。そのままでは、白火が幸せになれない。

「……処しよ刑けいで構わないんだがな」

「さあ、どうなるんだろうね」

　散歩にでも行くような気軽さでカイが返す。何もかもを諦あきらめきったような蒼馬の様子が気に入らない。

「ま、もう姫ひめさんには会えないよ。かわいそうに、柚木座もあんな目に遭あっちゃって」

　生気を失っていた黒こく檀たんの双そう眸ぼうに、ぎら、と光が戻った。

「……どういうことだ？」

「知らないのはまあ当然だけどさ。こんなところで世捨て人同然の暮らししてちゃあね」

「答えろ」

「嫌いやだ」

「カイ」

「どうして俺が答えなくちゃいけないの？　あんた、ずっとここにいたんだろ？　自分が望んだことなんだろ？　周りのこと考えて、迷めい惑わくかけないためにじっとおとなしくしてたんだろ？　だったら最後までおとなしくしてなよ」

　正論を突つきつけられて、蒼馬が一瞬たじろいだ。

　ここだ。ここで蒼馬が弱くなるのが、カイはおもしろくない。大切なものを護まもるために閉じこもっている。本当に欲しいなら、手を伸のばさなくてはなにも摑つかめないのに。

　蒼馬はそうやって手を伸ばすことを選んできた人間だ。カイのように闇やみの中で、何もかも捨てることでしか生きてこられなかった人間とは違ちがう。望めば得られるのにわざわざ諦めるなんて、愚ぐの骨こつ頂ちようだとしか思えない。

「どうせ自分ひとりが諦めることで皆みんなは助かるとか思っていい気になってるんだろうけどさ、それじゃ周りはたまったもんじゃないよね」

「お前……っ！」

　だん、とカイの身体からだが壁かべに叩たたきつけられる。蒼馬がカイの胸むなぐらを摑んで押しつけたのだ。

「──やっと目が覚めてきた？」

　カイの瞳ひとみは余よ裕ゆうを失わない。

　カイは誰だれの味方でもない。単に事実でしか判断しない。

「でも、もう遅いよ」

　激情のあまり蒼馬がぎりぎりと歯は嚙がみする。

「姫さんや柚木座を守りたいなら、あんたは離れるしかないんだよ」

　蒼馬が、ぐっとこらえて拳こぶしを離した。

　カイに言い返す言葉など、ひとつも見当たらなかった。
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　大雨の被ひ害がいは、甚じん大だいなものとなりつつあった。

　まず、近きん隣りんの田畑の水路などが溢あふれ始めた。この時期にあまり雨が続くと農作物に影えい響きようが出るし、小さな河などは氾はん濫らんの恐れが出始めている。

　京の日常生活もすっかり滞とどこおっているし、鴨川の水かさが増しているのも気になるところだった。

　氷見は寺社に命じて、水止めの祈き禱とうや日照り乞ごいをさせている。

　けれどこんなにひどい雨では土つち蜘ぐ蛛もも悪さをする気になれないのか、鬼おにの出しゆつ没ぼつがぱったりと途と絶だえているのが唯ゆい一いつの救いと言えるかもしれない。さしもの鬼たちも、この豪ごう雨うの中出歩くのは難なん儀ぎだと見える、と宮中人たちが笑い合う。

　大雨続きのせいか、宮中もひっそりと静かだ。

　大広間に重臣たちを集め、氷見は厳おごそかに告げる。

「柚木座若わか太た夫ゆう、蒼馬の処分を取り消す。柚木座にも咎とがめはいっさい与あたえぬ。そう通達を出すように」

「ならぬ！　帝みかどともあろう者が、一度決めたことを撤てつ回かいするなど許されぬ！」

　逆上したように叫んだのは、氷見の右下の座所にいた佐波宮だ。

「そなたはそもそも神聖なる帝てい冠かんというものを何だと思っているのだ。この上なく尊く崇すう高こうな立場に居るのだということをもっと自覚しなくては。帝というものは神に等しい。一度口にした言葉は絶対なのだぞ！」

「神聖で崇高と言われても、弱じやつ冠かん十五歳の人間ですしねえ」

「こういうときだけ子供ぶるでない、気色悪い！　それに、帝の地位は現あら人ひと神がみだと、何度言わせるのだ！」

「でしたら、余の裁定に口を挟はさむことはご遠えん慮りよ頂きたいのですが？　叔お父じ上うえ」

「なんと生意気な！　私は、そなたよりも帝てい位いに近い位置に居おったのだぞ！」

「趣しゆ旨しが支し離り滅めつ裂れつになっていますよ叔父上。それに、間ま違ちがっていたとわかっても前言を撤回できないのであれば、むしろそちらのほうが問題だと思うのですが」

「そなたは昔っからそういう賢さかしら口を……！　いくら負け惜おしみを言っても無む駄だだぞ、あの男は土蜘蛛の一族だ！　証人がいるのだから事実に間違いない。そのような者に天覧能を一任したそなたには充じゆう分ぶんな非がある！　鬼が京を徘はい徊かいしているのもこの大雨も、そなたが帝位にふさわしくないゆえに天変地異が起こっているからに違いない！　もっと帝位にふさわしい者が即そく位いしてこの国を安あん泰たいに治めるべきなのだ！」

　どうだ、と言わんばかりにふんぞり返って持論を披ひ露ろうされ、氷見は御み簾すの中で檜ひ扇おうぎを立て、顔を隠した。大広間にいる貴族の誰にも見えないが、その顔は恥はずかしさのあまりに耳の端はしまで赤くなっている。

「なんという安直かつ単純な……これが我が叔父とは情けない……！」

「なんなのだその人を思いっきり見下した態度はあああ！」

　素す晴ばらしい勢いで立ち上がった佐波宮がこめかみに青筋を浮き立たせて怒いかり、佐波宮仕えらしい小こ姓しようが、ささっと取り出した扇で佐波宮に風を送り始める。氷見も、実の叔父相手ではいつもの自己中心さを保てない。

「敬ってほしいならせめてもうちょっとは大人な態度を見せてください！　貴男あなたは詰つめが甘いから、付き合うにも苦労するんですよ！」

「それが叔父に対する態度かああああ～！」

「叔父だ叔父だって威い張ばりたいなら、甥おいに気苦労させないでください！　叔父上の政策の失敗やら破は綻たんやらは、すべてこちらで処理しているんですからね！　向いていない裏工作の方面にまでああだこうだ口出しなさるから！」

　帯刀は、氷見の座所に一番近い左ひだり隣どなりに座したまま、じっとその遣やり取りを聞いている。この国の中ちゆう枢すうを司つかさどる重臣たちも廊ろう下かに等とう間かん隔かくに槍やりを掲かかげて立つ衛え士じたちも、誰ひとりとして動どう揺ようひとつ見せない。

　このふたりの言い合いにはすっかり耐たい性せいがついていて大たい抵ていのことでは動じない。

「──また脱だつ線せんしてしまったな。……かの者をここへ」

　ぜーはーと息を乱した氷見が合図をする。

「御ぎよ意い」

　わずかな間も置かず、衛士のひとりが声を張る。

「連れて参りました！」

　出入り口の左右を固めていた衛士たちが、ぱっと槍を収める。

　柚木座若太夫。

　その地位を戻もどされたことをまだ知らない青年は堂々と姿を現し、この上もなく優ゆう雅がに礼を取った。
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　御簾を上げよ、と氷見が命令し、左右に控ひかえる小姓たちによって、氷見の視界を隔へだてる幕まくがするすると巻き上げられていく。例によって佐波宮は御簾は上げてはならないしきたりだとぎゃーぎゃー騒さわいだが、氷見は綺き麗れいに無視した。

　脇きよう息そくにゆったりと左ひだり肘ひじをつき、檜扇で口もとを隠かくしてはいても、そこにいるのは少々皮肉げで心底楽しげな、いつもの氷見だった。

「土蜘蛛の男を堂々と宮中に呼び寄せるなど、そなた、なにを考えておるのだ！」

　またも佐波宮が声を張り上げるが、今度は氷見は相手にもしようとしない。

「これ、聞いておるのか！」

「佐波宮。ご着席願いたい」

　帯刀は基本じっと成り行きを眺ながめているが、佐波宮が腰こしを浮うかせたり立ち上がろうとした時のみ、凄すさまじい殺気を立ち上らせる。帝の安全を守る者としての忠実な職務だ。並々ならぬ気き迫はくに気け圧おされ、佐波宮も渋しぶ々しぶおとなしくなるしかない。帯刀は身分を外して考えても、なるべく敵には回したくはない人物だ。

　ほとんどの者が宮中では佩はい刀とうを許されていないが、帯刀には許されている。その名の通り、帯刀は氷見にとっての剣つるぎなのだ。氷見を、帝を守るための。

　氷見の座所の前、真ん中に座るよう指示された蒼馬は、臆おくすることなく振ふる舞まっていた。威い風ふう堂どう々どうとした物もの腰ごしに、蒼馬の心の裡うちが表れている。

　今いま更さら、逃にげも隠れもしない、と。

「蒼馬」

「──はい」

「そちが土蜘蛛の一味だなどという根も葉もない噂が横行したのでな……ただいまを以もつて処分を解く。すまなかったな」

「それは」

　その言葉には、さすがの蒼馬も視線をさまよわせた。

「そやつは土蜘蛛だ！　証しよう拠こだってあるのだぞ！　ふん、私を騙だますことなどできないぞ」

「叔父上。証拠とは？」

「私のほうでも土蜘蛛の小こ娘むすめを捕とらえたのだ。気色の悪い白い髪かみのな。そいつに白状させれば、すぐに仲間かどうかわかる」

　佐波宮が得意そうに言い、氷見は立てた片かた膝ひざにがっくりと顔を埋うずめた。

「……捕らえた者が仮に土つち蜘ぐ蛛もだとして、柚木座が仲間だという証言が、正しいという理由は？　あるんですか？」

「土蜘蛛が仲間を仲間だというのだ。間違いあるまい？」

　変に権力欲よくはあるくせに詰めが甘いんだこの人はどーしてこうなんだやるならもっときっちりやれ、と一息で呻うめいた氷見が、にっこり極ごく上じようの笑え顔がおを浮かべて顔を上げる。

「土蜘蛛の証言ですか。それは立派な証拠ですねえ」

「そうであろう？」

「知り合いを人ひと質じちに取るとか、拷ごう問もんにかけるとかしたら簡単に得られる『証言』ですね」

「な……っ？　そなた、私が、偽ぎ装そう工作でもしていると思っておるのか!?」

「そこで『偽装工作』という言葉を出してしまっては、もう白状なさっているようなものですよ、叔父上」

　この場に招しよう聘へいしたのは、氷見が信しん頼らいできる重臣たち数人だけだ。つくづくこうしておいて良かった、と思う。人数が多くては、下手へたに箝かん口こう令れいを敷しくこともできない。機密というものは、携たずさわる人間が多ければ多いほど、どうしても扱あつかいづらくなっていく。

　佐波宮を持て余しながらも、氷見はこれまで宮に対して厳しい処分を取らずにきた。それを氷見の甘さだと感じている者も多いようだが、そうではない。

　──そこまで甘くはないのだ、余は。

　ひとつは、氷見に真っ向から反対する派は閥ばつを懐かい柔じゆうするため。佐波宮が宮中で大きな発言力を持っている限り、氷見の独裁だと騒ぎ立てる輩やからを押さえこむことができる。

　ふたつめは、同じ血筋を継つぐ者として。氷見で途と絶だえさせてしまうわけにはいかないこの血を、佐波宮も引いている。氷見が妃きさきを娶めとり、子をなすまで、血の後こう継けい者しやが氷見ひとりというのはあまりにも心こころ許もとない。帯刀では血が薄くなりすぎる。佐波宮はその保険でもあり──。

　──やはり、甘いのかもしれぬがな。

　残るもうひとつの理由は、やはり、血の繫つながった叔父おじにどうしようもない慕したわしさを感じるためだ。佐波宮の性質からして、どうやっても謀む反ほんが成功しそうにないという冷静な計算ももちろん含ふくまれている。

　──今後は、叔父上に近づく人間をもっと厳しく制限しなくてはなるまいな。

　嚙かみついてくるのが佐波宮ひとりなら心ゆくまでじゃれ合っても構わないが、周囲の思おも惑わくに踊おどらされてそのたびにまたこのような騒ぎを引き起こされてはたまらない。

　支し払はらわされた代だい償しようは、決して見過ごせるものではない。

「ともかく事情を聞くために、佐波宮を──」

　一室に押しこめよ、と続けようとした氷見の言葉を、不意に飛びこんできた声が遮さえぎった。

「──ちょお待てや」

　春しゆん雷らいが近くに落ちたと見えて、凄まじい爆ばく音おんが腹の底まで震ふるわせる。遠くで、女官の悲鳴が聞こえる。

　ざんばらに伸のび放題の赤い髪の下に、黒い眼帯が見え隠れする。

　赤しやく銅どう色いろの鍛きたえた肌はだには護ご符ふ代わりの入れ墨ずみが施ほどこされ、存在そのものが強い鋼のような、そんな匂においのする青年。

　右みぎ肩かたには晒さらしを巻きつけ、その先の腕うでは失われている。腰には長身に見合った大ぶりの刀を無造作に差し、その荒あらぶる姿に一同は一いつ瞬しゆん意思のすべてを奪うばわれる。

　鬼き気き迫せまるほどの姿で現れた、彼は土蜘蛛の王だ。

　ぼたぼたと水すい滴てきを滴したたらせた朱鬼に、氷見は困こん惑わくしたように軽く首を振ふった。

「……『死人』のはずのそちに堂々と入って来られては、いささか困るのだがな」

　彼を招よぶのは、人気のない夜になってからのはずだった。

　氷見は苦く笑しようせざるを得ない。

「まったく、誰だれも彼も思うようにはならぬ……」

「やかましい。そないなこと関係あるか」

　帯刀が素す早ばやく衛え士じたちを見やる。

　職務に忠実な衛士たちは大広間をきっちりと囲み、守りながら人の出入りを防ぐ。ここにいるのはこの国の中ちゆう枢すう、すべてを取り仕切る者たちばかりだ。朱鬼が現れたことに驚おどろきはしても、さすがに土蜘蛛に必要以上の脅きよう威いを抱いだいたりはしない。京と土蜘蛛とが表ひよう裏り一いつ体たいで繫がっていることを、重臣たちは知っている。

　重々しい空気の中、佐波宮が袖そでで顔を覆おおい、鼻を鳴らす。

「見苦しい者が恐おそれげもなく現れよって……疾とく、去いね。目が腐くさる」

「目が腐っとんのはどっちや、ああ!?」

　朱鬼があっという間に大広間を横切り、佐波宮の胸むなぐらをがっと摑つかみ上げる。衛士たちが慌あわてて槍やりを構えたが、朱鬼の速さには敵かなわない。

「き、宮中であるぞ！　狼ろう藉ぜきは控ひかえい！　下がれ、この下げ郎ろうが！」

　佐波宮が気き丈じように言い放つが、怒いかり心しん頭とうの朱鬼にそんなことを言っても通用しない。佐波宮の首根っこを摑み片手で吊つり上げ、鼻先が触ふれそうになるほど顔を近づけて睨にらみつける。

「お前が指示出しとったんやってな。ようもうちの者もんを閉じ込めたり利用しようとしたりしてくれたもんやな。俺らに手ぇ出して、覚かく悟ごは出来とるんやろうな。あ？」

　完全なる恫どう喝かつに、佐波宮が気を失いそうなほどに竦すくみ上がる。朱鬼の本気の威い圧あつに耐たえることができる人間は数えるほどしかいない。

「鬼おにを利用してなにが悪いというのだ！　穢けがらわしい、私に触れるな！　そなたなど、所しよ詮せんあの土蜘蛛の男と同じ穴のむじなではないか！」

　佐波宮が叫さけび、朱鬼は今初めて気づいたというように、示された先の青年に隻せき眼がんを向けた。

「土蜘蛛の男？」

「そやつだ！　言い逃のがれしようと言うのなら、捕らえた子供を処しよ刑けい致いたすぞ」

「ほう……さすが京やな。もう居ない者を、処刑できるんか」

　軽く鼻先で笑われ、佐波宮は焦あせった表情を浮うかべる。

「なんだと!?」

「悠ゆう長ちように捕つかまっとるほど暇ひまやない。あんたらと違ちごうてな。それに、あの男……あれ、誰や？」

「よくも白々しく……！　柚木座の蒼馬だ！　土蜘蛛の一味なのであろうが！」

「知らんな」

　隻眼を眇すがめて、朱鬼が蒼馬を見つめる。蒼馬は少し驚いたように眼まな差ざしを揺ゆらしたが、すぐに視線を切り結んでくる。朱鬼の真意を探さぐるように。

「知らん男を、仲間や言われてもなあ」

　にやにやと痛快そうに笑いながら、朱鬼は己おのれの顎あごを撫なでた。

　朱鬼なりの、これが送別だ。

　──縁えんを切る。

　宮中へ向かう直前、白火に言われた。

『蒼馬さまを救えるのは、朱鬼さまだけです……っ！』

　土蜘蛛の頭領である朱鬼が蒼馬を突つき放せば、蒼馬は根無し草になる。土蜘蛛のほうから蒼馬との関かかわりを一いつ切さい消し去ってしまえば、蒼馬と土蜘蛛は繫がりが見えなくなる。

　土蜘蛛としての証あかしも、従兄弟いとこであるという関係もすべて隠かくし抜ぬいて、赤の他人ということにしてやるから。

　先祖の恨うらみに凝こり固まっていた朱鬼を蒼馬が助けてくれたように、朱鬼もまた、抜け出しようのない軛くびきから蒼馬を解き放つ。

　──自由に、してやる。

　目に見える確かな繫がりを自ら断たち切ることはつらかったけれど、きっとこれが最善の策だ。迷いはしたが、

　──これでええんや。

　今この瞬間、朱鬼はとても満足していた。

　表向きの縁は切れても、心は繫がっている。そう思えば、寂さびしいことはない。

　晴れ晴れとした気持ちで朱鬼が尋たずねる。

「お前、俺を知っとるか？」

　──受け取れ、蒼馬。前に助けに来てくれた礼や。

　信じられないと言いたげに目を見張っていた蒼馬は、しばらくの沈ちん黙もくののち、ゆっくりと口を開いた。

「……いや。知らない」

「そうか」

「ああ」

　たったこれだけの遣り取りで、蒼馬は過去を捨てる。

　すべてを捨てる。その代わり、新しい未来を手に入れる。大きな代償であり、大きな未来だ。

　土つち蜘ぐ蛛もとしての生まれ、育ち、思い出のすべてを葬ほうむり去って、これで──ただの男になる。

　舞まい人として生きていくために。

　蒼馬は、己を縛しばる楔くさびから決別する。

「皆みなの者、騙だまされるでないぞ！　そんな言葉、誰が信じるものか！」

「いい加減になさい、叔父上。引き際ぎわも弁わきまえないとは、見苦しいの一言ですよ」

「詭き弁べんだ！　あやつらの言うことに騙されるな！」

　なおも喚わめく佐波宮を、氷見が衛士たちに拘こう束そくさせる。

　丁てい寧ねいなしぐさで押さえこまれ、佐波宮が暴れる。

「止やめよ、離はなせ！　何をする！」

「叔お父じ上うえを静かな場所へお移し致いたせ。ここは少々騒さわがしい」

「は！」

　佐波宮が退出させられたあと、ひとりの貴族が氷見に伺うかがいを立てた。

「帝みかど。佐波宮さまへの御ご処分は、如何いか様ようになさいますか」

「処分？　そのようなものは必要ない。叔父上は少々勘かん違ちがいなされただけだ」

「ですが、佐波宮さまは謀む反ほんを」

「そうですとも。いくら尊いお血筋とはいえ、容よう認にんできるものではございません」

「今のうちになんとかしておかねば、また騒そう動どうを起こされかねません」

「静まれ。此こ度たびの件は、叔父上の一存ではあるまい。こせこせと証しよう拠こ集めをしたり狼藉者たちに鬼の振りをさせたり、手がこんでいて叔父上らしくもない」

　どこかで必ず詰つめが甘いのが佐波宮なのだ。為い政せい者としてはそれは致ち命めい的てきだが、数少ない血けつ縁えん者と思えば、扱あつかいやすいという美点にもなる。

　結局のところ、氷見もまだまだ甘い。そして氷見は、その甘さが嫌きらいではない。

　けれど国の頂点に立つ者として、非情にならなくてはならない時もある。

　──京をここまで揺さぶったことには、きっちりとけじめをつけねばならぬ。

「……衛士たちを遣やるより、直接向かったほうが早そうだな。よし、参るぞ。と、その前に」

　氷見は、おもしろそうに帯刀を見やった。

「そちからなにか報告があるようだな？」

「────」

　帯刀が回かい廊ろうに控える衛士に合図をする。

　数人の女官たちが恭うやうやしくかしこまりながら、ひとりの少女を導き入れる。その面おも影かげは淡あわく儚はかなく、宮中に咲さく一輪の野花のようだった。

　時間がなかったので五衣の礼装とまではいかないが、赤い袴に白の打衣を合わせ、桜色の衣を重ねている。いつもの少年姿ではなく、華やかな姫装束だ。

「祝しゆう言げんの日取りを決めたゆえ、披ひ露ろ目めをと」

　帯刀が立ち上がり、場の空気に押されて小刻みに震ふるえている手を優ゆう雅がに取る。白火は、舞ぶ台たい以外でこうも大勢の男たちに注視されることに慣れていない。

　宮中のしきたりなど何も知らないままにこの場に引き出された白火を、帯刀は自らの隣となりに寄り添そうように立たせた。

　白火の淡い金と、帯刀の鋭えい利りな銀。

　そうやって並ぶと一いつ対ついの人形のように比類ない美しさで、両りよう脇わきに詰める宮中人たちにもどよめきが広がっていく。

「祝言ですか」

「それはめでたい話ですな」

「あれは確か、天覧能の舞まい姫ひめでは」

　白火は帯刀に手を取られるままに従ってはいたけれど、瞳ひとみは瞬まばたきひとつしなかった。

　──蒼馬さま……！

　蒼馬がここにいる。

　──元気そうだ。良かった……！

　話しかけることはできない。氷見の御ご前ぜんだし、第一白火はもう帯刀の許嫁いいなずけだ。宮中で氷見に挨あい拶さつを済ませれば、婚こん約やくは覆くつがえすことのできない本式のものとなる。

　蒼馬はじっと正面の一点のみを見つめていて、白火を見ようともしない。

「めでたい話で喜ばしいが……少々身分の差がありすぎる気がするな？」

　氷見が、檜ひ扇おうぎをぱらりと開いて閉じて弄もてあそぶ。

「私は、白こ火れ以外を妻に迎むかえるつもりはありません」
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「まあ、そちがそれでいいなら余も止めはしない。似合いのふたりで目の保養だ」

　氷見が、楽しげに喉のどを鳴らした。

　帯刀は白火の肩かたを抱だき、蒼馬へと向き直る。

「白火を貰もらうぞ。良いな」

　そう言われてやっと蒼馬が、白火に目を向けた。

　黒こく檀たんの双そう眸ぼうには、冷たい感情だけが凝こごっていた。










「──ああ」



























　不思議なやつだなと思ったのが、第一印象だった。

　舞まいはうまかった。

　素す顔がおはあどけなくて。




　あの薄うす茶ちやの瞳に見つめられた途と端たん。

　捕つかまった、と。

　そう思った。

　多分それは、間ま違ちがってはいない。

　だが、青年自身、まだその想おもいをはっきりとは摑つかみきれずにいる。




　時は早春。




　ぱらりと扇おうぎを開く。

　使いこなして馴な染じんだ舞まい扇おうぎを指よりも自在に動かして、白火の髪かみと扇が軌き跡せきを描えがく。

　白い肌はだがほんのりと上気して、薄うす桃もも色いろに染まる。

　涼すずしげな目もとに、小さな花びらのような唇くちびる。

　咲き初そめた桜のような美び貌ぼうの少年が、半分瞼まぶたを落として伏ふし目がちに、舞いの世界に身を委ゆだねていくさまは、初うい々ういしくも艶なまめかしい。

　白い足袋たびが、時折稽けい古こ場ばの床ゆか板いたを、きゅ、と鳴らしていく。ふわりと床から浮ういてみえるほど、優雅で体重を感じさせない。

　実際に舞いを生業なりわいとして、その隠かくれた苦労や汗あせを知っている蒼馬ですら、実は背中に羽根でも隠し持っているのではないかと思うほどの軽かろやかさだ。

　舞いは、見た目に反してかなりの体力を必要とし、一番舞い終えれば体中がきしんで悲鳴をあげる。

　──ここまでは、問題ないんだがな。

　蒼馬は胡座あぐらをかいたまま腕うでを組み、その様子をじっと眺ながめる。

　凜り々りしく粋いきに整った風ふう貌ぼうの美青年で、その引き締しまった横顔を、黒檀のような色合いの髪が引き立てていた。

　容貌と同じく女性関係も華はなやかで、京一の伊達だて男おとこの名をほしいままにしている青年でもある。

「いかがですかな、若わか太た夫ゆう」

　白火の舞いの妨さまたげにならないよう、声をひそめた脚きやく本ほん家に尋たずねられ、蒼馬は首を捻ひねった。

　京でも屈くつ指しの腕うで前まえを誇ほこる柚木座は、今度の春の能で、白火を始めとする日輪座の人間を客演に招いていた。

　日輪座は少数ながらも精せい鋭えい揃ぞろいで、今まで田舎いなか回りをしていた分少し泥どろ臭くさい芸風でもあったのだが、稽古を重ねるうちにすっきりと洗練されてきた。

　京の風で上品に洗い流されていきながら、野や趣しゆ溢あふれる感じは残っているのが、日輪座らしいな、と蒼馬は思う。

　どことなく、媚こびない一座なのだ。太夫である一陽もそうだったし、それは若太夫である白火も同じだった。

「う～ん……」

　白火から目をそらさないまま、蒼馬はこめかみをかく。

「悪くはない。悪くはないんだが……」

　太夫が隠いん居きよを宣言してゆくえをくらませているので、興行に関する一いつ切さいは蒼馬が請うけ負うことになっている。

　もともと、牽けん引いん力はあって大だい胆たんな性格なので、人の上に立つことが似合う青年だ。責任ある立場だが、必要以上に気負うこともなく、あっさりと受け入れている。

　今稽古をしているのは、今度の桜能に披露する、『水ノ姫ひめ』だ。

　滝たき壺つぼに棲すむ姫神と皇子との許されない恋こいを描いたもので、幕開きの水浴びの場面から、白火の美しさをよく引き出している。

「このあとがな……」

「やはり、恋こい狂ぐるいの舞いが気になりますか」

「ああ。──白火」

　ぽん、と手を叩たたいて合図をすると、稽古場の中央にいた白火も舞扇を下ろす。

「蒼馬さま」

「やっぱり、恋狂いはもっと厚ぼったく演やってくれないか。あまりにあっさりしすぎて、姫が恋していないように見える」

　手招きされて座った白火が、滴したたる汗を手しゆ巾きんで拭ぬぐい、それとなく蒼馬から視線をそらす。

「もっとですか……姫が、人間っぽくなりはしませんか？　滝壺を護まもる姫神ですよ」

　ここ数日、白火と蒼馬はどうもしっくり来ない。役やく柄がらの解かい釈しやくが違ちがうせいだ。

「人とは心の有りようが違いますから、そう執しゆう心しんしないと思うのですが」

「恋しい男が死んで、世界を滅ほろぼそうという勢いだぞ。もっとたっぷり演っていい」

「それでは、姫の持つ神こう々ごうしさが消えてしまいます。それに、皇子が死んでしまって悲しいから、怒いかりよりは悲しみのほうが強いと思うのですが」

　蒼馬と同様、舞いのことになると、白火も譲ゆずらない。

　借りてきた猫ねこのようにおとなしかったのは初めて柚木座を訪おとずれた日だけで、今では柚木座の座員たちとも打ち解けているし、こうして思うように意見も言う。

「姫とはいえ、女だ。邪じや神しんに堕おちる寸前までいっていいと思うが」

「姫は神です。人の世界を守る務めがあるのですから、そこまで思い詰つめるとは思えません」

「姫が堕ちる寸前まで行ってくれないと、皇子が龍りゆう王おうになる理由が弱くなる」

「皇子は皇子で、姫を想ってのことでしょう。それに第一、姫は『置いていかれた』感が強いです」

「そう来るか……」

「ほかに、なにか気になるところはありますか？　白火どの」

　それまで黙だまって聞いていた脚本家が、穏おだやかに割りこむ。彼は脚本を書くだけで、それをどう表現するかには言げん及きゆうしない。指導を求められれば解釈を語ったりもするが、基本的に表現のすべては舞い人に任せている。

　その彼が、蒼馬にだけ聞こえるように声をひそめた。

「若太夫、白火どのの『姫』を受け止めきれていないでしょう」

「……わかるか？」

「わかりますとも。白火どのの『姫』は、確かに若すぎますが悪くはない。だが、若の『皇子』は白火どのを受け入れていない。だから嚙かみ合わないんですよ」

「そうなんだよなあ……」

「あの……」

　白火が、言いにくそうに口を開く。

「何度も言いましたが、オレには、蒼馬さまの皇子が若じやつ干かん冷たく感じます。ひとりで死ぬのも納なつ得とくしてますし」

「かといって、未練を残して死んでは崇すう高こうな龍王にはなれない」

「──それはそうなんですけど」

「ここでも嚙み合わないか」

　通常の興行であれば、同じ座の座員たちで、こうまで揉もめることもなかっただろう。能は長年の稽古の積み重ねが重要で、即そつ興きようで合わせてもぴたりと合うところが持ち味でもあるのだ。

　だが、今回は違う。

「なんか、変なんです」

　ふたりとも譲らず、顔を見合わせてはーっとため息をつく。

「しっくり来ないもんは仕方ねえよなあ……」

　見習いの子供が運んできたお茶を飲み干し、蒼馬がほとほと困り果てたようにつぶやく。

「オレもそう思います」

　白火もどこか苦しげだ。

　お互たがいに最初に得た直感を大事にするほうだが、こうも見事に食い違うと埋うめようのない隙すき間まが生じてしまう。今はそれを埋め合わせようとしているのだが、どうしても話し合いが平行線を辿たどっていく。

「稽古の間になんとかしないとな」

「はい」

　白火が、意を決して蒼馬を見上げる。

「あの、蒼馬さま」

「なんだ？」

「蒼馬さまは、姫のことを愛してくれていますか？」

　白火にしてみれば当然の問いかけだった。

　いささか直球すぎるものの、もとが口くち下べ手たなので言葉を選ばないし、選んでいる余よ裕ゆうもない。

「オレは、蒼馬さまに愛されている自覚が足りないんだと思います」

「う……」

　真しん摯しに見つめられて、蒼馬は思わずたじろいでしまった。

　ここ数日、この少年の細い手足や見え隠かくれする項うなじに煽あおられっぱなしで、自分の性せい癖へきにいささか疑問を感じていたところだったのだ。

　──俺は、男には興味ない！　見た目がどんなに可愛かわいかろうと、こいつは男！

　手を出しそうになるのを律していた結果が、舞まいにも出てしまったのかもしれない。

「あ、もちろん、蒼馬さまの皇子に、ですけど」

　言葉の足りないことに気づいた白火がうっすら頰ほおを染め、蒼馬は余計に煽られる。

　──この、天然……！

　舞いの解釈もふたりの仲もなんとなくぎこちないまま、時間は刻々と迫せまってくる。

　桜の蕾つぼみも膨ふくらんで、桜能の本番はもうすぐだ。










「じゃあ、行ってくる」

　柚木座と日輪座の若わか太た夫ゆうを、座員たちが見送りに出た。

「行ってらっしゃいませ」

「行って参ります」

　白火が見送りの座員たちに丁てい寧ねいに頭を下げてから、ぽつりとひとりごとのように訊きく。

「どこに行くんですか？」

　あれから何度か舞い合わせてみたものの、結局合わずに喧けん嘩かになってしまい、空気がぎすぎすしたままだ。

「『彩さい乃の屋や』だ。西にし陣じん織おりの老舗しにせで、今回の桜能のために、秘蔵の反たん物ものを見せてくれる」

「──そうですか」

『水ノ姫』は新作だから、装束も一から用意する。装束のための反物選びを、白火は前から楽しみにしていたようだった。

　京でも、西陣の織物は有名だ。

　話題の新作のために、蒼馬はいろいろと準備を重ねていた。

　商人というものはある意味すなおで、利益がありそうな話には飛びつくし、儲もうけが絡からまないと動かない。

　柚木座の役者や舞ぶ台たいは、良い宣伝になる。

「落ちるぞ」

　白火が頭から被かぶっているのは、薄うす物ものの衣ころもだ。

　陽ひ射ざしはまだそんなに強くないが、顔を隠すにはちょうどいい。

　白火を見かけると、少女たちが寄ってきて話しかけたりと色々煩わずらわしいのだ。白火がまだそういう対応に慣れていないので、あしらうのに時間がかかる。

　蒼馬くらい気軽に街をうろつくには、まだまだ修しゆ行ぎようが必要そうだ。

　白火は、年ねん齢れいのわりには背せ丈たけが小さい。

　頭の天てつ辺ぺんが、蒼馬の胸の辺りまでしかない。

　──舞台で見ると、もう少し大きく見えるんだがな。

　舞っているときにぴんと背筋を伸のばし、存在感を高めている成果のようだ。

　ずれていた被り布を、頭からすっぽりと隠れるように直してやると、白火が小さく礼を言う。

「ありがとうございます」

「…………」

　あえてそれには答えずに、蒼馬はさっさと歩き始める。

　蒼馬がどことなく不ふ機き嫌げんなのは、白火にもわかる。

『水ノ姫』で壁かべにぶち当たっているせいかとも思ったが、どうもそれだけではないようだ。

　──なにか、あったのかな……。

　困こん惑わくしたようにため息をひとつついて、白火も歩を進めた。










「おおきに。お選びいただいた反物は、明日中に柚木座にお届けしますよって。どうぞ、気ぃつけてお帰りやす」

「ああ。よろしく頼たのむ」

　想像以上に水ノ姫にぴったりと合う反物がみつかり、蒼馬も白火も心中ほっとしていた。

　こうして互いの意見が合うときはいいのだが、彩乃屋を出て通りを曲がった途と端たん、気まずい雰ふん囲い気きが戻もどってくる。

　──どうも……顔を合わせらんねえな……。

　重苦しさがわだかまり、ため息をつく。

　気まずいのは、己おのれの心がざわついているせいだ。

　水ノ姫に恋こいする皇子──役やく柄がらに同調してしまうなど、初めての経験だ。

　今まで数多あまたの役を演じてきても、のめりこんだりはしなかった。あくまで、舞いと現実とは別々に分けて考えてきた。

　だが、今回ばかりは分が悪すぎる。

　姫に恋する皇子と蒼馬自身とが被さって見えて、どうにもそこで無意識のうちに抗あらがってしまうのだ。

　生きつ粋すいの遊び人と称しようされる蒼馬だが、男に惹ひかれていると認めるのは、さすがに抵てい抗こうがあった。

　解かい釈しやくが合わないという点も、気にかかってはいる。

　だが、これ以上なにを言っても、今はまだ無理だろう。白火には白火のやり方があり、蒼馬のやり方を強要することはできない。

　──八はつ方ぽう塞ふさがりとはこのことだな。

「──先に戻ってろ」

　そう言い置いて、蒼馬はくるりと踵きびすを返した。

　蒼馬の背後で、困惑して立ち止まる気配がある。

「蒼馬さま……？」

　途と方ほうに暮れたように問いかける声を聞き流し、蒼馬はある場所へと足を向けた。

　この物思いを晴らさないことには、白火を傷つけてしまいそうで怖こわかった。










「まあ……」

　花街には、独特のしきたりや習いがある。

　粋いきとは言えない、まだ暮れきらないうちにやってきた蒼馬の姿に、花はな霞がすみは驚おどろいて目を瞠みはった。粋や洒落しやれが身に染しみついていて、今までしきたり破りなどしたことがない青年だ。

「どないしはりましたの、主ぬしはん。こないな時間においでなんて、珍めずらしいこと。宵よいの口にもまだ早はようおすえ」

「ちょっとな」

　馴な染じみの遊女の言葉も、蒼馬は気にとめずに座ざ敷しきに上がりこんで座りこむ。

　ここ半年ほど、蒼馬はこの花霞を贔屓ひいきにして三日と空けずに通っている。

　部屋の中も、勝手知ったるといった感じだ。

「主はん……？」

　とはいえ、郭くるわの女たちがまだ、拵こしらえを始めたばかりの頃ころ合あいだ。花霞も、まだ緋ひ色いろの長なが襦じゆ袢ばんに着物を羽織ったまま、帯も締しめていない。

「少し寝ねる。膝ひざを貸せ、花霞」

「──へえ。よろしおすえ」

　帯を解いたままのしどけない姿で、花霞はおっとりと膝を明け渡わたす。

　らしくもなく、乱暴なしぐさで蒼馬がごろりと寝転がる。

　愛用の香こうと煙管きせるの入り交じった匂においが、花霞の鼻先をかすめていった。










　一方、大通りに取り残された白火はしばらくの間、ぽつんと立ち尽つくしていた。

　蒼馬の姿が角を曲がって見えなくなってから、ようやくぎくしゃくと動き出す。

「帰ろう……」

　柚木座に戻って、稽けい古この続きをしよう。桜能までは時間が限られているのだ。水ノ姫を早く練り上げたい。恋こい狂ぐるいの場面をもう一度、蒼馬と合わせてみよう。

「あ…………」

　足早に歩き出して、白火はぴたりと立ち止まった。

「そうか……そうだっけ……」

　蒼馬はどこかに行ってしまったのだと、今いま更さらながらに気づく。

「戻っても、蒼馬さま、いないんだっけ」

　どこか不機嫌だった。苛いら立だっているようにも見えたし、もどかしそうにも見えた。

　怒おこったりそれらしい素そ振ぶりを見せないところが蒼馬らしかったけれど、それに気づかないほど白火も鈍どん感かんではない。

「呆あきれられたのかな……」

　蒼馬の言う『水ノ姫』の解釈は、白火のものと全然違ちがっていた。

　──稽古が進まないのって、オレのせい、だよな……？

　きっと、蒼馬は白火の舞まいの未熟さに呆れてしまったのだ。

　不意に悲しくなって、白火はしょんぼりうつむく。

　白火にとって、蒼馬は憧あこがれの舞い人だ。その蒼馬に呆れられるのは悲しい。

「──蒼馬さまの言う水ノ姫……厚ぼったく、女っぽく、だったっけ……」

　日輪座では今まで、白火の思うとおりに舞えた。皆みなが主役である白火の解釈に合わせてくれたし、父である一陽太た夫ゆうの細かな指導もあって、脇わき道みちにそれることはなかった。

　だが今回は客演だ。天下の柚木座の舞ぶ台たいに立つのだ。今までとは勝手が違って当然なのかもしれない。

「うん。今までとは違って当たり前なんだよな。日輪座じゃなくて、柚木座なんだし」

　白火は心を決める。

　──蒼馬さまの言うとおりに舞ってみよう。

　あれこれ言われて混乱してついつい意地を張ってしまったけれど、今まで練り上げたものを一度綺き麗れいに忘れて、蒼馬の提案を受け入れてみよう。蒼馬の醸かもし出す、あの勇ゆう壮そうな世界へ任せてみよう。

「蒼馬さまに謝ったほうがいいよな」

　いったん心を決めたなら、行動は早いほうがいい。

　白火はさらりと髪かみをなびかせて走り出した。

　蒼馬を、捜さがして。










「主はん……なんぞありましたん？」

　柔やわらかなぬくもりは、蒼馬の心を落ちつかせる。

　少しかさついて大きな手が爪つま紅べにを塗ぬった指先に絡からみつくのを、なされるがまま、花霞は黙だまって見ていた。

　節の目立つ長い指が、花霞の指に絡んでは離はなれ、また搦からめ捕とる。

「…………」

　触ふれ方に熱っぽさはない。ただ単に、そこにあるから触れているだけで、それが何かも多分蒼馬はわかっていないだろう。じゃれるように軽く手を揺ゆらすと、蒼馬の指もゆらゆら揺れた。

　身体からだはくつろいで花霞に預けているものの、蒼馬がなにか考え事に沈しずんでいるらしいことは、険しい双そう眸ぼうの光を見ればわかった。だから黙って膝を貸す。

　薄うすい唇くちびるにくわえた煙管を、蒼馬がとんと煙草たばこ盆ぼんに打ちつける。

　──なんだかなあ……。

　胸にわだかまるもやもやとしたものの原因はわかっている。

　ここ数日、蒼馬は白火とふたりきりで向かい合うことを避さけていた。

　──たがが外れたら、なにするかわからねえからな。

　初めて会ったときから惹ひかれていた。ほしいと思った。だがそれは、舞い人として、柚木座にほしいのだと思っていた。

　舞っている白火は美しい。移い籍せきを断られた今でも柚木座にほしい人材だと思っているし、確かに希け有うな舞い手だ。蒼馬の目に狂くるいはなかった。

　特に透すき通るような存在感と空気に乗るような軽かろやかさは見事で、『水ノ姫』と合わせて稽古中の『胡こ蝶ちよう』など、まさに夢む幻げんを体得したように現実離ばなれして美しい。

　今でさえ名手だというのに、今後、どれほどの舞い人になるだろう。それを見ていたいと思った。見守っていたいと思った。

　──それだけじゃ済まなかったか。

　舞っていない白火にも惹かれている自分を、蒼馬はようやく認めた。認めたくなくて逃にげ回ったが、白火には最初から惹かれていたのだ。

　一目、逢あったときから。

　もう腹をくくり、潔いさぎよく認めざるを得ない。

　──俺は、男には興味ないはずだったんだがな。

　その美び貌ぼうで少年のころから数多くの男たちに言い寄られ、それでも蒼馬は同性に興味はなかった。渡り歩くのはいつだってあでやかな女たちで、彼女たちとの一夜は楽しかったし、それで満足していた。

　根が束そく縛ばくを嫌きらう性格なので、誰だれかひとりに決めるなどということは考えたこともなかったし、恋こいは遊ぶもので、真しん剣けんになるものではないと思っていた。

　能の情念渦うず巻まく恋の世界は別として、現実で束縛されるのなどまっぴらだ。

　それなのに。

　──とんだ誤算だったわけか……。

　否定しても始まらない。

　自分をまっすぐに見上げる、あの大きな琥こ珀はくの瞳ひとみ。噓うそをつけない、清せい廉れんな唇。生き真ま面じ目めに若太夫として務めるかと思えば、菓か子しひとつで本当に嬉うれしそうに笑う。

　よくよく見ていればころころと表情を変える白火の、すべてに惹かれている。舞いに関して生せい硬こうで、融ゆう通ずうがきかないところも嫌いにはなれない。むしろ手て応ごたえがあっておもしろいと思う自分は、相当に重じゆう症しようなのだろう。

　ふ、と苦く含ふくみ笑うと、その気配を察して花霞がそっと声をかけた。

「なんや、主はん、ご機き嫌げんは直らはりましたん？　黙だんまりはお終しまいどすの？」

「ん──……」

　返事の代わりに軽く唸うなり、いつのまにか婀あ娜だっぽく絡みついていた指先を引き寄せて、唇に触れさせる。

　しばらくほったらかしにしていたせいか、細い指先はほのかに冷たく、蒼馬の内にこもる熱を冷ましていく。

「心配させたか？」

「いいえ。うちの膝ひざが役に立つんどしたら、いくらでもお貸ししますえ」

　柳やなぎのようにしなやかな受け答えが、蒼馬を優やさしく包みこむ。

　舞台のあとの火ほ照てりも、こうして他ほかの存在に心こころ奪うばわれているときも。

　なよやかにすべてを任せる優しい媚び態たいが気に入って、今まで贔屓ひいきにしていた遊女だ。

「勝手な男で、悪いな」

　蒼馬の心がほぐれたのを見て取って、花霞は小さなほくろのある目もとを綻ほころばせた。

「なあ。俺は、女好きの遊び人だよな？」

「へえ。そうどすな」

「そこは否定してくれ」

「否定してほしいんどすの？　そやけど主はんみたいなお人、ほかにはいてはらしまへんからなあ」

「俺みたいなって、どんな男だ」

「舞いの上手で、綺麗で、頼もしゅうて」

　蒼馬の鼻先を、ちょんと突つついて悪戯いたずらっぽく笑う。蒼馬も花霞の太ももに手を這はわせた。

「誰よりも優しゅうて、残ざん酷こくな」

　そのとき、いきなりがたんとなにかがぶつかるような物音が聞こえた。

「何だ？」

　蒼馬がうるさそうに眉まゆをしかめて目をやると、花街には似合わない人物が、そっと開けた襖ふすまにしがみつくようにして立っていた。

　見開かれた双眸が、ふるふると震ふるえて睨にらみつける。

　被かぶり布で隠かくれて顔は見えないが、肩かたから零こぼれる薄うす茶ちやの髪に、蒼馬が気づかないはずがない。

「白火？」

「信じられない……！　蒼馬さま、最低だ！」

「何なんだ、一体？」

　身体を起こして、蒼馬は今更ながらにはっと気づく。

　──まずい……！

　ぱっと見には、誤解されても仕方ない体勢だったかもしれない。花霞の着物の裾すそは乱れて、白い太ももまでもが露あらわになっている。

「誤解だ！」

　珍めずらしくも慌あわてたように身を起こす蒼馬に向かって、白火はそばにあった衝つい立たてを蹴け飛とばした。

「蒼馬さまなんてもう知らない！」

「白火！」

　小さな草ぞう履りを履はいた足が、郭くるわを飛び出していく。

　蒼馬自身、何故なぜこんなに動どう揺ようしているのかわからない。郭とはそういう場所だ。だが、白火に誤解されたままなのはいやだった。

　行き交かう人々が、なにごとかと目を瞠みはる。

「待て！」

「離はなせ！」

「いいから止まれ。落ちつけ！」

「やだ！」

　身が軽いせいか、白火は足が速い。追いかけた蒼馬は、細い手首を摑つかんでようやく白火を引き留めた。

　よほどの勢いで走っていたらしい。もう花街の外れだ。

「どうしたっていうんだ」

「知りません！」

　被り布の奥で、白火が息を切らせている。蒼馬も大きく息をついて呼吸を整えた。

「離せ！　離せったら！」

「暴れるな」

　やみくもに暴れようとする白火の左右の手首をひとまとめに摑むと、その力の強さに、白火が悔くやしそうに口をつぐむ。

「──なんだってこんなところに来たんだお前は」

「蒼馬さまに言いたいことがあったんだけど、もういいです！」

「何だ」

「言いません」

「言うまで離さない」

　摑まれた手首がしびれてきたのか、白火が眉まゆ根ねを寄せた。

「……まったく」

　蒼馬が少し力を緩ゆるめてやると、白火がうつむく。

「──オレは！　まだまだ未熟だけど、蒼馬さまの言うみたいに舞まってみたいって思って……だから……謝ろうと、思って」

　するりと被り布が頭から落ち、現れた白はく皙せきの面の小ささに、蒼馬は思わず息を詰つめる。

　一体、どこでどんなふうに誤解したというのだろう。

「お前……」

　白い項うなじに、絹糸の髪かみが降り落ちる。

「ごめんなさい。まだまだ下手へたなのに、言うこと聞かないでわがまま言って」

　蒼馬が言葉を失っていると、その意味を誤解した白火が泣き出しそうに顔を歪ゆがめる。

「やっぱり、もう遅おそかったですか。オレ、柚木座の舞ぶ台たいに立つなんてまだ早すぎて」

「そうじゃない！」

　すっかり消しよう沈ちんした白火の肩を、蒼馬はわし摑んだ。あまりの小ささに驚おどろいて、ぱっと手を離す。

　少しでも力をこめれば、すぐにも壊こわれそうなほどの感覚だった。

「蒼馬さま……？」

　白火が、不安そうに蒼馬を見上げた。

　その表情がやはり頼たよりなくて、蒼馬の心臓がどくんと音を立てる。

　山間に咲さく百合ゆりの花のように。

　白火は大輪の花でありながら、馥ふく郁いくと豊かな芳ほう香こうを放ちながら、少しの風にも倒たおれてしまいそうに弱々しく見えるときがある。

　手を差し伸のべて、庇ひ護ごしてやらずにはいられない。

　──男にしては、線が細すぎるんだよな……。

　蒼馬が白火と同じ年ねん齢れいだったころは、もっと軀からだつきもしっかりしていたし、こんなに危なっかしくなかったはずだ。

「そうじゃないんだ、白火」

　つとめてゆっくりと穏おだやかに言い、蒼馬はそっと白火の頭を撫なでた。

　白火が、人に慣れない猫ねこのように首を竦すくめる。

「俺が悪かった。謝らなくていい。別に、お前に怒おこっているわけじゃない」

　言葉の代わりになにか伝わるかと思って、やわらかな髪を撫で続ける。しなやかな髪は、触ふれて心地ここち良い。

「ちょっとごたごたしていて、気持ちの整理がつかなかっただけだ。悪かった」

「蒼馬さまが謝ることないです。オレが悪かったんです……柚木座の舞台に上がらせてもらうので、オレ、舞い上がりすぎてたんです」

　田舎いなか回りの一座から、いきなり天下の大おお舞ぶ台たいへと引き出され、白火としても戸と惑まどっていたのだ。生来の気の強さで乗り切ってはいたけれど、不安は大きい。

　水ノ姫の解かい釈しやくでとことん意地になったのは、その不安の裏返しでもあったのだ。

　そのことに、今初めて蒼馬は気づいた。

　──そりゃそうだよな。

　天下の柚木座。

　舞い人なら誰だれもが憧あこがれるその地位を、蒼馬もよく知っている。

　喜びが大きい分、不安がつきまとうのは当然の話だ。

　特に、この真ま面じ目めで一いち途ずな少年には。

　蒼馬は身を屈かがめ、白火の額に自分の額をこつんと突つき合わせた。

「すまなかった」

　息がかかるほど間近な距きよ離りで、白火の顔がくしゃりと歪んだ。










　夜も更ふけて、大所帯の柚木座も皆みな寝ね静しずまるころ。

　春先とは言え、まだ夜は冷える。

　その冷えこむ稽けい古こ場ばで、蒼馬はひとり静かに舞う。

　蒼馬のこめかみから顎あごへと、汗あせが滴したたり落ちていった。蠟ろう燭そくの小さな灯あかりしかない薄うす闇やみに、吐はき出される息はうっすらと白い。

　蒼馬がじっくり腰こしを据すえて稽古に集中できるのは、こんなときぐらいしかない。

　日中は若わか太た夫ゆうとして打ち合わせに商談にと飛び回っているので、無理に時間を作ろうと思うとどうしても夜になる。

　柚木座の若太夫ともなれば、その名前だけで名声を得ることはできる。だが、そんなものは蒼馬はほしくない。

　死して龍りゆう王おうとなった皇子。水ノ姫に恋こいした皇子。

　死の間ま際ぎわに、皇子は姫に微笑ほほえみかける──姫を護まもりきった満足感ではなく、ただひたすら姫に、愛していると告げようとして。

　皇子に必要なのは燃え上がる恋ではなく、ひたひたと満ちて潤うるおう愛なのかもしれない。今はそう思う。

　袖そでごと、体を大きくくるりと翻ひるがえす。頭の先から爪つま先さきにまで一本の芯しんが通っていて、体はぶれない。

　丁てい寧ねいに丁寧に、物語に沿って舞っていくと、どんどん深くのめりこんでいくのがわかる。同時に世界も広がり、四方を閉じた稽古場が、無限に広がり出す。

　舞いの世界に漂ただよおうとした蒼馬の視界の隅すみに、す、と入りこむ影かげがあった。

　集中して研とぎ澄すまされた感覚に、真水の香かおりがほのかにかすめる。

　──白火？

　まだ起きているとは思わなかったので、蒼馬は少し驚く。とっくに日輪座に戻もどっているとばかり思っていた。

　蒼馬に寄り添そうように舞う白火はすでに集中しているようで、蒼馬も先を続けた。

　──この感覚だ。

　唐とう突とつに蘇よみがえる感覚に、蒼馬は思い出す。

　初めて舞いを合わせたのは、日輪座の舞台の裏手で、音もなく観客もなく、蒼馬が誘さそった舞いに、白火が水のようについてきた。

　あのときの感覚は、忘れられない。

　白火の舞い姿に才能は感じていたものの、見ているだけなのと一いつ緒しよに舞うのとでは雲うん泥でいの差があった。

　澄んだ青空にふわりと放り出されたような酩めい酊てい感と、深しん淵えんを舞い漂う快さに酔よった。

　──こいつはきっと、途と轍てつもない舞い人になる。

　そう思った。

　そんな蒼馬の心中など知らず、白火は舞い続ける。

　出会い、惹ひかれ、そして引き裂さかれ。

　観客の誰も居ない稽古場で、新しい舞いが完成していく。

　白火が、蒼馬の『皇子』に変化を感じて、ふと顔を上げた。

　今まで、ずっと理解できなくて不思議に思っていた。

　水ノ姫のためとはいえ神々に殺されて、皇子は恨うらみはしなかったのかと。

　だが、今ならわかる。

　やっとわかった。

　水ノ姫のためなら、なにをされても良かったのだろう。姫を護ることができるならば。

　息を堰せき止められる苦しみの中でむしろ皇子は、姫を護ることだけを考えて、その幸福の中で潔いさぎよく散っていったのかもしれない。

　そして告げたかった、微笑みの言葉。

　その心が死してなお残り、龍王となって、狂きよう乱らんする水ノ姫の前に現れることができるのだ。

『皇子』が息絶える直前に、白火に向かって微笑みかけると、白火がなんとも悲しげに、寂さびしげに眉まゆ根ねを寄せた。

　その表情に、蒼馬はおや、と目を瞠みはる。

　今までの白火は、突とつ出しゆつした神こう々ごうしさが前面に押し出されて、こういうふうに感情を露あらわにはしなかった。

　だが今は、さまざまな感情が渦うず巻まいているように見える。

　皇子を殺される怒いかり、憤いきどおり、そして、置いていかれる悲しみ。

　姫の感情が、一気にわき出すのではなく、じわじわと滲にじみ出る。

　初めての恋だからこその、その激しさ。

　そして、問題の場面──蒼馬が舞ぶ台たい裏に見立てた稽古場の正面に戻ると、白火の独どく壇だん場じようとなる。

　激しい激しい、舞い尽づくしの場面だ。技術的にも体力的にも最上級の舞いであり、観みる者を圧あつ倒とうする。

　初めて愛した皇子を奪うばわれた姫の、悲しくも美しい惑わく乱らんの舞い。

　──解釈を、変えたのか……？

　柚木座に戻ってきてから、役やく柄がらに関してはとことん話し合った。

　だが今の白火は、それだけではない。

　──姫が、『女』になっているな。

　神としての運命を飛び越こえて、ただひたすら皇子を想おもうとき、姫はただの女になる。

　たったひとりの男を愛する女になる。

　ただ悲しいのではなく、恋しさと切なさと、入り交じって姫自身ですら手に負えない感情の嵐あらし。

　その物もの狂ぐるいを、白火は身体からだいっぱいに表現する。

　じっと立ち尽つくした背中が痛ましい。

　打ち捨てられた舞まい扇おうぎが、ぽつりとした寂しさを彩いろどる。

　──白火……？

　蒼馬は目を瞠る。

　激しい恋。

　稽古場に渦うずを巻くその激しさに、龍王となった皇子でさえも圧倒される。

　姫ひめは泣いていた。

　涙なみだを流せない神の体で、涙の代わりに血を流して泣いていた。

　あまりに悲しげで、抱だきしめずにはいられなくなる。

　そっと扇を合わせて寄り添う。

　水ノ姫が邪じや神しんに堕おち、龍王は佇たたずんで余よ韻いんを残す。世の無常を感じさせて、この物語は幕を下ろす。

　柚木座の新作、『水ノ姫』が、完成した瞬しゆん間かんだった。










　白火はしばらくの間、ぽかんとその場に立ち尽くしていた。

　身のうちに残る感情の嵐がぽかりと削そげ落ちて、心が空っぽになってしまっている。

　その空くう虚きよさに耐たえきれず、その場に崩くずれ落ちそうになると、横から伸のびてきたたくましい腕うでがそれを支えた。

「蒼馬さま……？　皇子さま……？」

　白火が、ぼんやりと問いかける。

　まだ、舞まいの世界から戻ってこられていないらしい。蒼馬は苦にが笑わらいして答えた。

「蒼馬だ」

　水ノ姫が立ち去っていく余韻が寂しいのか、蒼馬の胸に頰ほおをすり寄せるしぐさが稚いとけない。

「蒼馬さまの皇子さま、優やさしかったです」

「──そうか」

　蒼馬もまた、今の舞いに深い満足を覚えていた。

　頭を上げ、白火が荒あらい息を繰くり返す。わざとゆっくり腕を組み、蒼馬は不意に笑え顔がおを作った。

「良かったぞ白火」

「本当ですか？」

　流れる汗あせが、蠟ろう燭そくの灯あかりを弾はじく。

「いきなりどうしたんだお前。凄すごみも艶つやも増して、申し分なかった」

「良かった～」

　心底ほっとしたようなその笑顔に、蒼馬の胸の奥がちくりと疼うずく。

　あれほどあでやかに舞っておいて、素す顔がおはこんなにも無む邪じや気きだ。

　つくづく、不思議だと思う。

　舞いにも言えることだが、白火は変へん幻げん自在だ。あでやかに艶やかに、芳ほう醇じゆんな色いろ香かを漂ただよわせたかと思えば、あっさりと子供の顔に戻る。

　その相反する魅み力りよくも、蒼馬を引きつけて離はなさない。

　蒼馬だけではなく、今度の桜能で、白火は京中を夢中にさせることだろう。そう思うと、体の奥底からじわじわとなにかが生まれ出る。

　同じ舞い人として、好敵手となりうる舞い人の誕生に覚えるのは、やっかみや嫉しつ妬とではなく喜びだ。

　共に舞って飛ひ翔しようしていくことのできる存在が、心から嬉うれしい。白火の舞いは、蒼馬を触しよく発はつしてより高処たかみを見つめさせる。

　高く高く、どこまでも高く。

　芸の道で、求める理想に限界はない。

「それにしても、短期間でよくああまで舞い変えたな。複雑な恋こい心ごころと女心を、よくあそこまで細かく摑つかんだもんだ」

　なにかきっかけでもあったのかと訝いぶかる蒼馬に、白火は屈くつ託たくなく言う。

「蒼馬さまのおかげです」

「俺の？」

「はい。蒼馬さまを捜さがしているときに、ついでだから、郭くるわのお姐ねえさんたちに教えてもらいました。嫉妬とか焼きもちとか。勉強になりました」

「郭で勉強してきたのか……」

　確かに、女の渦巻く物思いで、郭に勝まさる場所はないだろう。

「──意外と、転んでもただでは起きないな、お前」

「はい！」

　元気の良い返事に、思わず吹ふき出してしまう。

　この分では、せっかく郭に上がったというのに、色っぽいことは万にひとつも起こっていないだろう、と思う。

　白火は女の子だからそんなことは実際には起こらないが、蒼馬はまだその真実を知らない。

　知らないまま、白火に惹ひかれていく。

「──お前には、敵かなわないかもしれないな」

　ぼそりと口の中に封ふうじこめられたつぶやきは、白火の耳に届くことはなかった。
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　７と聞いてまず思い浮うかべるのは、ラッキーセブンでしょうか。縁えん起ぎの良い、幸運なイメージが強い数字ですよね。

　早いもので、「花はな華はな」も第七幕をお届けすることができました！　ありがとうございます！

　ひとつのシリーズをこんなに長い間書くことができたのは初めてです。白火や蒼馬とも長い付き合いになりましたが、ラッキーセブンは、どうやら白火たちには通用しなかったようで…７が縁起の良い数字ということ自体が西洋の考え方なので、ある意味当然だったのかもしれません（苦笑）。

　今回も素す晴ばらしいイラストでこの世界を彩いろどってくださいましたサカノ景子先生、どうもありがとうございました！　もぎたての色いろ香か炸さく裂れつで、個人的に皇子さまにノックアウトされてしまいました。帯刀は今回、とても麗うるわしくご活かつ躍やく中です。蜘蛛くもの糸が絡からみ合ったまま、もつれ合ったまま、このあとどうなっていくのか。私自身、とても楽しみにしております。

　この本をお手に取ってくださったすべての方に感謝を捧ささげつつ、次の巻でもお会いできることを祈いのって。
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